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「歴史を知りたければ、その足で踏ふめ。その目で見よ。その心で感じよ」




　そう言ったのは著名な紀行家、ラニッツァ・ドゥビースである。

　これは歴史の理解には現地踏とう査さが必要であるという主張だ。

　じっさい彼は、文ぶん献けん資料の記述の矛む盾じゆん点を現地踏査によって実証的に炙あぶり出すといった研究を数多く遺のこしている。




　例えば。

　かつては古代ソルシニアの戦いにおいてザルセン将軍が二万の軍を率いてピオニンダス山頂に陣じんを敷しいたというのが歴史的な定説であったが、道なき道を踏破してピオニンダス山の頂いただきに立ったラニッツァは、そこに二万もの軍勢を収容できる空間的な広がりがないことを証明してみせた。

　今ではザルセン将軍が本陣を置いたのはピオニンダス山の北方に広がる丘きゆう陵りよう地ち帯たいであり、山にいたのは別働隊の五千であるというのが定説になっている。

　その目で山頂を確かく認にんしたラニッツァはこう言ったという。

「多くの歴史家は文献の記述を信じるか、記述を批判するかのどちらかだ。だが、歴史の真実は現地にある」

　後代の歴史家として、彼の批判は心に刻んでおきたいと思う。




　このように彼は実証主義者であり現実主義者であったが、一方では意外な理想主義者であり、むしろ夢想主義者でもあった。

　彼は廃はい墟きよや古戦場に立つのが殊ことの外ほか、好きだった。




「建造物の残ざん骸がいのみが残る寂さびれた廃墟に立つと、かつてそこに暮らしていた人々の声なき声が聞こえるような気がした。夥おびただしい血が流された古戦場に立つと、兵士や将軍たちの喊かん声せいやおめき声、断だん末まつ魔まの声までもが聞こえるような気がした」

　とラニッツァは言った。

「風の音しか聞こえない遺い跡せきや廃墟に立ち、古戦場を歩き、有名無名の人々が語りかけてくる声に耳を傾かたむけるのが無上の楽しみでもあった」

　とも言った。

　ラニッツァはロムニア帝てい国こくより前代の人間であるが、もし彼がサイファカールの覇は業ぎようにまつわる遺跡や古戦場に立ったとしたら。

　誰だれの声が聞こえただろうか。

　その声は何を語りかけてきただろうか。

　ラニッツァは過去の人だから、その問いかけには意味がない。

　では、代わりに筆者が届けよう。

　サイファカールと、彼の覇業を助けた輔ほ弼ひつの臣たちの声を。

　彼と覇業を競きそった宿敵たちの声を。

　歴史の波に吞のまれていった名もなき人々の声を。

　筆者が読者諸しよ賢けんに届けようではないか。

　そのことで、読者諸賢が少しでもサイファカールを身近に感じてくれれば。

　彼の同時代人の息い吹ぶきを間近に感じてもらえれば。

　これを書いたかいがあろうというものだ。







　中世の終わりの知の岸辺に立ち、寄せては返す歴史の波は濤とうを見つめながら、ジェイコブスン・Ｊ・スーニッシャーの記しるす。
















　唐とう突とつだが本編が始まる前に、この巻の構成について筆者から断りを入れておきたい。




　偉い大だいなる帝国の偉大なる初代皇こう帝ていロムニエゥス一世が死去し、帝国では後こう継けい者しやを巡めぐる争いが本格化しつつあった。

　皇太子タランティウスを始めとする群ぐん雄ゆうは、すでに舞ぶ台たいの中ほどに進み出ていた。

　彼らには主役を争うだけの地歩が備わっていたのだ。

　それは地理的要因だったり、経済的要因だったり、血統だったり、軍事力だったりするわけだが、ともあれ、それら群雄の誰が後継者となってもおかしくない状じよう況きようだった。

　一方、サイファカールには群雄に勝まさっているものは何もなかった。

　いや、もしかしたら一つだけあったのかもしれない。

　後にサイファカールは当初の苦境をこう述じゆつ懐かいしたという。




「僕には有能な家臣がたくさんいたからね。だから、なんとかなると思っていたよ」




　東辺境州への異動はサイファカールを舞台の中央から遠ざけたのだと思われたが、その辺境で、優ゆう秀しゆう、有能な人材たちと邂かい逅こうしたことこそが彼を舞台の中央へ進ませる原動力となった……とは言えないだろうか。

　禍か福ふくは糾あざなえる縄なわの如ごとしという諺ことわざがあるが、まさにそれを地でいく変転である。




　それはともかく。

　すでに舞台の中央へ進んでいる群雄の動向を把は握あくしておくことは、帝国の後継者争いの推移を理解する上で何より重要なことだ。

　彼らを比ひ較かくすることで、また彼らとサイファカールを比較することで、サイファカールの立ち位置が、置かれた状況が、彼の偉業が、より鮮せん明めいに理解できる。

　そこで少しだけ、我らがサイファカールから離はなれて物語を進めよう。

　群雄は何を考え、何を為なし、何を成せなかったのか。

　彼らはサイファカールとどう違ちがったのか。

　舞台から消えていった者と残った者の差はどこにあったのか。

　それを確認するためにも、まずはここで綺き羅ら星ぼしの如き群雄の動きを追いかけてみようと思うのである。
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　まずはアンキテル州長官であるミコノス兄弟を見ておこう。




　ミッコーラとミッコーリの兄弟が二人で長官を熟こなしていたのは前述したとおりだ。

　兄のミッコーラが内政を、弟のミッコーリが軍事を担当し、ロムニエゥス一世から預かったアンキテル州を善よく治めていた。




　ミコノス兄弟も、ロムニエゥス一世崩ほう御ぎよの報を聞くや直ちに動いた組である。その迅じん速そくな行動力は評価に値あたいするだろう。

　兄弟の──というより兄ミッコーラの、だが──狙ねらいは、まず周辺の州を奪とり、勢力を拡大して後継者としての地歩を固めるというものだった。

　狙いを実現させるため、兄弟はすぐに軍団を動かした。

　狙ったのは北隣どなりの州、ロッサガンディ州である。

　とはいえ、ただ攻せめ込むだけでは反乱者になってしまう。そこで兄弟はロッサガンディ州に謀む反ほんの動きありと高言し、帝てい国こくの安あん寧ねいを守るためという理由付けで軍を動かしたのである。

　もちろん、帝都には報告を持たせた使者を送った。

　使者に接した宰さい相しようや皇太子は勝手なことをするなと憤いきどおるだろうが、それ以上のことはできないと兄弟は見切っている。

　偉大な覇は王おう、初代皇帝ロムニエゥス一世の崩御という大事件の直後のこと、宰相も皇太子も、帝都の、そして帝国内の混乱を抑おさえるだけで手て一いつ杯ぱい。だから、あからさまに帝国に叛はん旗きを翻ひるがえさない限り、皇太子や宰相が直ちに軍団を差し向けてくる虞おそれはないと判断した。

　だが、それも混乱が収まるまでのこと。

　混乱が収まってしまえば。

　皇太子と宰相が帝都周辺のみならず旧帝国領を完全に掌しよう握あくしてしまえば。

　新帝国領にいる野心溢あふれる者たちも、そう簡単には動けなくなる。

　だから、それまでに動けるだけ動き、奪とれるだけ奪っておくというのが兄弟の基本的な戦略だった。一目散に帝都を目指して進軍を開始した第四皇子ロキシーヌとは対照的な考え方だ。

　どちらが正しく、どちらが間違っているというものではない。ないが、それでも結果は出る。果たして兄弟の決断は吉きちと出るのか、それとも。




　州都アンキテルミの郊こう外がいにアンキテル州軍団が陣じんを敷しいている。その本陣に張られた大天幕にミッコーリが入ってきた。兜かぶとこそ被かぶっていないが、鎧よろいに身を包んだ完全武装の出いで立ちだ。

　弟の姿を認めたミッコーラが床しよう几ぎから腰こしを上げた。

　二人の顔立ちはそっくりというほどは似ていないし、弟のほうが兄よりも大おお柄がらだから、すぐに区別がつく。

　兄のほうは軍務服こそ着ているが武装はしていない。それでも二人が醸かもし出す雰ふん囲い気きはどことなく似ていた。

　ミッコーラの周りにいた州の高官たちも急いで床几から立ち上がる。

「兄あに者じや、出しゆつ撃げき準備は調ととのった」

「そうか、弟。では、行ってもらおうか」

　ミッコーリは兄を手招いて天幕の一いち隅ぐうに移動すると、そっと顔を寄せ、囁ささやくような声で訊きいてきた。

「最終確かく認にんだ、兄者。ロッサガンディ州の長官の処断だが。逃にげた場合は追わない、抵てい抗こうした場合は捕ほ縛ばくして処しよ刑けいする、でいいんだな？」

「それでいい」

「降こう伏ふくしたときも斬きるので、本当にいいのか？」

「相手は謀反人なのだ。斬るしかあるまいよ」

「そう……だな」

「生かしておけば、帝都の側から送そう還かんしろと言ってくるだろう。あるいは、詮せん議ぎのための尋じん問もん官が送られてくるか。いずれにせよ謀反はこちらのでっち上げなんだ。余計なことを話されては困る」

　ミッコーリは顔を顰しかめて頷うなずく。

「そうか。そうだな」

「帝国の後継者争いに名乗りを上げる以上、生きるか死ぬかの争いの中に身を置くということだ。躊躇ためらいは脱だつ落らくを意味するぞ、弟よ」

　兄ミッコーラは揺ゆるぎない意志を感じさせる強きよう烈れつな視線を弟に向けた。

「ああ、そうだったな。俺は……覚かく悟ごを決めたつもりで、まだどこかに躊ちゆう躇ちよする気持ちがあったのかもしれん」

　ミッコーリが天を仰あおいでそう言うと、ミッコーラは敢かん然ぜんと言い放った。

「俺たちの邪じや魔まをする者は悉ことごとく消えてもらう。舞ぶ台たいの上から退場してもらう。如い何かなる手を使ってでも、だ。それを負担に思うなら、俺たちが舞台から下りるべきだ」

　ミッコーリは、いや、と首を横に振ふった。

　兄に顔を向けた彼の双そう眸ぼうは異様な光で満ちていた。

「やるさ、兄者。たとえどれほどの犠ぎ牲せいを払はらっても、俺は俺の前に立ち塞ふさがる邪魔者どもを薙なぎ払い、焼き払ってやる。その結果、屍し山ざん血けつ河がが築かれようとも」

　ミッコーラは薄うすく笑って弟の肩かたに手を置いた。

「頼たのんだぞ、弟」

「任せてくれ。ロッサガンディの兵どもを蹴け散ちらし、必ず州都を陥おとしてみせる」

「おまえになら、できるさ」

　頷き合った二人は、自信に満ち溢れた顔で配下たちのいる天幕中央へと戻もどっていった。

「ところで、兄者」

「なんだ、弟」

「ロキシーヌ殿でん下かからの誘さそい、どうするつもりだ？」

「君くん側そくの奸かん、宰相カルガリの専横を除くため、やむにやまれず決起した……か」

　ミッコーラは、にやりと笑った。
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「あちらはあちらで、いろいろと考えているようだな」

「殿下は帝都へ向けて進撃しているそうじゃないか。そのまま帝都に迫せまったら、俺たちは大きく出で遅おくれるんじゃないか？　いったん殿下に合流するという手はないのか？」

「安心しろ。殿下は、すんなりと帝都には迫れない。このあいだも言ったが、帝都に迫るには兵力が足りないからな」

　と応こたえるミッコーラの声はいつもより大きくなっている。周りにいる配下たちに聞かせるためだ。

　配下の中には兄弟の決断を不安に思っている者もいる。そんな連中を安心させ、その気にさせるためにも、現状を把は握あくさせておきたい。ロムニエゥス一世の下もとで様々な経験を積んできたミッコーラは、家臣たちの心理状態にも気を配ることを忘れない。

「ほいほいと殿下の誘いに乗る勢力もそれほど多くないだろう。まずは様子見。勝ち馬に乗りたい連中はそう考える。だから殿下の前に立ち塞がる奴やつは出なくても、今すぐ殿下に味方をしようという連中もほとんどいないだろう。殿下の使者は兵五万と言っていたが、そこまで多くはないはずだ。今も陸続と援えん軍ぐんが集まりつつあるとも言っていたが、それもはったりだな。どこかで帝都の側と衝しよう突とつし、それを打ち破りでもしない限り、一気に兵力が膨ふくらむということはあるまい。だから、殿下に合流しなくとも俺たちが出遅れることはない。むしろ兵力を増やせれば、ロキシーヌ殿下に対してさえ有利な位置に立てる」

　ミッコーリは大きく頷いて言った。

「兄者がそう言うなら、俺も後こう顧この憂うれいなくロッサガンディを攻められるというものだ」

　彼だけでなく、何人かの家臣が小さく頷くのをミッコーラは見み逃のがさない。

（今は勢いをつけることが何よりも大事だからな）

　彼はもう一度、弟の肩に手を置いて言った。

「俺たちがどれだけ有利な位置に立てるかは時間との勝負になる。ロッサガンディ攻め、頼んだぞ」

「任せてくれ、兄者」




　こうしてミッコーリは、五個軍団二万五千を率いて出撃していった。五個軍団は二人が動かせる最大動員兵力だ。州都にも他ほかの街にも、ごく僅わずかな守備部隊しか残していない。兵力を増やすために新規の募ぼ兵へいもしなかった。

（だが、それでいい。いま攻め寄せてくるような果断な奴は周囲にいない。できれば一いち旬じゆん日じつ以内にロッサガンディを奪とる。そのためには戦いくさ慣れしていない新兵を入れて水増しするより、兵数に限りがあっても精せい鋭えい部隊で攻めるほうが効率的だ。上う手まくロッサガンディを奪れれば、新兵など入れなくても、俺たちの動員兵力は大きく膨らむんだからな）

　砂さ塵じんを上げて遠ざかっていく自軍を見送りながら、ミッコーラは身み震ぶるいした。

（さて、俺は。俺と弟は）

　ミッコーラは最後にぽつりと呟つぶやいた。

「果たしてどこまで行けるだろうかな」
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　南の大陸の沿岸に拓ひらかれた植民都市群の中でも最大の都市がアルデ＝バランで、ここは植民都市総そう督とくである第二皇おう女じよチチェリアーナの本ほん拠きよ地ちである。

　西にしの内ない海かいに面した良質の軍港を抱かかえるアルデ＝バランは、帝国水軍の根ね城じろでもあった。帝国本土の南なん端たんは指し呼この間かんで、風さえよければ快速艇ていを操あやつって半日もかからず内海を渡わたることができる。

　南の大陸北岸に拓かれた植民都市はいずれもが港こう湾わん都市で、西の内海を行き交かう商船を守るために水軍の船が駐ちゆう留りゆうしている。

　植民都市はアルデ＝バランの西に三つ、東に四つあった。アルデ＝バランを含ふくめれば八都市だが、そのうちもっとも東にある都市は皇こう帝てい直ちよつ轄かつ領りようとなっているので、植民都市総督チチェリアーナの監かん督とく下にあるのは七都市だった。




　いまアルデ＝バランに、チチェリアーナによって召しよう集しゆうされた各植民都市の執しつ政せい官六人が集まっていた。

　チチェリアーナは植民都市の総督だが、帝国の組織上、各植民都市は独立した存在で、執政官たちは各人の裁量で各おの々おのが預かる都市を運営している。従って植民都市の執政官がチチェリアーナ直属の部下というわけではないのだが、チチェリアーナは植民都市総督の肩かた書がきを持っているだけでなく、帝国水軍総そう帥すいでもある。都市の運営は自分の裁量でできても、水軍を動かすとなるとチチェリアーナ皇女の許可が必要だ。治める街の規模もアルデ＝バランがいちばん大きく、且かつもっとも賑にぎわっているため、自然、六人はチチェリアーナの風かざ下しもに立つことになる。

　ロムニエゥス一世崩ほう御ぎよという驚きよう愕がくの事態に接した六人の執政官は、チチェリアーナから召集がかかると、直ちにアルデ＝バランへと駆かけつけてきたのだった。




　チチェリアーナは政庁舎ではなく、己おのれの館やかたへと六人を誘いざなった。

　余人に話を聞かれては何かと不ま味ずい、という理由で。

　たしかにそのとおりだ。これからの話し合いは自分たちの命運を左右するような重大なものになる。政庁舎の評ひよう定じようの間まで行っては内容が役人や兵士に漏もれるかもしれない。

「だから人ひと払ばらいをした吾わが私し邸ていでやろう」

　というチチェリアーナの言葉を疑った者はいなかった。




　西の内海を見下ろす高台に築かれた石造りの広大な館がチチェリアーナの私邸である。いつもなら庭や屋や敷しき内を大勢の使用人が走り回っているのだが、今日に限っては使用人の姿はほとんど見当たらず、どことなく空くう疎そな雰ふん囲い気きだった。けれど、屋敷内が無人なわけではない。大勢の使用人に代わって武装した兵が警護のためにそこかしこに立っていた。そして、それ以上の兵があちこちの部屋に隠かくれているのだが、もちろん執政官たちはそのことを知らない。配された兵たち自身を除けば、伏ふく兵へいのことを知っているのはチチェリアーナ本人と、兵の手配をした彼女の腹心オルヴィネアくらいだ。




「皆みな様さま、こちらでございます」

　水軍服に身を包んだオルヴィネアに案内され、六人の執政官が館の階段を上っていく。

　オルヴィネアは三階にある応接の間まへと六人を誘いざなった。

　広々とした部屋の中央には木製の長い方ほう卓たくが置かれている。卓の両側に並べられた優ゆう雅がな曲線で形作られた木製の椅い子すは、いずれ名のある職人が作った逸いつ品ぴんに違ちがいない。部屋の突つき当たりには硝子グラウスの嵌はまった大きな窓がある。開け放たれた窓から、海風が部屋に吹ふき込んでいて、室内は潮の香かおりに満ちていた。窓の向こうには大きな露ろ台だいがあって、そこに立てば、眼下に広がるアルデ＝バランの街並みと、本土とのあいだに横たわる西の内海の青い海うな原ばらが一望できた。

　もっとも、その風ふう光こう明めい媚びな眺ながめを楽しもうという者などいない。彼らの心を占しめるのはただ一つ、皇こう帝てい陛下崩御を受けて、このあと我々はどう対応すればいいのかということだけだった。

　窓まど際ぎわに立ち、外を見やっていた皇女が振り返った。

「諸君、よく来てくれた」

　両手を広げて六人を迎むかえたチチェリアーナは露台を背にして立っている。

　いつものように水軍服を着き崩くずしているチチェリアーナは、皇女というより、海かい賊ぞくの長おさのように見えなくもない。

　よく晴れていて日差しの眩まぶしい日だった。チチェリアーナの立つ位置はちょうど逆光になっていて、室内の執政官たちからは彼女の表情がよくわからなかった。

「座ってくれ。すぐに軍議を始めよう」

　というチチェリアーナの声に促うながされ、六人は長卓脇わきに並べられた椅子に腰こしを下ろした。

　席次は、アルデ＝バランの東西に位置する植民都市に倣ならって決められている。上かみ座ざから見て右手側がアルデ＝バランの東に位置する都市の執政官の席で、左手側が西に位置する都市の執政官の席だ。並び順はアルデ＝バランから近い順で、席次が序列を表しているわけではない。

　六人を案内してきたオルヴィネアは出入り口付近の扉とびらの前に陣じん取どった。いつもなら皇女の背後に控ひかえるオルヴィネアが今日に限ってそうしなかった意味に気づいた執政官はいなかった。

　全員が着席するとチチェリアーナも上座に用意された自分の席に近づいてきたが、座ることはなく、立ったまま左右に居並んだ六人を見回した。窓際ほどではなくても、やはり窓から差し込む陽光を背にしているため、第二皇女の表情は窺うかがい難にくい。

　彼女は徐おもむろに口を開き、

「陛下が身み罷まかられた」

　と言った。

　彼女の言葉には、それほど感かん慨がいが籠こもっていないように聞こえた。さすがに自由奔ほん放ぽうなチチェリアーナ様だと、誰だれしもがそう思った程度だ。しかし執政官の中の一人は、彼女の言葉が思いの外ほか平静だったことに、逆にチチェリアーナの本気を感じ取った。

　六人が六人とも、チチェリアーナの言葉に黙だまって頷うなずいた。

「さて、では。吾われらはこの後、どう動けばいいのか。あるいは動かないほうがいいのか。それを決めておきたい」

　改めて六人を見回したチチェリアーナは静かに椅子を引き、自分の席に腰を下ろす。

「遠えん慮りよは要いらない。思うところを述べてくれ。そうだな、ヴェルディン」

　チチェリアーナは自分の左側に並んだ三人の中のいちばん手近な男の名を呼んだ。

「おまえから始めてもらおうか」

　男はヴェルディン・ヴェルチェス。六人の中でいちばん年とし嵩かさで──五十と少しといったところか──植民都市リア＝デルソルの執政官である。

「はい」

　ヴェルディンは静かに返事をし、静かに立ち上がった。

「今は軽々に動くときではないと愚ぐ考こういたします」

　それに対してチチェリアーナは、短く一言、そうか、とだけ言った。

「では、次。アンデルレイ」

　立ち上がったのは植民都市ソルコゥスの執政官、アンデルレイ・アルゴス・アドリアーノで、三十絡がらみの巨きよ漢かんだった。

「チチェリアーナ様にお任せいたしますよ」

「そうか。では次。ジバンニ」

　立ち上がったのは植民都市デレッロの執政官ジバンニ・ジンクエッティで、やはり三十絡みと見えるが、アンデルレイとは対照的に瘦そう身しん長ちよう軀くだ。

「皇太子殿どのが帝国を把は握あくできるか否いなか、それを見み極きわめるのが肝かん心じんでしょう」

「つまり、今は動かないということだな」

「そうなりますね」

「そうか。では次、ガリアーノ」

　ジバンニの対面の男、ガリアーノ・ガレス・ガンディが立ち上がった。植民都市ミステラータを治める執政官だ。四十代半ばといったところだろうか。鷲わし鼻ばなで鋭するどい目つきをしていて、油断ならない印象を見る者に与あたえる。

「正統な跡あと継つぎであるタランティウス皇太子殿をお助けすることこそが、帝国臣民の務めではありませんか？」

　そう言ってガリアーノは鋭い視線を対面の執政官、ジバンニに向けた。

　その視線を受け、ジバンニが、ふん、と鼻を鳴らす。

　二人の視線がぶつかって火花を散らすことなど意に介かいさず、チチェリアーナは、またもそうか、と言って次の名を呼んだ。

「メロゥリィ」

「はいよ、大将」

　と威い勢せいのいい返事をして立ち上がったのは執政官の紅一点、メロゥリィ・メルロース・メトノスである。他ほかの執政官が質素な服を着ているのとは対照的に、メロゥリィは優雅な裳もに身を包んでいた。

　まだ二十代後半と思えるメロゥリィが治める植民都市はルゥ＝ルカスで、かつて海賊の本拠地があった海港都市だ。メロゥリィはそこを根城にしていた海賊の中で最大の勢力を誇ほこる大派は閥ばつの長おさの娘だった。

　メロゥリィは、にやりと口の端はしを吊つり上げ、優雅な裳に似つかわしくない伝でん法ぽうな口調で言った。

「じつに目め出で度てえことだ、大将」

「おい、メロゥリィ、陛下が崩御されたというのに目め出で度たいとは何事だ！」

　苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔でガリアーノがメロゥリィを叱しつ責せきした。

「はぁ？　なに言ってんの、おまえ。陛下が亡なくなられたってことは、チチェリアーナの大将が次代の皇帝陛下にお即つきになるってことだろう？　こんな目出度いことはねえじゃねえか」

「なっっ!?」

　ガリアーノが目を白黒とさせている。

　ヴェルディンやジバンニも驚おどろきや呆あきれの色を顔に浮うかべ、咎とがめるような視線をメロゥリィに向けた。

「メロゥリィ」

「なんです、大将？」

「滅めつ多たなことを口にするものではないな」

　と言ったチチェリアーナの視線は鋭かったが、そこにメロゥリィを叱責するような色はなかった。

「あ、すんません」

「それと。吾を大将と呼ぶのは止やめろと言ったはずだが？」

「重ね重ね、すんません」

「まぁ、よい。では最後、トゥノス」

　右列でいちばんチチェリアーナに近い場所に座っている男が静かに立ち上がった。

　アルデ＝バランのすぐ東にある植民都市ソゥ＝サゥの執しつ政せい官、トゥノス・ツキジデゥス・マッソで、六人の中ではもっとも年若に見える。

　筒つつ袖そでの下着──上着の下に着る衣服、という意味──に筒袖の上着を重ね、細身の筒つつ袴ばかまを穿はいているトゥノスは、顔の造ぞう作さくも整っており、全体的に洗練された印象を醸かもし出している。どこかの一座の俳優わざおぎだと名乗っても通りそうなほど見み栄ばえがよかった。

「わたくしは執政官に就ついたばかりですのでね、ここは総そう督とく殿に従いますよ」

　話し方も、どことなく気き障ざったらしい。

「そうか」

　チチェリアーナが短く応こたえると、トゥノスは軽く一礼して腰を下ろした。

　トゥノスが着席してもチチェリアーナは動かなかった。目を瞑つぶり腕うで組ぐみして、じっと何かを考えている。

　そんな皇おう女じよに六人の執政官が注目していると、やがてチチェリアーナが目を開き、腕組みを解いた。

「皆みなの考えはわかった。それを踏ふまえて吾の考えを述べよう」

　第二皇女は鋭い視線で六人を一いち瞥べつした後、すっと腰を浮かせて立ち上がり、窓際へ歩み寄っていった。その背中を六人の視線が追いかける。

「吾われはな」

　露台のほうを向いたまま、チチェリアーナは口を開いた。

「現状、この帝てい国こくをまとめるのは皇太子では無理だと思うのだよ」

「しっしかし、殿でん下か！」

　鋭く叫さけんだガリアーノを、チチェリアーナの落ち着いた声が遮さえぎった。

「まぁ最後まで聞け、ガリアーノ」

「失礼いたしました」

「皇太子では帝国をまとめきれない。座して見ていれば、帝国が分ぶん裂れつし、最悪、瓦が解かいしてしまうだろう。それは阻そ止ししなくてはならない。先帝陛下が、お父上がその生しよう涯がいを懸かけて創つくり上げた帝国なのだからな」

　六人は頷いたりため息を吐ついたり軽く首を振ふったりした。

　少しの間まを置いて、再びチチェリアーナの淡たん々たんとした声が響ひびいた。

「そこで吾は、吾自身で帝国を継つごうと思うのだ」

「！」

　メロゥリィを除く五人の執政官が目を見開き、息を吞のんだ。

「吾はすぐに帝国を継ぐための行動を開始しようと思っている」

　チチェリアーナが振り返った。

　振り返った彼女は腕を組み、足を開き気味にして胸を張り、六人を見回す。

　背後の陽光の眩まぶしさに負けないほどの炯けい々けいとした光が彼女の瞳ひとみに宿っていた。

「強制はしない。吾と共に起たとうという者は残れ。その気のない者は去るがいい」

　即そく座ざにメロゥリィが立ち上がった。

「あなたが二世皇こう帝ていだ、大将！」

「だから。大将と呼ぶのは止めろと言った」

「じゃあ……陛下！」

　チチェリアーナは苦く笑しようを漏もらす。

「気が早すぎる」

「だったら、なんて呼べばいいんだよ」

　とメロゥリィは自問するように呟つぶやいた。

「殿下でよいじゃろ。今はまだ、な」

　そう言ってヴェルディンが立ち上がる。

　続いてトゥノスが。

　やや遅おくれてアンデルレイも。

　四人はチチェリアーナの前まで歩み寄ると、静かに膝ひざを落とした。

「「「「殿下と共に」」」」

「うむ。嬉うれしく思うぞ」

　チチェリアーナは四人を立ち上がらせた。

　立ち上がった四人はチチェリアーナの左右に移動すると、体を回し、長ちよう卓たくのほうへ向き直る。

　ジバンニとガリアーノの二人は座ったままだった。

「ガリアーノ、おまえはどうする気だ？」

「皇太子殿下のために働くことこそが帝国臣民の務めと考えます」

（やはり、こいつは無理か）

「そうか。では、どこかで敵として見まみえることになるやもしれんな」

「残念でございますが」

「ジバンニはどうするつもりだ？」

　ジバンニは額に冷ひや汗あせを浮かべ、苦しげな表情で応えてきた。

「今はまだ動くときではないかと思います。皇女殿下も、どうか自重くださいませ」

（馬ば鹿かな。いま動かないでいつ動くというのだ。こいつには状じよう況きようが見えていないな）

　チチェリアーナは内心の思いとは逆に、ジバンニに向かって、残念だ、と言った。

「だが、無理にとは言わない。二人は自分の思うところに従えばいい」

　立ち上がったガリアーノがチチェリアーナに対して一礼し、部屋の出口に向かって歩み出したので、ジバンニも慌あわててチチェリアーナに頭を下げ、急いで彼のあとを追った。

　チチェリアーナはオルヴィネアに向かって鷹おう揚ように頷うなずいてみせた。

　オルヴィネアは扉とびらを開け、廊ろう下かに向かって大声を上げる。

「ガリアーノ様とジバンニ様がお帰りになられる！」

　廊下の衛兵が応える声が聞こえた。

　二人の姿が消えるのを見送っていたメロゥリィが心配そうな顔をチチェリアーナに向け、囁ささやくように聞いてきた。

「いいんですか、このまま二人を帰しちまっても？」

「かまわない。どうせ二人とも自分の街には帰り着けない」

「！」

　チチェリアーナの言葉の意味を悟さとったヴェルディンとアンデルレイが驚きの顔を向けてくるが、彼らに対して皇女は平然と笑いかけた。

「吾われは来る者は歓かん迎げいするが、去る者は許さないぞ」

「肝きもに銘めいじておきましょうぞ」

　ヴェルディンが恭うやうやしく頭を下げた。

　アンデルレイとトゥノスも急いで低頭する。

　メロゥリィだけは、恐おそれるどころか喜んだ。

（やはり帝国の次代を担になえるのは、このお方を措おいて外ほかにない）

　という思いを強くした。

　そのとき。

　館やかたの階下から悲鳴や怒ど号ごうが聞こえてきた。続いて剣けん戟げきの音も。だが、チチェリアーナはまったく動じることなくオルヴィネアに命じた。

「扉を閉めよ」

「は」

　慌てず騒さわがず、オルヴィネアは静かに扉を閉めた。

　聞こえていた剣戟の音や叫び声が不意に遠とお退のいたが、それでも消しよう滅めつしたわけではない。おそらく今も、ガリアーノとジバンニの護衛兵が襲しゆう撃げき者と切り結んでいるのだろう。

　だが、どれほど奮戦したとしても結果は見えている。皇女の館を訪おとずれるのだ、二人とも、いや六人とも大した数の護衛を連れていない。

（もし殿下の誘さそいを断っていれば、自分も刺し客かくに襲おそわれていた）

　そう思うと、アンデルレイやトゥノスは冷や汗が流れるのを止められなかった。

　チチェリアーナは何事もなかったかのような顔で平然と言い放つ。

「では会議を始めるとしよう。吾われが帝国を取るための戦略を決定しよう。戦略を実現するための戦術を検討しよう。四人とも席に着いてくれ」

「はは」

　四人は恐れと不安と歓かん喜きと期待が入り交じった複雑な表情で頭を下げるのだった。




　　　　３




　カルパーニャ平原へと進出したビルダバルダス上将軍の軍団は、帝国領域を越こえて三日進んだところで敵勢を発見した。

　先行していた物見部隊が駆かけ戻もどり、上将軍に報告を上げてきた。

「敵は平原都市国家連合の軍と思われます。その数、およそ二万！」

「ふむ。まとまって出てきたか」




　カルパーニャ平原の西側は荒あれ地が広がっているだけで耕地に乏とぼしい。そのため中規模の都市国家が点在しているのみで強国は存在しない。

　平原の東方には大国＝ブルシャ帝国が控ひかえており、平原東域の都市国家群は、ブルシャ帝国の半属領というのが実情だ。

　平原中央から西寄りに点在する都市国家群はブルシャ帝国とロムニア帝国の狭はざ間まで独立を保っているので、平原西側は両大国の緩かん衝しよう地帯になっているといってよかった。




　カルパーニャ平原に兵を送れば、平原東部地域にある半属領の都市国家群が脅おびやかされると考えたブルシャ帝国が自国の権益確保のために兵を送って寄よ越こす可能性は充じゆう分ぶんにある。帝国の基き礎そが完全に固まっていない状態でブルシャ帝国と雌し雄ゆうを決するのは時じ期き尚しよう早そう。

　ロムニエゥス一世はそう判断したのだ。

　だから皇帝は、敢あえてカルパーニャ平原へは兵を進めなかった。

　進撃を上申するビルダバルダス上将軍に首を縦に振らなかったのはそのためだ。

　ビルダバルダスは目の前の戦いしか見ない男だから、帝国の行く末に思いを馳はせたりはしない。彼は、いま平原都市国家群の部隊が現れたのは好都合だと思った。

　二万という軍勢は平原都市国家連合の主力に違ちがいなく、ここで敵を破れば平原都市国家連合には大した戦力が残らないから、堅けん固ごな城じよう郭かく都市であっても攻こう略りやくの難易度が下がる、というのがビルダバルダスの読みだった。




「奴やつら、陛下ご崩ほう御ぎよの報を聞きつけ、帝国領内に攻せめ入ろうと考えたのか？　だが」

　ビルダバルダスは、にんまりと笑った。

「これは願ってもない展開。手間が省けてよいわ」

　ビルダバルダスが率いるのは六個軍団三万。平原都市国家群の部隊が物見の報告どおり二万なら、兵力比は三対二とビルダバルダス側が優位に立っている。しかし、ここは敵地も同然。敵には補給の不安がないし、後ご詰づめがいるかもしれない。逃にげ戻る都市もある。

　一方のビルダバルダス側はこれが全軍だ。戦せん闘とうが長期化すれば補給の不安が出てくる。万が一、敗戦を喫きつすれば、逃げ込む街も砦とりでもない。本ほん拠きよ地ちを目指して逃げても、追撃してきた敵に蹴け散ちらされるだけだろう。

　それら諸要素を勘かん案あんすれば、兵力比で勝まさっていても決して有利とは言えないはずだが、ビルダバルダスは、短期決戦が可能になって助かったとしか思わなかった。

（敵の主力を破り、どこかの街を陥おとす。それで輜し重ちようの不安は解消する）

　百戦百勝の常勝将軍は戦いくさに負けることなど考えもしない。目の前の戦に勝つことを前提にして、彼の戦略は組み立てられているのだ。

　ビルダバルダスは直ちに幕ばく僚りようや軍団長を集めた。

　野戦卓の周囲に床しよう几ぎを並べて座る軍団長に向かって、ビルダバルダスは野太い声で戦闘の指示を出した。

「隊形は鶴かく翼よくだ。敵を押し包んで壊かい滅めつさせる。左さ翼よくを第一と第二が、右う翼よくを第三と第四が受け持て。鶴翼の底は我が第六が受け持つ。第五は迂う回かい機動をして敵の背後へ回り込め。こちらの隊形を見れば敵は縦じゆう陣じん隊形を取ろうとするだろう。第五で予あらかじめ敵の退路を遮しや断だんしておく」

　第五軍団長が、は、と頭を下げた。

「敵の先せん鋒ぽうは儂わしの第六が押し返す。左右両りよう翼よくは敵の横よこっ腹ぱらに食いつき、食い破れ」

「おお！」

　第一から第四の軍団長が威い勢せいのいい声を上げた。常勝将軍の麾き下かで数多あまたの戦いに勝利してきた軍団長もまた歴戦の兵つわものたち。勝利を疑う者など一人もいない。

「では、急ぎ陣じん替がえを始めよ」

「は！」

　軍団長とその幕僚たちが弾はじかれたように床几から立ち上がり、軍団本ほん陣じんへと駆け戻っていった。




　すぐに陣替えが開始された。

　将も兵も手慣れたもので、ビルダバルダス軍が鶴翼の陣形を取るのに、それほど時間はかからなかった。

　ビルダバルダス直じき率そつの第六軍団五千は、鶴翼の陣形の底、あるいは扇おうぎの要かなめとも言える場所に陣取った。

　そうしてビルダバルダスは、急いで建てさせた簡易望ぼう楼ろうに登った。

　望楼は地面に穴を掘ほって立てた杭くいの上部に板を渡わたしただけの粗そ末まつな物で、高さも一ヤルドと少し（三メートルほど）しかない。望楼と呼ぶのが恥はずかしいほどの水準だったが、多少の起き伏ふくはあっても基本的に辺りは平原、その程度の物でも、上に立てば敵軍の様子は手に取るように見えた。逆に言うと、こちらの様子も敵から視し認にんされているわけだが。

「さて、こちらの陣形を見て、敵はどうするかな」

　ビルダバルダスは梯はし子ごを登り、望楼上部の狭せまい板の上に立った。

　ビルダバルダス軍が鶴翼の陣形を敷しくのを確認した平原都市国家連合軍も、慌ただしく陣替えを始めた。どうやら敵は、上将軍の読みどおり縦陣隊形を取るつもりらしい。まったく退しりぞくつもりはないようだ。

「そうでなくては困る」

　そう言ってビルダバルダスは不敵に笑った。

　彼に続いて副官が望楼を登ってきた。

　副官はビルダバルダスの隣となりに立つと、不安定な足あし下もとを気にしつつ、彼方かなたで陣替えを行っている敵軍を見み渡わたして言った。

「ですが、上将軍。兵数が少ないのに敢えて突とつ撃げきしてこようというのですから、何か策があるのではありませんか？」

「策というより、後方に別働隊か友軍がいるのだろうな」

　自分が危き惧ぐしたことをビルダバルダスが疾とうに見み抜ぬいているのを知って、副官は驚おどろき、そして安あん堵どした

「あ。やはりそう思われますか」

「もしかすると、すでに迂回を開始していて、我らの背後に回り込もうとしているのやもしれん」

「で、ありますね。しかし……これだけ見通しのいい平原のどこにも見当たらないということは」

「そうだ。別働隊がいるにしても、かなり離はなれた場所だ。ならば気にすることなどない。こちらから仕し掛かけて一気に片を付ける。別働隊だろうが友軍だろうが、間に合わないくらいの短時間でけりをつける」

（さすがに百ひやく戦せん錬れん磨まのビルダバルダス様だけのことはある）

　副官は目の前の偉い丈じよう夫ふを頼たのもしげに見上げた。

「敵の陣替えが完全に整ってしまう前に仕掛けるか」

　そう決断を下したビルダバルダスは、巨きよ体たいを翻ひるがえし、意外なほど身軽な様子で梯子を下りていった。




　本陣に集めた大隊長や幕僚、伝令兵を前に、ビルダバルダスは矢や継つぎ早に指示を出す。

　一通りの指示が終わると、ビルダバルダスは鼓こ手しゆに太たい鼓この用意をさせ、旗手に旗を持たせて望楼に上がらせた。




「いいか。敵別働隊が駆けつける前に終わらせる。時間との闘たたかいだ。手を休めるな。足を止めるな。撃うちまくれ。突つきまくれ。斬きりまくれ」

「はっっ！」




「全軍突撃！」




　上将軍の命令に、第六大隊から喊かん声せいが上がった。

　鼓手は何かに憑つかれたように太鼓を打ち鳴らし、望楼に立った旗手は赤い旗を勢いよく振ふり回した。

　第六軍団が一丸となって走り始めるのと時を同じくして第二と第三軍団も突進を開始し、少し遅おくれて第一と第四軍団も動き始めた。すでに迂回機動を開始している第五軍団を除いた五個軍団は、一直線に敵の陣地へと駆け寄っていった。




　帝てい国こく軍団は歩兵が主力だが一定数の騎き兵へいも配されている。突進力に優すぐれた騎兵が先頭を走り、弓を持った快速の軽装歩兵がそれに続き、その後方から盾たてと槍やりを携たずさえた重装歩兵が地を揺ゆるがしながら一団となって駆けていく。帝国最強の将軍に率いられた軍団は、やはり帝国最強の戦闘集団なのだ。
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　歴戦の兵つわものたちで構成されたビルダバルダス軍団は、それこそ火を噴ふくような勢いで敵の陣じん営えいに肉にく薄はくした。

　都市国家連合軍は、まさか帝国軍がこれほど素す早ばやく果か敢かんに攻こう撃げきしてくるとは思っていなかった。相手にしてみればここは敵地なのだから、帝国軍はもっと慎しん重ちように戦うはずという思い込みがあった。

　もし彼らが、目の前にいるのが帝国最強を謳うたわれるビルダバルダス上将軍に率いられた軍団だということを知っていたら、もう少し違った対応をしたかもしれない。だが、今となってはあとの祭りである。

　都市国家連合軍は、態勢が整わないうちに敵の猛もう攻こうを受ける羽目となった。

　縦陣隊形を取りつつあった都市国家連合軍を、鶴翼の陣形で突撃したビルダバルダス軍が吞のみ込もうとしている。

　まずは横隊となった騎兵が敵陣めがけて突進した。後方に位置する敵部隊はまだ陣替えの途と中ちゆうだったから、応戦の準備が間に合わない。突進してくる騎兵に対しては弓矢による迎げい撃げきが効果的だが、準備不足がたたって散発的な反撃に留とどまっている。そのために騎兵の突入を許してしまった。

　敵陣に乗り込んだ騎兵は突撃盾を捨て、槍を振るいながら縦横に駆かけた。それで連合軍の側面が混乱する。

　騎兵は強きよう烈れつな一撃をくれると、あっさりと退ひいていった。

　その間かんに接近した軽装歩兵部隊は、味方の騎兵が退いたのを確認し、雨あめ霰あられと矢を撃ち込んだ。騎兵による打撃で混乱している連合軍部隊は、まともな応戦ができないまま被ひ害がいを増やしていく。そこへ密集隊形を取った重装歩兵部隊が突っ込んでいった。

　味方の突撃に合わせて弓矢の攻撃が止やむ。

　槍やり衾ぶすまを作った重装歩兵団は、混乱している敵部隊に対して致ち命めい的てきな一撃を与あたえた。かろうじて保たれていた陣形があちこちでずたずたに切り裂さかれてしまう。

　突撃の勢いに押し込まれるように連合軍部隊はずるずると下がっていくが、中にはその場に留まって抵てい抗こうを続ける部隊もある。下がりたくてもビルダバルダス軍に囲まれて下がれない部隊もある。敵の中に取り残される形となったそれらの部隊は見る間に損そん耗もうして、部隊ごと戦場から消しよう滅めつしていった。

　元から兵数はビルダバルダス軍のほうが多いのだ。数的に劣れつ勢せいな連合軍が兵数を減らした今、勝敗の帰き趨すうはもはや明らかだった。

　この場合、逃げ帰る場所があるという意識が逆効果になる。

　この場の戦いはこれまで。

　街まで逃にげれば助かる。

　街へ戻もどり、籠ろう城じようして抵抗しよう。

　そんな意識が働くから腰こしが引ける。

　歴戦の勇者ビルダバルダス上将軍は敵の心理状態の変化を逃のがさない。敵軍の腰が引けているのを見て取るや、ビルダバルダスは自分が率いる第六軍団に突撃を命じた。

「敵が退たい却きやくしていくぞ。この機を逃のがさず総員で追撃に移る！　兵ものども、儂わしに続け！」

　馬上から吼ほえた上将軍は、槍を片手に駆け出した。

「将軍に遅れるな！」

「敵を逃がすな！」

「手て柄がらを立てる好機ぞ！」

「ビルダバルダス様に続けぇぇ！」

　隊長たちは声を限りに叫さけび、兵たちを鼓こ舞ぶした。

　実際には、敵はまだ退却に移っていない。しかしビルダバルダスは、程ほどなくその命令が出るのを見抜いていた。

　そして彼の読みどおり、命令は出た。

　ビルダバルダス軍の圧力に抗こうしきれなくなった平原都市国家連合軍の総指揮官は退却を命じたのだった。

　敵が退却を始める直前という絶ぜつ妙みような時機で、ビルダバルダス軍第六軍団は全軍で追撃戦に討うって出た。

　もっと早ければ敵の抵抗に遭あっただろう。

　もっと遅おそければ逃げる敵に追いつけなかっただろう。

　第六軍団は、眼前の敵──第一から第四軍団──を防ぎつつ後退を始めた連合軍部隊の後こう端たんに突入した。

　その一撃で。

　その衝しよう撃げきで。

　都市連合軍部隊は崩くずれた。

　組織だった抵抗をしつつ整然と後退しようとした連合軍首脳の意図は砕くだけ散った。

　第六軍団に突撃された部隊の兵が我先にと逃げ出すと、退却が敗走に変わった。

　第一から第四軍団への抵抗も霧む散さんした。

　今や連合軍兵士は、ただただ逃げようとするばかりだ。

　大部隊同士の激げき突とつでは、この瞬しゆん間かんがいちばん脆もろい。

　兵の犠ぎ牲せいが多くなるのは、大部隊同士が激突し、斬り合い、叩たたき合いを繰くり広げているときではなく、どちらかが敗走していくときなのだ。その場合、戦せん闘とうというより一方的な殺さつ戮りくになることが多いが、今回も同様だった。

　後ろも見ずに走る都市連合軍兵士に騎兵が襲おそいかかる。

　人の足と馬の足では勝負にならない。

　追いつかれた兵は、たちまち騎兵の餌え食じきとなった。

　逃げ遅れた小部隊は次々に帝国歩兵の集団に吞み込まれ、戦場の露つゆと消えた。

　なお悪いことに、敗走していく連合軍の行く手を遮さえぎるように、迂う回かい機動していた第五軍団が現れた。行く手を遮られた連合軍部隊はちりぢりばらばらになって落ち延びようとしたが、逃げられた兵は数えるほどだった。

　平原都市国家連合軍二万のうち、無事に自分の街まで帰り着けた者は三千と少し。じつに損耗率八割五分に達する甚じん大だいな被害を出したことになる。

　一方のビルダバルダス軍の犠牲は、負傷者が一千ほどで、死者に至っては三百と少しにとどまった。

　結局、都市国家連合軍の別働隊五千は戦闘に間に合わなかった。

　都市国家連合軍から見れば希まれに見る大敗北を喫きつしたことになるし、ビルダバルダス軍から見れば大勝利を得たことになる。

　ビルダバルダス上将軍は戦いくさの流れを読むのが上う手まかった。

　彼はいちばん手前にある都市国家連合軍の街まで急行すると、そのまま三万で包囲し、降こう伏ふく勧かん告こくの使者を送った。僅わずかな守備部隊を残すだけの街に、三万の軍勢を撥はね返そうという気力は残っていなかった。

　負けたのが自分たちの街だけというなら他ほかの街からの後ご詰づめが期待できる。一日か二日、なんとか保もち堪こたえればいいだけだ。だが、他の街も大きな犠牲を出している。とてもではないが援えん軍ぐんを送って寄よ越こす余よ裕ゆうはない。というより、援軍を構成するだけの兵士がもはやどこにもいなかった。

　別働隊の五千は無傷だったが、彼らには知りようがない。

　敵（ビルダバルダス軍団）は攻城兵器を持っていないが、三万の軍勢に強きよう襲しゆうされたら、少ない守備兵ではとても保ち堪えられない。抵抗して陥おとされれば被害は甚大な物になる。街の首脳は揃そろって処しよ刑けいされるかもしれない。住民の多くは奴ど隷れいとして徴ちよう発はつされるかもしれない。それを思うと、あくまで抵抗するという選せん択たく肢しを首脳たちは選べなかった。

　ビルダバルダス軍と数度のやり取りを行った後、街は降伏開城の意志を示した。

　降伏を認めたビルダバルダスの処置は、意外なほど寛かん大だいだった。

　賠ばい償しよう金と兵ひよう糧ろうの供出、そしてビルダバルダスが送り込む占せん領りよう官を受け容いれること。それを条件に都市国家首脳の捕ほ縛ばくは行われなかった。

　入城してきたビルダバルダス軍による略りやく奪だつもなかった。ビルダバルダスが兵たちの人心を掌しよう握あくしている証左だろう。

　ビルダバルダスは戦場で有能なだけではなく、戦せん闘とう終しゆう了りよう後ごの敵地でも有能だった。だからこそ、彼はロムニア王国随ずい一いちの勇将たり得たし、ロムニエゥス王の信を勝ち得たのだ。

　彼の有能さは、ロムニア王国がロムニア帝てい国こくへと変わっても些いささかも変わらない。帝国にとってもビルダバルダス本人にとっても不幸だったのは、彼を御ぎよすることのできた唯ゆい一いつの人物、ロムニエゥス一世がいなくなってしまったことだろう。

　それはともかく、ビルダバルダスはその有能さを遺い憾かんなく発揮していた。

　陥とした街に三千の兵と共に占領官を残すと、彼は直ちに二万七千を率いて、次の街へ向かっていった。

　別働隊の五千が戻ってくる頃ころには、すでにビルダバルダスはカルパーニャ平原の西方寄りにある都市国家を五つ、支配下に置いてしまっていた。

　帰る場所がなくなった別働隊の五千は、とうとう一戦もしないまま降伏し、武装解除に応じるしかなかった。

　上将軍は別働隊を始め各街に残っていた守備部隊を解散させると、新たに徴発した兵士と共に自分の軍団に組み入れた。それでビルダバルダス軍の兵力は三万八千にまで増えたのだった。




　占領した街の中でもっとも規模の大きなゲヘルに本営をおいたビルダバルダスは、腹心の部下を引き連れて城じよう壁へき上に立った。

（補給の不安は解消した。兵が寝ね泊とまりする場所も確保できた）

　ビルダバルダスは東方に広がる平原を見み渡わたし、思った。

（これでさらに東へと進んでいける。ロムニア帝国の版図をさらに広げられる）

　しかし、この勝利が東方の強国ブルシャ帝国の危機感を大いに高めることになるとは、さすがのビルダバルダスにも想像できなかった。
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　こちらは第三皇子ミラニエゥスが州長官を務めているロンディウム州──。




　帝国領域の中でも北ほく端たんに位置するここも、サイファカールが赴ふ任にんした東辺境州と同様、帝国の果てとも言える僻へき地ちだった。東辺境州と違ちがうのは、騎き馬ば民族のような直接的な脅きよう威いが存在していないことぐらいで、ロムニエゥス一世によるミラニエゥスの処しよ遇ぐうに関して、追放同然とか島流しなどという口さがない噂うわさが流れるのも当然だった。

　サイファカールが奇き矯きようで虚うつけ者の皇子だとすれば、ミラニエゥスは風ふう雅がで惰だ弱じやくな皇子という専もつぱらの評価である。

　ふつうなら皇太子の競争相手にはなり得ない存在だが、ミラニエゥスの場合は、母親の実家が名家だったことが彼の立場に影えい響きようを及およぼした。

　正せい妃ひである皇太子の母親の実家より、ミラニエゥスの母親の実家のほうが格上なのだ。そこでロムニエゥス一世は、皇后の実家に遠えん慮りよして、ミラニエゥスを帝都から遠く離はなれたロンディウム州へ配置したのだ……という話が、以前から帝都雀すずめのあいだでまことしやかに交かわされていた。

　もっとも、文弱の徒であるミラニエゥスを皇こう帝ていが見限っただけだという者もいて、実態はわからないままだった。

　皇帝が死んでしまった今となっては真実を知る者もいない。

　いずれにせよ、ミラニエゥス皇子の後ろ盾だてとなっている人々の中には、ロンディウム州長官は不当な役職だと不満に思う者が多かったのは事実。彼らの目には、皇帝が薨こう去きよした今が絶好の機会だと映ったことだろう。

　第三皇子ミラニエゥスがその血筋に相応ふさわしい地位を取り戻しさえすれば、皇子を支える自分たちの富ふう貴きも約束される。だから彼らは寄って集たかってミラニエゥスを担かつぎ出した。

　ミラニエゥスは言われるままに御み輿こしに乗った。

　もとより彼自身には自分が帝国の後こう継けい者しやになろうという意志など微み塵じんもなかったのだが、周囲に言われてその気になった。

　帝都を遠く離れた荒こう涼りようたる寒地に嫌いや気けがさしていたことも大いに影響したのに違いない。温暖で豊かで文化水準の高い帝都を懐なつかしんだミラニエゥスには、大した展望もなければ積極的な意志もなく、彼はただ帰郷を望んだだけだった。

　しかし。

　母親の実家が名家なだけあって、第三皇子の配下には優ゆう秀しゆうな人物が揃っていた。

　彼らは御輿に乗せたミラニエゥスの血統と名前を最大限に利用して兵と金を集めつつ、直ちに南下を開始した。

　この予想外に素す早ばやい動きが周囲の勢力に微び妙みような影響を与あたえることになる。

　具体的には、ロキシーヌへの対応に迷っていたリエンツェ州のレムリガス将軍の決断や、皇太子や宰さい相しようの対応に少なからず影響したのだった。
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　こうして、舞ぶ台たいの中央には綺き羅ら星ぼしの如ごとき群ぐん雄ゆうが並び立った。

　その彼らが動きだしたということは、帝国が分ぶん裂れつを始めたということでもある。

　瓦が解かいの兆きざし、分裂の始まりは、今や帝国臣民の目にもはっきりと映っていた。
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　ここはロクサスの街の皇おう子じ宮きゆうにある評ひよう定じようの間ま──。




　そこに集結しているのは、本来の主あるじとその家臣たちではなかった。

　アンブロウ州の州都であるロクサスの街の主はサイファカールの兄である第四皇子ロキシーヌ。しかし、いま彼は「君くん側そくの奸かんを除くため」決起して、アンブロウ州の兵を率いて王都へ向かって進軍しているところだ。

　ロキシーヌが言う「君側の奸」とは宰相カルガリのことだが、第四皇子が最終的に狙ねらっているのは言うまでもなく「打だ倒とう皇太子」であり、皇太子を倒たおして自らがロムニア帝国の第二代皇帝に即つくことである。

　それは誰だれでも知っている。が、その誰でも知っていることを敢あえて言わずに「君側の奸を除く」と言ったことをサイファカールはロキシーヌに似合わぬ思し慮りよ深ぶかさだと警けい戒かいした。単純明快で裏表がなく直情径行な第四皇子らしくなかったのだ。

（誰かが入れ知ぢ恵えをつけたかな）

　サイファカールはそう推測したが、事の当否はわからない。

　ただ「君側の奸を除く」と言っている以上、第四皇子は直ちに反逆者とは見み倣なされない。彼の腹の内がどうであれ、簒さん奪だつ者として指し弾だんされることはない。そこがサイファカールの想定とは少しばかり違っていた。

　サイファカールとしては、声こわ高だかに「打倒皇太子」を叫さけんだロキシーヌが、反逆者として周囲から袋ふくろ叩だたきにされて滅ほろぶ……という展開を予想していたのだが。

　当初、サイファカールは、ロキシーヌの留守に乗じてロクサスを奪うばってしまえば、それでほぼアンブロウ州を手に入れたようなものだと思い描えがいていた。だが、事はそう単純には運ばなかった。

（何事も想定どおりにはいかない、予定どおりには進まないということだね。この事態に即そくして、こちらも少し戦術を練り直さないといけない。この街に対する施し政せい方針も示しておかないとならないしね）

　ということで、状じよう況きようを確かく認にんし、今後の方針を策定するために、サイファカールは自分の重臣たちを集めたのだった。




　状況の確認と今後の方針。それを配下の者たちと共有することは大事なことだとサイファカールは考えている。

　すべてを自分の胸にしまい、必要な指示だけを出す。そんなやり方を好む者もいるが、サイファカールは自分の構想をある程度まで家臣に知っておいてもらいたかった。だからこうして主立った者を集めて会議を行っているのである。




　出席している者を見渡してみよう。

　サイファカールが王都から連れてきた直じき臣しん組のフレイヤ、リ・イン、ネムネモ、ステラステラ、シュラトゥ。

　途と中ちゆうで家臣に加えたグラゥクス。

　アル＝アラ組からは、ザネッティ、リリィエンテルリオナーシュブラフィシュカ（略りやく称しようリリィ）、ヨーコ、シュメイル、レフラフティが顔を揃そろえている。

　レフラフティはギ・ジュカやセイヤと共にアル＝アラに残っていたのだが、東方の高原地帯に勢力を張っている騎馬民族の一部が帝てい国こく領内へ侵しん入にゆうしようとする動きを見せたので、それを報しらせるためにサイファカールの下もとへと急行してきたところだ。

　元々が水軍に属する海の男であるレフラフティは乗馬が苦手だった。しかし、アル＝アラに残っている幹部の中で急使として走るとすれば「おまえ以外にいない」と同じ留守番組のセイヤに尻しりを叩たたかれ、馬車を飛ばしに飛ばしてロクサスへ駆かけ込んできたのである。

　会議の出席者ではないが、このほかにも、控ひかえ室には王都からサイファカールが連れてきた侍じ女じよ（と侍女的な者）のソフィとゼフィが待機していて、お呼びがかかればいつでもお茶と茶ちや菓が子しなどを用意できるように準備をしていた。
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「さて、僕たちがやるべきことの優先順位を確認しておこう」

　サイファカールは居並ぶ臣下に向かってそう言った。

「限られた人員と兵力では、何からどういう順番でこなしていくかは、とても大事なことだからね」

「で、サイファカール様は、まずどこから手をつけようと仰おつしやるんです？」

　と訊きいたのは、元東辺境州の州長官で、サイファカール着任以降は副長官の座に納まっているザネッティである。

　彼の背後では小さな方ほう卓たくを置いた秘書官が議事録を取っていた。ロクサスを占せん領りようした後、サイファカールはアル＝アラにいた官かん僚りようたちを何人も呼び寄せていた。そのときにザネッティも自分の秘書官を呼んでいたのだ。

　三十代後半から四十前後に見えるザネッティは、文官らしく地味な色合いの筒つつ袴ばかまに筒つつ袖そでの衣服に身を包んでいる。あまり目立ったところがない中年の男という印象だが、その本質は見た目と違ちがって油断のならない人物というのがサイファカールの評価だった。何しろ長官時代に、州予算の四し半はんにも匹ひつ敵てきしようかという大金をちょろまかして自分の懐ふところに入れていたのだ。しかも帝都からの査察官に気づかれることなく。

　サイファカールが大いに評価するのは、そうしてちょろまかしていた大金を浪ろう費ひするのではなく、馘くびになったときに備えて金きんに替かえていたり、何人かの両りよう替がえ商しように預けていたり、各地の荘しよう園えんや商業組合に投資していたという彼の用心深さと堅けん実じつさだ。そこが気に入ったサイファカールは、ザネッティにアル＝アラの財務を任せようと思ったのだった。

　もちろん収入を誤ご魔ま化かされないように気をつけなくてはならないが、気の小さなザネッティには、皇族の目の前で不正を働くほどの気き概がいはないだろうとサイファカールは読み切っている。




　それはさておき。

　サイファカールはザネッティの質問に、そうだね、と小首を傾かしげた。

「まずはロキシーヌへの対応と騎き馬ば民族への対応。その二つが喫きつ緊きんの課題かな。もう一つ忘れてはいけないのが、この街の住民への施政だね」

「施政、ですか」

　ザネッティは少し不思議そうな顔をした。

「今までどおり、では不ま味ずいんですか？」

「不味くはないけど、せっかく為い政せい者しやが代わったんだから、それを住民に印象づけておくのも大事かなと思って」

「具体的には、何をどうするおつもりなんです？」

「そうだね。まず住民の租そ税ぜいを向こう一年間免めん除じよしておこうか」

「ええぇ!?」

　ザネッティが目を剝むいた。

「ついでに通行税とか売上税なんかも減げん免めんしておこう」

「い、いやサイファカール様、そんなことをしたら、街の財政は大赤字になってしまうと思うんですが」

「いいんだよ、少しくらい赤字になっても」

「……少しで済みますかね」

　ザネッティはあくまで疑わしそうな顔だが、サイファカールが、

「他ほかの街の住民に対する喧けん伝でんにもなるし」

　と言うと、あぁなるほど、と小さく唸うなった。

「たしかにそれは期待できるかもしれません。ですが……」

「だいいち僕が帝国を再統一したら、ここの赤字なんかすぐに埋うめられるよ。要は高値で仕入れても、それ以上の値段で売ればいいんだから。ほら、商人たちは『損して得取れ』と言うじゃないか」

「まぁ……サイファカール様の仰るとおりかもしれませんが」

　と言いつつも、ザネッティはまだ不満そうな顔だった。

（せっかく街の支配者になったんだ。取れるときに取っておいたほうがいいのに）

　というのがザネッティの感想だ。

（損して得取れなんていうやり方は俺の趣しゆ味みじゃねえな。損したまま取り戻せない可能性だってあるんだから。でも、ま、サイファカール様がそれでいいって言うなら、俺がどうこう言うことでもないか）

　と割り切った彼は、

「承知しました」

　と頭を下げた。

　ここまで、他の幹部はみな知らん顔で二人のやりとりを聞いているだけだった。

　街への施政方針の決定や街の運営などに関しては、フレイヤやグラゥクス、リリィやヨーコ、シュメイルなどは門外漢だし、官かん吏りであるシュラトゥも、運営方針に口出しできる立場ではないと自覚しているから何も言わないし訊かない。食客であるリ・インやネムネモなどは言わずもがなだ。

　ステラステラだけが興味深そうに聞いていたが、彼女も教育官だから、知識はあっても具体的な治世に関しては門外漢。だから何も言わなかった。

「ということで、その辺の通達はザネッティに任せるよ。街の代表者を呼んで、告げてやって」

（税金減免の告知を俺がするのか。嬉うれしくねえなぁ）

「なるべくもったいぶって伝えてね」

「あの……はい、努力はします、が」

「告知の内容はステラステラに考えてもらおうか」

　いきなり名を呼ばれ、ステラステラが背筋を伸のばす。

「はい、承知いたしました」

「僕の好意や配はい慮りよを強調しておいてね？」

　サイファカールが爽さわやかに笑いながらそう言うと、リリィやシュメイルなどが、うっ、と小さく仰のけ反ぞった。

「それも承知いたしました」

　ステラステラが真ま面じ目めくさった顔で応こたえる。

　このサイファカールの「好意や配慮」が後にちょっとした波乱を引き起こすことになるのだが、当のサイファカールでさえ、そんなことは夢想だにしていなかった。

「では、先へ進もう。ロキシーヌ対策と騎馬民族対策のほうだ」

　サイファカールが一同を見回すと、皆みなは表情を引き締しめた。
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　ロキシーヌ対策に騎馬民族対策ともなれば、フレイヤやグラゥクス、リリィやヨーコ、シュメイルの専門分野だが、彼らにもサイファカールがどういう対策を練っているのかがわかっていなかった。




　こちらの兵力は一個軍団五千のみ。対するロキシーヌは、おそらく三万程度の兵を伴ともなっているはず。帝国への侵入を狙ねらっている騎馬民族も、三、四万ほどはいるらしい。それら両方への対応を五千だけでどうすればいいのか。軍事に関しては門外漢のザネッティには、そこがさっぱりわからない。そして専門家である面々も同様だった。

　サイファカールの教育官であるステラステラにも、皇子が何を考え何を狙っているのか読めなかった。

（ふつうなら、まず片方に当たり、そちらを解決したらもう一方に当たる……のでしょうけれど、それで間に合うとは思えません。サイファカール様、いったいどうするおつもりなのかしら）

　と思いつつステラステラはサイファカールを見つめるが、それほど心配はしていない。サイファカールなら何か上う手まい手立てを考えているに違いないと思っているからだ。信しん頼らいしていると言い換かえてもいい。

　フレイヤやリ・イン、ネムネモなど、ステラステラと一いつ緒しよに王都からサイファカールに付いてきた直臣組は、首を捻ひねってはいるものの、不安そうな顔はしていない。

　一方、アル＝アラ組の幹部たちは、首を捻るのは同様だが、心配そうな、あるいは不安そうな表情になっていた。

「喫緊の課題というのはまさにそのとおりだと思いますが、では、それをどうやって解決するのです？」

　皆みなを代表してザネッティがそう訊くと、何人かが小さく頷うなずいた。

「まず、騎馬民族のほうだけど」

　とサイファカールは涼すずしい顔で応える。

「そちらはペリージア軍団に任せるしかない。僕たちとアル＝アラ軍団がここを動けない以上、そうするしかないわけだから」

　いまアル＝アラには、サイファカールに乞こわれたペリージア州長官のドゥールドォール将軍が二個軍団を率いて入城しているから、将軍に任せてしまおうというわけだ。

「それで……大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　と言うザネッティの顔に浮うかんだ不安の色は、ますます濃こくなった。

　彼ほど不安に思ってはいないのだろうが、リリィやシュメイルなども、不思議そうな、あるいは不ふ審しんそうな色をあからさまに顔に浮かべてサイファカールを見ていた。

　今度はアル＝アラ軍団長のリリィが口を開いた。

「騎馬民族の侵しん入にゆうを阻そ止しするために将軍は討うって出るかも、というのがサイファカール様の読みじゃったですな？　そして二個軍団では阻止できないだろうというのがサイファカール様の読みじゃったですな？　であれば、それでは全然まったく大丈夫ではないのではありますまいか」

「とりあえず討って出る。しかも統制の取れた一万の軍勢で。それが重要なんだ」

「皇子」

　とリ・インが声を上げた。

「何かな、リ・イン？」

「頼たのむから頭の悪い我にもわかるようニ、もっと丁てい寧ねいに嚙かみ砕くだいて易やさしく説明してくれないかナ？」

　すると、グラゥクスがその巨きよ体たいに相応ふさわしい大きな声で賛同の意を表した。

「おお、同意だな」

　あからさまなリ・インやグラゥクスの言動に、ステラステラやリリィが苦く笑しようする。が、サイファカールの真意がわからないのは彼女たちも同様なので、二人もすぐに笑えみを納め、真しん剣けんな顔をサイファカールに向けた。

「えぇと」

　サイファカールはどう説明しようかと少し考えていたが、やがて顔を上げた。

「つまり、帝てい国こく領内に侵入しようとしている三万、四万の騎馬民族はどういう性格を持っているのかということだけど。あ、いや、機能と言ったほうがいいのかな」

「やっぱりさっぱりわからないネ！」

　リ・インがもどかしそうに身を捩よじると、サイファカールが、

「待って待って。最後まで聞いて、リ・イン」

　と彼女を抑おさえた。

「わかったヨ。最後まで聞くネ」

（サイファカール様ご自身の食客とはいえ、皇族に対する態度ではないの、あの東方娘むすめ。皇子のほうもそれを咎とがめようとはせんし。そういう関係は……なかなか面おも白しろいわ）

　と思うリリィである。

「僕が言いたいのは」

　とサイファカールは居並ぶ家臣たちの顔を見回した。

「三万、四万という騎馬民族の軍勢は、たぶん先兵、先さき駆がけじゃないかと思うんだ。言い方を変えれば偵てい察さつ部隊」

「偵察部隊が三万なんですか!?」

　とザネッティは驚おどろきを隠かくさないが、リリィは、ふぅむなるほど、と頷いた。

「たしかに蛮ばん族ぞくどもは二十万以上もいるというから、偵察部隊が三万でもおかしくはないという計算は成り立ちますがの。ということは、後方に本隊が控ひかえていると仰おつしやるかや」
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「おそらく十万くらいはいるのじゃないかな」

　評定の間にざわめきが起きる。

「そ、それは……ますます駄だ目めなんじゃありませんか!?」

　と言うザネッティなど、顔色が蒼そう白はくになっている。

「いや。後方にいるのが十万でも十五万でも、この場合、あまり変わらないんだ」

　リ・インが何か言いたそうに口を開こうとするのを見たサイファカールは、慌あわてて彼女を遮さえぎった。

「はい、最後まで聞いてね、リ・イン」

　機先を制されたリ・インは不服そうに頰ほおを膨ふくらませたが、文句を言うのは思い留とどまったようだ。

「僕がどうして大きな問題じゃないと考えるかというと、偵察部隊は、あくまでこちらの、こちらのというのは帝国側ということだけど、こちらの出方を探さぐろうとしているだけだと想像するからさ」

「あ、そういうことですか」

　とステラステラが言ったので、全員が一いつ斉せいに顔を振ふり向けた。皆の視線が自分に集中したので、ステラステラは居い心ごこ地ち悪そうに身み動じろぎをする。

「僕のいいたいことがわかったかな、ステラ？」

「はい、サイファカール様」

　と頷いた彼女は、要するに、と言葉を継ついだ。

「騎き馬ば民族は疑っているのですね。皇こう帝てい陛下の死を。陛下死去の報が自分たちを誘おびき出すための罠わなではないのか、と」

「正解」

　サイファカールは、ステラステラに向かって、ぐっ、と親指を立ててみせた。

　そんな仕草が帝国の皇子らしくないと思うリリィだが、よく考えれば父であるロムニエゥス一世も、ついこのあいだまでは小国の王に過ぎなかったのだ。それを思えばサイファカールが皇帝の子息らしい優ゆう雅がさや気品に多少欠けていても、べつに不思議ではない。

（だいいち、皇帝陛下自身が優雅さや気品とは無む縁えんの、いっそ無ぶ骨こつな猛もう将しようだったのじゃからの。もっとも皇太子殿でん下かは優雅さや気品を備えたお方のようじゃが）

　そんな優等生よりは、少しくらい粗そ野やで豪ごう快かいでざっくばらんなほうが仕えていて楽しいと思うリリィである。

「騎馬民族は陛下に痛い目に遭あわされているからね。急死したと聞いても、そう簡単には信じられないと思うよ。しかも、暗殺とか病死ではなく、事故死だなんてね。それこそ、自分たちを誘き寄せて叩たたこうという謀ぼう略りやくではないのか？　と考えても不思議じゃない」

　ザネッティが、なるほど、と手を打った。

「それで偵察部隊を送って帝国側がどんな対応をするか確かく認にんして、陛下死去の報の真しん偽ぎを推おし量ろうと？」

「そうそう、三万、四万という中ちゆう途と半はん端ぱな部隊は、そういう意味だと思うんだ」

　と大きく頷いてからサイファカールは、だから、と言葉を継いだ。

「こちらも強く出るんだ。少なくとも、陛下が生きていようといまいと、侵しん略りやく者に対して迎げい撃げき戦を行えるくらいの用意は帝国にある……と、そう思わせる必要があるからね」

「なるほどのう。それでドゥールドォール将軍の出番というわけですかや」

「そうなんだ。僕たちには一個軍団しかいないから、それで迎撃するには不安が大きい。仮に出ていったところで一個軍団では相手に侮あなどられる。見くびられる。それだと、後方にいる本隊が押し寄せてくるかもしれない。でも、アル＝アラ軍団ではない二個軍団が迎むかえ撃うてば？」

「なるほど。先ほどからなるほどとしか言っておらんような気もするのじゃが……蛮族どもは現れた部隊を見てアル＝アラ軍団ではないことに気づく。すると、後方にはまだ別の部隊が控えていると思うわけですじゃな」

「そのとおり」

　サイファカールはリリィに向かって鷹おう揚ように頷いた。

「後方にはアル＝アラ軍団が控えていることを知る。そして、ペリージア州から二個軍団が援えん軍ぐんとして来ているのなら、他州からも増ぞう援えんが来ているかもしれないと考えるだろう。少なくとも帝国側は三万や四万を自分たちの備えに充あてている、と」

　そこで言葉を切ったサイファカールは、にっこりと微ほほ笑えんだ。

「もしかすると、もっと多くの部隊をどこかに隠しているかもしれないと、そんな疑心に駆かられる。そうなれば、後方の本隊も迂う闊かつに侵しん攻こうしてこられないよね」

　ステラステラを除く誰だれもが、サイファカールの読みの深さに驚きよう愕がくし、感かん嘆たんした。

　ステラステラは、サイファカール様なら、このくらいの読みは当然ですと、一人納なつ得とくの顔だった。

「ただし」

　サイファカールは笑みを消し、難しい顔になった。

「ただ援軍がいるだけじゃ駄目なんだ。侵攻してきた敵に立ち向かうだけの気き概がいを見せないと敵に侮られる。兵はいても、ただ街に籠こもっているだけだと思われれば、陛下の死によって帝国が混乱しているのではないか、と疑われる。つけ込まれる隙すきは与あたえたくない。だからアル＝アラの防衛部隊は騎馬民族の先兵に対して積極的な防衛戦をする必要がある。陛下の死が本当だったとしても、帝国は混乱していない。帝国領外の異民族の侵しん入にゆうには、いつもどおり備えている。そう思わせたい。そう思わせれば、騎馬民族はそう簡単に帝国領に侵入してこない。彼らは以前、陛下に痛い目に遭っているんだからね」

　そこここから驚きの声や感嘆の声が漏もれ聞こえてきた。

「だからドゥールドォール将軍なのですか」

　と言ったのはシュメイルだ。

「そう。彼なら侵入者が三万、四万いても、アル＝アラを守るために蛮族どもの前に立ち塞ふさがってくれるはず。彼は義ぎ理り堅がたいからね。僕から預かったアル＝アラを守るためなら、多少の危険は厭いとわない。そして、彼は部隊指揮官としてはそれなりに優ゆう秀しゆうだ。惨ざん敗ぱいを喫きつして敗走なんていう無様な真ま似ねはしないと思うしね。そして」

　サイファカールは茶目っ気たっぷりに片目を瞑つぶってみせた。

「アル＝アラ軍団を消しよう耗もうさせることなく騎馬民族の侵入を食い止められるわけだ」

　何人もの幹部からため息が漏れたが、ステラステラからは疑問の声が上がった。

「ですがサイファカール様、ドゥールドォール将軍が優秀な指揮官だったとしても、二個軍団だけで蛮族どもを押し返せますか？」

　サイファカールはあっさりと否定した。

「さっきも言ったけど、難しいだろうね」

「あ……はい、そうなのです、か」

　ステラステラは目を瞬しばたたかせ。

　他ほかの幹部たちは、えっ？　とばかりに仰のけ反ぞっていた。

「地の利はあるから負けることはなくても、勝つのは難しい。いや、最悪、侵入者を支えきれなくなる虞おそれもある」

「だだだ、それは駄目じゃないですか!?」

　先ほどまで感心の顔をしていたザネッティは、今や青い顔で半分腰こしを浮うかせている。

「それでいいんだ。ドゥールドォール将軍は苦戦する。あるいは危ない目に遭う。そんな彼の窮きゆう地ちを救ってあげれば、彼が僕たちに多大な恩義を感じるだろう？」

「……は？　救う？」

　ザネッティは身動きを止め、阿あ呆ほうのように口を開け目を見開き、サイファカールを見つめるのだった。

「ど……どうやって？」

　ようやくその一言を彼が絞しぼり出すと、サイファカールは問いには答えず、逆に訊きき返してきた。

「ザネッティ、君はペリージア州の副長官や軍団長を見知っている？」

「え？　いやまぁ、隣りん州しゆうの幹部のことですから知ってはいますけども」

「リリィは？」

「軍団長どもならよく知っておりますよ」

「では、二人にペリージア州の首都まで走ってもらおうか」

「……あ!?」

「……まさか！」

　二人ともサイファカールの狙ねらいを看破したらしい。

「援軍として呼んだドゥールドォール将軍の部隊を助けるために、さらにペリージア州の残りの軍団を引っ張り出そうと仰るかや!?」

「ご明察だね、リリィ」

「いやはやなんとも呆あきれ果ててものが言えないですじゃな。蛮ばん族ぞくへの備えとしてドゥールドォール将軍を引っ張り出しただけでなく、その将軍の援軍に、さらに将軍麾き下かの部隊を引っ張り出そうとは」

　リリィは力なく首を左右に振った。

「その間、アル＝アラ軍団は、こうしてロクサスを押さえておけるわけさ」

（黒い）

（意外なほど黒い）

（思ったよりも黒い）

（むしろ悪あく辣らつな）

　アル＝アラ側の幹部たちは顔を寄せ、ひそひそと囁ささやきを交かわした。

　一方、帝てい都とから付いてきたサイファカールの直臣たち──フレイヤ、ステラステラ、リ・イン、ネムネモ、シュラトゥ──は、肩かたをすくめ身を縮め、恥はじ入るような顔で視線を逸そらせていた。

「元州長官で今は副長官のザネッティと軍団長のリリィが駆け込めば、留守居役も、ドゥールドォール将軍に危機が迫せまっていることを実感してくれるだろう」

　ザネッティは、はぁ、とため息を吐ついた。

「そんな役目、俺……自分にできるかなぁ」

　するとリリィが、くっくっくっと笑った。

「案ずることはないぞ、ザネッティ様よ。ぬしは小さな危機をことさら大げさに言い立てるのが得意な男じゃからのう。演技をするまでもない。ぬしが泣きそうな顔で、ドゥールドォール将軍率いる部隊が騎馬民族に囲まれて孤こ立りつしてますぅ、このままでは全ぜん滅めつしてしまいますぅ、と訴うつたえれば、連中、直ちに部隊を動かすじゃろうよ」

「得意じゃねえわ、そんなこと！」

　ザネッティは気け色しきばんでツッコんだが。

「期待しているよ、ザネッティ」

　とサイファカールに言われ、ガックリと肩を落とした。

「どういう評価を受けてるんだ、俺は……」

「ということで、二人には急いで準備をしてもらいたい。使節団の支し度たくはリリィに任せて、ザネッティ、君は住民の代表者に租そ税ぜい免めん除じよや諸税減げん免めんの通達を急いでね」

「承知ですじゃ」

「承知いたしました」

「二人の役目は、ペリージア州の州都ペリシャーブラまで出向いて、現地に駐ちゆう留りゆうしている軍団をドゥールドォール将軍の援軍として引っ張り出すことだ。将軍は騎馬民族の侵入を阻そ止ししようと討うって出たが、敵は十万の大軍で、このままいくと将軍の部隊は敵に包囲されてしまうと言えば、留守番部隊は嫌いやでも動かざるを得ないだろう」

「じゅ、十万ですか!?」

　とザネッティは驚おどろくが。

「三、四万の先行部隊の後方には、そのくらいの本隊が控ひかえているはずだから、べつに噓うそを吐ついて相手を騙だますわけじゃない。安心して泣きついてくれていい、ザネッティ」

「だから。俺の評価はいったい……」

　なおもぶつぶつと口の中で文句を言うザネッティを無視し、リリィはサイファカールに向かって頭を下げた。

「お役目、承知ですじゃ」

「兵は百名くらいしか付けられないけど、いい？」

「そうですじゃな……いや、二十名でけっこうですじゃよ」

「それだけでいいの？」

「この場合、速度が最優先ですからの」

「そうだね。援軍がアル＝アラに到とう着ちやくする前に将軍の部隊と騎き馬ば民族の先兵が衝しよう突とつしてしまっては具合が悪い」

「ならば二十名で。兵が増えれば、それだけかかる時間も増えますでな。換かえの馬を用意して夜通し走れば……二日くらいで行けますじゃろう」

「おい、ちょっと待ってくれ、リリィ。俺、夜通し馬で走るとか無理なんだけど」

「情けないことを言いおって」

　リリィに蔑さげすみの目を向けられ、ザネッティはむきになって言い返す。

「俺は文官なんだぞ。元州長官なんだぞ。移動はいつも馬車だったんだ。馬にだって乗れないことはないが、それほど得意ってわけじゃない。しかも夜通し走るって、下へ手たすりゃ死んじまうわ」

「仕方がないのう。じゃったら、ぬしが落馬したら、儂わしの馬で運んでやるわ」

「落馬する前に乗せろよ」

「乗せるというか、紐ひもで足首を縛しばって引きずっていってやるから安心するがいいわ」

「それのどこに安心できる要素がある！　むしろ、そっちのほうが確実に死ぬわ！」

「じゃったら」

　リリィが険しい目つきで睨にらみつけてきた。見た目は可か愛わいい少女なのに、そういう目つきになると、さすが軍団長という迫はく力りよくが感じられる。

「死ぬ気で走ったらどうじゃ？」

「うっっ」

　リリィの迫力に押されるように、ザネッティは思わず頭を引いた。

「サイファカール様の策を実現できなければ儂らは死んだも同然なのじゃ。儂らの、いや、自分の未来のために命を懸かけてみたらどうじゃ、副長官様よ」

　ザネッティは大きなため息を二度、三度と吐ついた。

「……仕方ねえな。死ぬ気で走るわ」

　リリィはにやりと笑い、サイファカールに向き直った。

「副長官様も死ぬ気でお務めを果たす気になったご様子。まぁ、そちらは儂とザネッティ様にお任せくだされ」

「うん、頼たのんだよ。ああ、それと」

「なんですじゃ？」

「言うまでもないことだけど、援えん軍ぐんの兵ひよう糧ろうもこちらで用立ててやってね」

　ザネッティが目を剝むいた。

「援軍の分もですか!?」

「兵糧は地元側が用立てるのが基本だからね」

「それはそうですが。しかし、四個軍団もの兵糧を用意するとなると並なみ大たい抵ていの量じゃありません。一ひと月つきも居座られたらアル＝アラの倉庫が空っぽになってしまいます！」

「そこまではかからないと思うけど。もし足りなくなるようなら、ザネッティ、君の個人的な才覚でなんとかしてね？」

　つまりサイファカールは、兵糧を買うお金が足りなくなったら、君がちょろまかした州のお金を投入してね、と言っているわけだ。

「い、いや、ですが、しかし……」

「僕も、君がせっかく苦労して貯ため込んだお金を無理やり没ぼつ収しゆうするなんてことはしたくないしね？」

「あぁあ、いえその……」

「元々は州の、というより帝てい国こくのお金なんだから、こういうときに使ってくれてもいいと思うんだよね？」

　がくり。

　ザネッティの肩が落ち、首が前に倒たおれた。

「州の予算で足りなければ、俺が……いえ、自分がなんとかしま……す」

「そうか。助かるよ」

　サイファカールは満面の笑えみで両手を広げた。

（この皇子、容よう赦しやないな。人使いも荒あらいし。逃にげたほうがいいかな）

　うなだれたまま、ザネッティはそんなことを考える。すると、その考えを読んだわけでもないだろうに、サイファカールはこんなことを言った。

「君の貢こう献けんには、後々、必ず酬むくいるつもりだから」

（ああ、くそ！　人使いが荒いだけじゃなく、人使いが上う手まいわ。若いに似合わぬ遣やり手だな。そんなこと言われると、この先に期待してしまうじゃないか）

　のろのろと顔を上げたザネッティは、なんとも弱々しい声で応こたえた。

「……それを励はげみに頑がん張ばりますわ」

「では次。シュメイルとヨーコ、君たちのどちらかに一千を率いてアル＝アラまで戻もどってもらいたい」

　瞬しゆん時じ、顔を見合わせた二人だが、すぐにシュメイルが訊いてきた。

「ドゥールドォール将軍の援軍に加わるのですね」

「いざとなったらそうしてもらうんだけど、それよりも。当面はアル＝アラの治安維い持じが目的だね」

　シュメイルとヨーコが、なるほど、と頷うなずいた。

「つまり、援軍としてやって来る二個軍団が、街で勝手なことをしないように見張る……ということですか」

（ああ、いいね。すべてを説明しなくても、こちらの狙いを汲くんでくれるのはありがたい。シュメイルもヨーコも典型的な部隊指揮官だと思ったけど、何も考えてないわけじゃないのは助かるな）

「そう。それと兵糧の搬はん入にゆうだ。相手にやらせると好き勝手に持ち出す虞おそれがある。こちらできちんと配分しないとね。余分に持ち出そうとする場合は、それを拒きよ絶ぜつするだけの兵力が必要になる」

（用心深いお人じゃな。というか、そこまで考えてくれる人が上に立っていると、儂らも助かるがの）

　軍団長のリリィとしては、余よ所その軍団と不必要に揉もめたくはないから、サイファカールの用よう意い周しゆう到とうさは諸もろ手てを挙げて歓かん迎げいしたいところだった。

「どちらがいいのかな？」

　とサイファカールはリリィを見やった。

「そうですじゃな。ペリージア州軍団の軍団長と仲良くやるには、やはりシュメイルですかのう」

　シュメイルは苦く笑しようし、ヨーコは素知らぬ顔であらぬ方向を見ている。

「ではシュメイル、君に一千を預ける。アル＝アラに戻って、街の治安維持とペリージア州軍団への兵糧提供に当たってもらいたい。仮に援軍が街に入ろうとしたら、体ていよく断ってほしい。援軍を入れなければ……ドゥールドォール将軍直率の二個軍団は街を出ているはずだから、将軍に預けたアル＝アラは、僕たちが取り戻したことになる」

　全員が、うっと唸うなって頭を引いた。

「どうせ援軍はすぐに将軍の下もとへと出立するんだから、郊こう外がいに陣じんを敷しいてもらえばいい。その代わり兵糧はこちらが提供するんだ、向こうにも文句はないはずだよ。ああ、兵糧の件は予あらかじめ説明しておいてね。すべてこちらが用意しますって」

　そう言って、サイファカールはリリィとザネッティを見やった。

「承知しておりますじゃよ」

「ええ、はい、なんとかします」

　二人が了りよう解かいの意を込こめて頭を下げると、サイファカールは改めて一同を見回した。
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「さて、では次の案件にいこうか……と思ったけど、会議はまだかかりそうだ。この辺で一息入れようか。フレイヤ」

「はい、皇子様」

　それまでおとなしく話を聞いていたフレイヤが、弾はじかれたように立ち上がった。

「ソフィに言って、みんなにお茶と茶ちや菓が子しを持ってこさせてくれるかな」

「直ちに」

　一礼したフレイヤは、自分の席を離はなれて室内を横切り、控えの間に通じる扉とびらを開けた。

「ソフィ」

「はい、フレイヤ様」

「あ……いや……」

　上体を倒して控え室を覗のぞき込んでいたフレイヤが困ったような顔で振ふり返った。

「サイファカール様」

「何かな、フレイヤ？」

「お茶とお菓子は省略して会議を進めませんか？」

「は？　どうして？　皆みんなも一服したいだろ？　僕も喉のどが渇かわいたしね」

「はぁ……さようであります……か」

　フレイヤはあきらめ顔で小さく首を振ると、もう一度、上体を前に倒して隣りん室しつに控えているソフィに声をかけた。

「ソフィ、皆みなにお茶と茶菓子を頼む」

「承知いたしました、フレイヤ様」

　というソフィの返事が控ひかえ室のほうから聞こえてきた。

「お声がかかるのを今か今かとお待ちしておりましたので、すぐにお持ちいたします」

「よろしく頼む」

　とソフィに告げて、フレイヤが自分の席に戻ってきた。

　静かに着席したフレイヤは、はぁ、とため息を吐ついて天てん井じようを仰あおぎ見る。

「どうしたネ、フレイヤ？　黄昏たそがれているようだナ」

　隣席に座っているリ・インがフレイヤの顔を覗き込む。

「いやまぁ……なんと言いますか……なんとも言えないと言いますか……」

　フレイヤは、またもや、はぁ、とため息を吐いて右手で額を押さえた。

　そんな彼女を、他ほかの面々が怪け訝げんそうな顔で見やっていると。

「皆様、お待たせいたしました」

　と潑はつ剌らつとした声が上がり、ソフィが評定の間へ入ってきた。

「お！」

　男子は皆みな、目を見開き。

「む！」

　女たちは皆、眉まゆを顰ひそめた。

　というのも、ソフィはロクサスを奪だつ取しゆするときに使った超ちよう短い裳も裾すその侍じ女じよ服を着ていたからだ。

　胸むな元もとが大きく開き、胸の谷間が丸見えで。

　太ふと腿もものほぼすべてが露ろ出しゆつしていて。

　ちょっと上体を反らせれば下帯が覗けそうな。

　そんな侍女服だ。

　むしろ裾すそ丈たけはさらに短くなっているような気さえする。

　一いつ瞬しゆん、驚おどろきの顔になったシュラトゥ、グラゥクス、ザネッティ、シュメイル、レフラフティらは、すぐに眉まゆ尻じりを下げ、喜色を露あらわにする。

（おい、おまえらのところの侍女はいい仕事をしやがるなぁ）

　ちらっとシュラトゥに視線を向けたザネッティの目は、確実にそう語っていた。

「まったく、男という生き物はどいつもこいつも」

　リリィが吐き捨てるようにそう言うと、ヨーコも重々しく頷いた。

「浅はか極きわまりないことだな」

　リ・インやフレイヤ、ネムネモも蔑さげすんだ眼まな差ざしで男たちを見やった。

　そして。

「サイファカール様」

　という、ひんやりとした声が上がる。

　ソフィの太腿に視線を据すえていたサイファカールは、慌あわてて視線を逸そらせ、声の主に顔を向ける。

「な、何かな、ステラ？」

「お鼻の下がずいぶんと長く伸のびていらっしゃいますよ」

「いや、そんなことはない……と思うんだけど」

「サイファカール様、遠えん慮りよなさらずガン見してくださっていいのですよ？　なんだったら裳裾を捲めくってみますか？」

　女性陣の視線が一いつ斉せいにサイファカールに向いて。

　その圧力に押されるようにサイファカールは頭を引き。

　右手を前に伸ばし、広げた掌てのひらをふるふると振り、首をぶるぶると左右に振った。

「そんなことはしないからね。それより早くお茶を！　皆にお茶を淹いれてくれないかな、ソフィ」

「はい、ただいま」

　にこやかに笑うと、ソフィは扉のほうへ向き直った。

「では、サイファカール様専属侍女軍団の皆さん、入ってきてください」

「は？　僕専属の？　侍女軍団？」

　サイファカールが首を傾かしげていると、控え室から四人の侍女が姿を現した。

　お茶の入った茶器と茶菓子を載のせた皿を盆ぼんに載せて、しずしずと入室してきた四人は、各人各様の奇き天て烈れつな衣い装しようを着ていた。

「如何いかがですか、サイファカール様。皆様のお目を楽しませようと、侍女服の意い匠しように工く夫ふうを施ほどこしてみました。左の娘こから西方世界神話ふう衣装、水軍服ふう衣装、中央世界ふう衣装、東方世界ふう衣装です」

　ソフィに紹しよう介かいされた四人の侍女は、各おの々おの、サイファカールに向かって恭うやうやしく低頭した。

　西方世界神話ふうと紹介された侍女の衣装は、白くて艶つややかな極ごく薄うすの生き地じで、胸覆おおいや下帯が透すけて見えていた。

　水軍服ふうと紹介された侍女の衣装は、なるほど、軍船に乗り込む水夫が着ている服に似ているが、超短い裳を穿はいているのが違ちがっている。

　中央世界ふうと紹介された侍女は、上半身は胸覆いだけで、下半身は薄い筒つつ袴ばかまを穿いているのだが、筒袴の股また上がみが超浅いのが目を引いた。腹部がほとんど隠かくれていない。ちょっと動けばずり落ちそうだ。そして神話ふう同様、いい感じに透けていた。

　東方世界ふうと紹介された四人目の侍女の衣装は、フレイヤやネムネモ、ステラステラには見覚えのある物だった。たまにリ・インが着ている裾が割れた長裳と同じ型である。違うのは、腰こしの左右が割れているだけではなく、腰の前後左右が割れているという凶きよう悪あくな意匠だったことだ。

「それのどこが侍女服なのっ!?」

　思わずツッコんでしまうサイファカールだが、たしかに目の保養にはなっているので、文句を言うつもりはない。

　サイファカールのツッコミにも動じず、ソフィは真ま面じ目めな顔で冷静に応こたえた。

「侍女服でございます。多少の工夫を凝こらしてはおりますが、あくまでも、どこまでも、徹てつ頭とう徹てつ尾び、侍女服でございます」

（（（素す晴ばらしい侍女服だ）））

　男性陣は内心で拍はく手しゆ喝かつ采さいを送り。

　一方の女性陣は、そんな男性陣に向かって咎とがめるような視線を向けていた。

「四人ともアル＝アラから連れてきた娘こですから身元は確かです。その中からとくに見み目め麗うるわしい者を選んでみました。新作侍女服、如何ですか、サイファカール様」

　とソフィが訊きく。

「いや、如何ですかと言われても。そうだね、まぁいいんじゃないかな」

　フレイヤやステラステラ、リ・インはジト目になってサイファカールを見やり。

　リリィは、けっっ、と吐き捨てた。

「はい、侍女軍団の皆さん、幹部の皆様にお茶とお茶菓子をお配りしてください」

　四人が茶器と皿を配っているあいだ、男性陣は舐なめるような視線を侍女軍団に這はわせ。

　女性陣は嫌けん悪お感かん丸出しの視線を、そんな男性陣に向けていた。

　配り終えた侍女四人を壁かべ際ぎわに整列させると、ソフィもその列に加わった。

　超短い裳裾姿のソフィがまともに見えるほど、四人の出いで立ちは異い彩さいを放っている。

「神話ふう侍女服を着ているのがピーニャ、水軍服ふうなのがレイナ、中央世界ふうなのがセリノ、東方世界ふうなのがシュシュです。四人とも剣けんや槍やり、弓を扱あつかえます。腕うではフレイヤ様に確かめていただきましたので間違いありません。これから戦せん陣じん侍じ女じよとしてびしびしと鍛きたえていこうと思います。はい、皆さん、サイファカール様にご挨あい拶さつ」

「「「「どうかよろしくお願いいたします、サイファカール様」」」」

　四人が一斉に低頭した。

　その衣装に目を奪うばわれているためか、サイファカールの返事はどこかおざなりだった。

「ああぁ、そう。まぁ……よろしくね」

「誰だれに手をつけてもかまいませんが、その際は、わたくしもお忘れなく」

「いやいや、手なんかつけないからね!?」

「そうですか？　四人ともサイファカール様の子こ胤だねを戴いただく気満々で奉ほう公こうに上がっているのでございますから、わたくし共々、期待に添そう方向でたっぷり注ぎ込んでいただけると、皆みなで幸せになれるのですが」

　フレイヤやステラステラ、リ・イン、ネムネモの視線が刺ささって痛い。

　サイファカール、今度は全力でツッコんだ。

「いやいや、注がないからね！」

「さようでございますか。まぁ気が変わりましたら、いつでも押し倒たおしてくださいませ」

「だから。そんなことはしないと言っているのに」

　ソフィは、さて、と言って話題を変えようとする。

「言わずもがなではありますが、侍女軍団にはもう一人おります、サイファカール様」

　サイファカールが顔を上げ、え～～っ!?　と仰のけ反ぞった。

「ゼフィも侍女軍団の中に入れちゃうの!?」

　とツッコむサイファカールに、ソフィはしれっと応えた。

「もちろんです」

　横を向いたソフィは、控え室に通じる扉に向かって叫さけんだ。

「ほら、ゼフィ、早くお入りなさい」

　かなり腰の引けた姿勢でゼフィが入室してきた。ソフィ同様、彼も超短い裳裾姿だった

　おどおどとした挙きよ措そで列の左ひだり端はしに立ったゼフィが、居並ぶ幹部の顔を怯おびえたような顔で見回していると。

「ゼフィ、サイファカール殿でん下かの御ご前ぜんなのですよ。姿勢を正しなさい」

「あ、はい、し、失礼いたしました」

　慌ててゼフィが気をつけの姿勢になる。そうやって背筋を伸ばすと、危ない部分を裳裾が隠しきれない一歩手前という、とても危ない状態だった。

「おい、ちょっと待て」

　脇わきからリリィが声を上げた。

「はい、リリィエンテルリオナーシュブラフィシュカ様、なんでございましょうか？」

「その侍女、たしか男だったのではないか？」

「侍女が男であるか女であるかなど、じつに些さ細さいな違いでしかございません、リリィエンテルリオナーシュブラフィシュカ様」

「それは些細なことなのか？」

　とリリィは首を捻ひねるが。

「まぁ、どちらかと問われれば男でございますと答えるしかないのですが」

「むむう、やはり男なのか」

　リリィが遠えん慮りよ会え釈しやくない視線を注いできたので、ゼフィは腰を引き、裳裾を押さえ、身み動じろぎした。

「ちなみに。わたくし、超短い裳裾の下には超小さな下帯しか穿いておりませんが、もちろんゼフィも同じです」

「なんじゃと!?」

　椅い子すを鳴らしてリリィが立ち上がった。

「男のくせに超短い侍女服を着て超小さな下帯を穿いている……じゃと？」

「さようでございます」

「それはけしからん。けしからんな」

「なんでしたら、お確かめになりますか？」

「そうじゃの。本当じゃったら由ゆ々ゆしき事態じゃ。確かめねばなるまいの」

「では、思い切り捲ってくださいませ」

「なっ駄だ目め！　駄目です、そんなことしては駄目ですすぅぅぅ」

　腰を引いた体勢のまま逃にげ出そうとしたゼフィの手を、いつの間にか進み出ていたヨーコが、がっちりと握にぎっていた。

「ヨーコよ、ぬしはときどきいい仕事をするのう」

「失敬な。わたしはちょくちょくいい仕事をしますよ」

　ヨーコはドヤ顔でそんなことを言う。

　彼女の握あく力りよくはとても強く、ゼフィはそれ以上逃げることができなかった。

「ひいぃ、お許しください、お許しくださいぃぃ」

　ゼフィは必死で体を揺ゆすってヨーコの腕を振ふり解ほどこうとするのだが、がっちりと手首に食い込んだヨーコの手を振り払はらうことはできない。

「さて、では、確かめてみるとするか」

　両手を持ち上げたリリィがゼフィに躙にじり寄っていく。

「駄目ですぅぅ、お許しくださいぃ、お許しくださいぃ」

　ゼフィは嫌いや々いやをするように上体を揺すり、必死の形相で顔を左右に振るが、ヨーコの腕は少しも緩ゆるまなかった。

（いいんですか？）
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　という顔でザネッティがサイファカールに視線を向けてきたので、皇子は内心で盛せい大だいなため息を吐ついた。

（いいわけないよ。大事な会議の途と中ちゆうで）

　ここで止めに入ると、どんなとばっちりが飛んでくるかわからない。サイファカールとしてはあまり乗り出したくはないのだが、かといって知らん顔をしているわけにもいかなかった。

（放ほうっておくと歯止めが利きかなくなりそうだしね）

　サイファカールは覚かく悟ごを決めて立ち上がった。

「はい、リリィもヨーコもそこまでにしてね」

「む？」

　露ろ骨こつに不満そうな顔をするリリィだが、サイファカールの制止を無視してゼフィの裳もを捲めくるわけにもいかずに手を引いた。

　ヨーコも渋しぶ々しぶといった体ていでゼフィの腕を放す。

　ゼフィは地じ獄ごくで天使に出会ったような顔で潤うるんだ目をサイファカールに向けた。

「どんだけ捲りたいんだよ、おまえら。というか、男っていう生き物はどいつもこいつも浅はか極きわまりないとかほざいたのは誰だ」

　ザネッティが呟つぶやくようにそうツッコむと、リリィがぎろりと睨にらんできた。

「男という生き物が浅はかで愚おろかなのは動かせない事実じゃ。まぁそれと同じくらいには女という生き物も浅はかで愚かということじゃな、うむ」

「こいつ、開き直りやがった！」

　ザネッティは、駄目だこりゃ、とばかりに力なく首を左右に振るのだった。

「今は大事な会議中だからね？　そういうお遊びは別の機会に別の場所でやってね」

　というサイファカールの言葉に、ゼフィの顔が大きく歪ゆがむ。

「仕方がないですじゃな。まぁ、サイファカール様の許しも出たことじゃし、この続きは改めてということで」

　とリリィが言うと、ヨーコやリ・イン、ネムネモにフレイヤまでもが、

「そのときは声をかけてください」

「必ず参戦したします」

　などと言い出す始末。

「サイファカール様、酷ひどいぃぃぃ」

　ゼフィは身を捩よじって泣いた。

「お茶が冷めてしまったね。ソフィ、お茶を淹いれ直して」

「はい、サイファカール様」

「そして今度は余計なことをしないように」

　うへぇ、と首をすくめ、ソフィはもう一度、はい、と低頭した。

　ソフィが侍じ女じよ服とも思えない侍女服を着た四人を連れてお茶を淹れ直しに評定の間から出ていくと、ゼフィも泣きながら隣りん室しつへと下がっていった。

「女って恐こわいなぁ」

「ですねぇ」

　ザネッティとシュラトゥは顔を寄せて囁ささやき合い。

　レフラフティは、

「俺が女子の着き替がえや風ふ呂ろを覗のぞくのなんて、あれに比べりゃ可か愛わいいもんじゃないか」

　とぼやくのだった。
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　一同は改めて運ばれてきたお茶を飲み、茶ちや菓が子しを食べ、一息入れた。それであらぬ方向へ盛り上がっていた評ひよう定じようの間まの空気もようやく落ち着いてきた。

（この大事なときに、みんな適当というか緩いというか度胸があるというか）

　と内心で呆あきれるサイファカールだが、それを少しも咎とがめようとしないのだから、彼だって適当なのか緩いのか度胸があるのかわからないというものだ。

　全員が落ち着きを取り戻もどしたところを見計らって、サイファカールは、さて、と全員を見回した。

　超ちよう短い裳を穿はいたソフィ以下、奇き天て烈れつな侍女服を着た侍女軍団は、会議の邪じや魔まになるからということで、すでに評定の間から追い出されていた。




「騎き馬ば民族への対応は、とりあえず先ほど言った方針で行くとして、次を考えようか」

　サイファカールのその言葉に、即そく座ざにステラステラが反応した。

「次と言いますと、ロキシーヌ様への対応でございますね？」

　サイファカールが難しい顔で頷うなずく。

「そう、そちらが目下、最大の懸けん案あんだ。かなり繊せん細さいな対応を要求される難題だ」

　彼の言葉を受け、全員が同じように難しい顔になった。

「ロキシーヌが反逆者として周辺諸州から攻こう撃げきされて消しよう耗もうする……という展開は、すぐには実現しないと思ったほうがいい」

「第四皇子殿どのが『君くん側そくの奸かんを除く』と言っているから、ですじゃな？」

　とリリィに訊きかれ、サイファカールは表情を緩めた。

「そう、そのとおりだよ、リリィ」

（やはり、このちびっ子軍団長、頼たよりになる）

「『皇太子のため君側の奸を除く』と言っている限り、彼を反逆者として糾きゆう弾だんできない。宰さい相しように敵対しているということは帝てい国こくに弓を引いたも同然！　というのが帝都側の言い分だろうけど、宰相は敵の多い人物だからね、ロキシーヌの主張に賛同する者が出てこないとも限らない」

　それまで黙だまってサイファカールたちのやりとりを聞いていた──口出しをするきっかけがなかっただけかもしれない──フレイヤが、大きく身を乗り出した。

「では、我々で背後を衝ついてアンブロウ州軍団を打ち破ってしまうのでありますね」

「おお、その展開を俺も待っていた」

　グラゥクスも右みぎ腕うでに力を込こめ、拳こぶしを固く握にぎりしめる。

「いやいや、早まらないで」

　血気盛さかんな二人をサイファカールは押さえにかかる。

「え？　違ちがうのでありますか？」

　フレイヤはきょとんとした目を向け、グラゥクスは少しがっかりした顔になる。

「アル＝アラに千を戻したら、手元に残るのは三千ちょっとだよ。ここ、ロクサスの街も押さえておかなくてはならないんだ。それを考えると、動かせる兵力は二千足らず。その兵力では、いくら不意を衝いて背後を襲おそっても、アンブロウ州軍団を蹴け散ちらすのは無理だよね、フレイヤ？」

「う……そうであります……ね」

　フレイヤは渋々といった体ていで頷いた。

「いくらグラゥクスが一いつ騎き当とう千せんだとしても、二千足らずの兵で三万ものアンブロウ州軍団を打ち破るのは無理だよね？」

「そうです……なぁ」

「しかも、こちらは兵に犠ぎ牲せいを出せないんだ。無傷で勝利しなくてはならないんだ」

　グラゥクスは幅はば広びろの肩かたをすくめ、両の掌てのひらを上に向け、お手上げのポーズを取った。

「そいつぁ無理な相談ですわ」

「ということで、こちらの兵を動かすのはナシ」

「し、しかし、では、そうすると」

　フレイヤは情けなさそうな顔でサイファカールを見つめた。

「どうするのでありますか？」

「他州の軍団に任せよう」

「あ？　はい？」

　フレイヤのみならず、誰だれもが首を傾かしげ、怪け訝げんそうな顔をサイファカールに向ける。

　その中で一人、ザネッティだけは諦てい観かんにも似た境地になっていた。

（相変わらずサイファカール様が何を言っているのか、俺にはさっぱりわからない。この人の思考回路は、いったいどうなっているのやら。とはいえ、それは悪いことじゃないんだろうけどな）

　サイファカールが自分たちとは違う次元で物事を見て思考を巡めぐらせているわけだから、むしろ歓かん迎げいすべきことだとザネッティは思った。

（しかし、人使いは荒あらそうだから、そこだけは注意しないとな。いや、荒いというか……容よう赦しやないと言うべきか？）

　英えい雄ゆうと呼ばれる過去の偉い人じんたちは、人使いが上う手まいだけでなく人使いが荒いことをザネッティは知識として知っている。英雄たちは有能な者を積極的に取り立てたが、無能な者は容赦なく切り捨てた。

（この皇子は当たりだ。むしろ大当たりと言っていい。けど、のほほんとしたあの見た目に騙だまされちゃ駄だ目めだ。こちらも気を引き締しめて物事に当たらないとな。でないと）

　ザネッティは、ごくりと唾つばを吞のんだ。

（切り捨てられるだろう）

　ザネッティが期待と不安と警けい戒かい心の入り交じった視線をそっとサイファカールに向けるその横で、リ・インが獣けものの唸うなり声にも似た声を上げた。

「皇子ぃぃぃ」

　サイファカールは慌あわてて彼女に向けて手を振ふる。

「いま説明するから落ち着いて、リ・イン」

「どうも皇子の話は回りくどくていけないネ。馬ば鹿かにもわかるように、もっとわかり易やすく端たん的てきに手短に話してくれないものかネ」

　フレイヤとグラゥクスが、うんうんと首を縦に振ったので、思わずステラステラは内心でツッコんだ。

（あなたたちがそこを肯こう定ていしてしまっていいのかしらっ！）

　さすがにアル＝アラ側の幹部で露ろ骨こつに頷く者はいなかったが、ヨーコやシュメイルは、リ・インの言うことももっともだ、という顔つきだった。

（まぁツッコんではみたものの、わたしも皇子が何を狙ねらっているのか、確信はないのですけれど）

　ステラステラは皇子が次に何を言うかを聞き逃のがさないようにと彼の口くち許もとに意識を集中させた。

「要するにロキシーヌの相手は周辺諸州に任せようってこと。そのために彼の謀む反ほんを周辺諸州に報しらせる。ここ、大事なことだから繰くり返すけど、彼の、謀反を、報せるんだ」

「そういうことですか」

「なるほどの」

　ザネッティとリリィにはサイファカールの狙いが読めたようだ。ステラステラにもわかった。だが、それ以外の者からは「なるほど」の声は上がらなかったので、サイファカールはなおも説明を続行する。

「厄やつ介かいなのは、ロキシーヌが『君側の奸を除く』と言っていること。繰り返すけど、このままでは彼は謀反人にはならない。そこでこちらはロキシーヌの真意が、皇太子を廃はいして自分が取って代わろうとしていることだと訴うつたえる。ロキシーヌが反逆者だとなれば、周辺諸州を預かる者は態度を明確にしなくてはならない。反逆者を討うつのか、それとも反逆者に味方して自分も反逆者になるのか」

　そこまで説明され、大方の者にも皇子の真意が理解できたようだ。

　ヨーコ、シュメイル、レフラフティ、フレイヤ、グラゥクスなども、なるほどと頷いている。

　リ・インとネムネモがまだ首を傾かしげているのが少し心許なかったが。

（あの二人は個人戦せん闘とうの専門家、熟練者なので、まぁ仕方がないね）

　と思いつつ、サイファカールは続きを口にした。

「現状では、直ちにロキシーヌに味方しようという者は出てこないと思うんだ。様子見をしたいというのが周囲の者の本音だろうね。だけど、様子を見ているうちにロキシーヌの勢力が大きくなってしまう可能性、皆かい無むとは言えない」

「まぁ、長い物には巻かれろという輩やからも多いですからの」

　とリリィが呟つぶやいた。

「そう。ロキシーヌを『長い物』にしてしまっては駄目なんだ。だから、彼を反逆者だと言い立てて、周辺の勢力が様子見をしていられなくする。それがこちらの対応策だ。反逆者を黙って見過ごせば、それだけで反逆に加か担たんする行こう為いだと取られかねないから、吞のん気きに様子見をしていられなくなる。皇太子側の様子はまだ把は握あくできていないけど、帝都とその周辺をしっかり押さえているのなら、諸州の長官たちも、そう簡単にロキシーヌに加担はできないはず。となれば、反逆者の進軍を阻そ止しするという方向で動かざるを得ない」

「つまり要するにサイファカール様は」

　とリリィが口を挟はさんできた。

「騎馬民族相手にも第四皇子殿どの相手にも自分の兵は動かさずに、他人を唆そそのかして、他人に相手をさせるというわけですじゃな」

　リリィの言葉に、何人もの幹部が、うっと仰のけ反ぞった。

（……黒い）

（恐おそるべき黒さだ）

（真っ黒じゃねえか）

　ヨーコ、シュメイル、レフラフティなどは内心密ひそかにそう思った。

　そんな彼らの声なき声を聞いたのか、サイファカールは、いやいや、と眼前で手を左右に激しく振った。

「人聞きの悪いことを言わないでくれる、リリィ？　唆すわけじゃないよ？　だってロキシーヌが皇太子を打だ倒とうして自分が帝国の主ぬしになろうと思っているのは事実なんだから」

「まぁ……そうかも……しれませんがのう」

　リリィは不承不承といった体ていで頷いた。

「どのみち僕たちには兵力が不足しているんだ。その限られた兵力であちらもこちらも、というのは無理がある。だったら、ここは他ひ人と様さまの兵力を借りておけばいい」

「当座はそれで乗り越こえられるとして、いや、それで乗り越えられるかどうかもわかりませんが、それは措おいておくとしても。仮に乗り越えられても、他人様に借りを作ってしまうことになりませんかの？」

　とリリィが疑義を呈ていすると、ザネッティも珍めずらしく彼女に賛同した。

「そいつの言うとおりです、サイファカール様。こんな状じよう況きようで借りを作れば、利息は高くつく……んじゃありませんか？」

「さすがに資産運用の熟達者だね、ザネッティ」

　とサイファカールに微ほほ笑えまれたザネッティは、情けない顔になって応こたえた。

「いや……その話は今は止やめましょうや」

「いいけど」

　くすくすと笑っていたサイファカールだが、すぐに笑みを消し、腹に力を込め、真しん剣けんな面おも持もちで断言した。




「利息は踏ふみ倒たおす」
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　サイファカールの言葉に全員が、うっっ、と仰け反ってしまう。

「こういうやり方は君のお気に召めさないかも知れないけどね、ザネッティ。いざとなればそうするしかない」

　とサイファカールが語りかけると、ザネッティは真ま面じ目めな顔で右手を挙げた。

「いえ。踏み倒されるのは大だい嫌きらいですが、踏み倒すのはそれほど嫌いじゃありません」

　サイファカールは、ぷっ、と小さく噴ふいてしまう。

「むしろ他人から金を借りておいて踏み倒して逃にげ切れるなら、こんな痛快なことはないですわ」

「この男は……」

　リリィやヨーコ、シュメイルなどが非難がましい目を向けてきたが、ザネッティはどこ吹ふく風で受け流す。

「それよりも」

　ザネッティが、ぐっと身を乗り出した。

「踏み倒すのはいいとして、取り立てから逃げ切れるんですか？」

　サイファカールは、いつもの飄ひよう々ひようとした態度と顔つきを崩くずさないまま応えた。

「逃げるさ。逃げ切れなければそれまでだ」

　そして、一同の顔をゆっくりと見み渡わたす。

「僕も。君たちも」

　皆みながサイファカールの視線に圧おされるように頭を引くと、皇子は不意に表情を緩ゆるめた。

「というのが全体の構想だね。それを実現するための方策の一つが、先ほど言った、ザネッティとリリィのペリージア州への派は遣けんとシュメイルのアル＝アラへの帰き還かん。で、ロキシーヌ対策のほうの具体案だけど」




　最初から具体策を命じることをせず、延々と状況確かく認にんと対応策の構想をサイファカールが説明してきたのは、皆に考えてほしかったからだ。

　的確に状況を把握し、的確な対応策を練ることのできる臣下が一人でも多くほしかったからだ。

　勢力が大きくなれば。

　支配地域が広がれば。

　すべてをサイファカール一人で考え、一人で決めるのは不可能になる。

　そのとき、彼に代わって考え、決められる人材が必要だと彼は考えていた。それが帝てい国こくを掌しよう握あくするために不可欠なことだと理解していた。これこそが、彼が競争相手より優すぐれていた点だと言えよう。

　彼と同様、優ゆう秀しゆうな、有能な指導者は何人もいた。

　その多くはすべてを自分で考え、すべてを自分で決めようとした。

　勢力が小さなうちはそれでよかったが、家臣の数が増え、支配領域が増えていくにつれ、すべてに目が届かなくなる。だからこそサイファカールは家臣を育てたかった。自分と共に成長してほしかった。それが広大な帝国を治めるために必要不可欠だという信念を彼は抱いだいていた。




「リエンツェ州のレムリガス将軍を初めとする近きん隣りんの州長官たちに、ロキシーヌの真意が打倒皇太子であることを強調し、反乱者である彼を討つように、最悪でも味方はしないようにと進言する」

　全員が小さく頭を引いた。

「いつも思うんですじゃが、サイファカール様のやり口は本当にえげつないですのう」

　というリリィの言葉に、サイファカールは目を見開いて驚おどろきを露あらわにする。

「いやいやいや。そんなことは全然ないよね。だって、ロキシーヌが皇太子打倒で動いているのは事実なんだし」

「それは事実かもしれませんがの、それをまんまと利用して目の上の瘤こぶを取り除いてしまおうとするサイファカール様のやり用がえげつないと申しておるんですじゃよ」

「そうかなぁ」

　リリィの指し摘てきに、サイファカールは不服そうな顔を崩さない。

「まぁ、こんな非常事態ですからの、儂わしらの上に立つお人は、えげつないくらいのほうが心強いですがの。のう、ザネッティ様よ」

「あ？　お……俺に訊きくな、そんなこと」

　くくっ、と笑ってリリィはザネッティに向けた視線を戻もどした。

「じゃが、サイファカール様よ。ロキシーヌ殿でん下かの謀反を言い立てるのはいいとしても、それでレムリガス将軍がロキシーヌ殿下打だ倒とうに動いてくれますかの？」

「それは、わからない」

　サイファカールとリリィのやり取りに注目していた出席者の多くが、なんだか情けなさそうな顔になった。

「わかりませんかの」

　と言ったリリィはそれほど変化がない。

「レムリガス将軍がどう出るか。こればかりはやってみないとわからない。でも、こちらには切り札があるからね」

「切り札？　はて？」

　リリィだけでなく、皆が首を捻ひねった。

「だから。僕たちはロクサスを占せん領りようしているじゃないか」

　というサイファカールの指摘に、多くの者が、ああ、と目を見開いた。

「ロキシーヌの本ほん拠きよ地ちは、すでにアル＝アラ軍団が押さえてしまっている。ということを教えれば、どうかな、少なくともロキシーヌに味方をしようという気にはならないんじゃないかな」

「ふうむ。たしかに」

　リリィは納なつ得とくの顔で頷うなずいた。

「ですが、サイファカール様」

「なんだい、ステラ？」

「ロキシーヌ殿下の本拠地を押さえたと言って、レムリガス将軍がそれを素す直なおに信用してくれるでしょうか」

　ステラステラの質問に答えるサイファカールは、かなり渋しぶい表情だった。

「それもわからない」

「わかりませんか」

「その目で確かめてくださいと言ってレムリガス将軍を連れてくるわけにもいかないし。彼の臣下を連れてきて、僕たちがロクサスを押さえていることを見せることはできるから、それを狙ねらうのがこちらの本線だね。少し時間がかかるのが難点だけど」

　ステラステラも渋い顔で頷いた。

「そう……ですね。自分の目で確認したレムリガス将軍の家臣が報告のために戻る頃ころには、もうロキシーヌ殿下は先へ進んでしまっている可能性がありますね」

　というステラステラの言葉に、サイファカールも難しい顔で頷いた。

「ロキシーヌが先へ進めば、彼に味方しようという勢力が出てくる可能性があるのが厄やつ介かいだね。もし彼が無傷で、どころか兵力を増やして旧帝国領の奥深くへ侵しん入にゆうしてしまうと、僕たちがロクサスを押さえている意味合いが大きく減じてしまう」

「ですじゃのう。ロキシーヌ殿下の目標は、打倒皇太子のためにまずは宰さい相しよう殿どのを取り除くこと。それが可能になれば帝都に居座れる。皇太子殿下をお守りするためと言われると、宰相殿がいなくなれば誰だれも逆らえない。となれば、本拠地に戻らなくともよいわけですからの。どこかで皇太子側の軍団と一戦して勝利するようなことがあれば、周辺の諸勢力が雪崩なだれを打ってロキシーヌ殿下の軍に馳はせ参じるやもしれませんしのう」

「最悪の場合、ロキシーヌに恩を売ろうとする近隣の勢力が、ここ、ロクサスに攻せめ寄せてこないとも限らない」

「ふうむ。お話を聞く限り、他人様の力を借りてロキシーヌ殿下を叩たたいてしまおうというサイファカール様の戦略自体が破は綻たんしているように思えるですのじゃが？」

「そこで大事なのは」

　意味ありげに言葉を切ったサイファカールが、意味ありげな視線を一同に向けてきた。

　ここが強調のしどころか。

　そう思ったステラステラとリリィは、すかさず、

「「大事なのは？」」

　と合いの手を入れた。

「大事なのは、レムリガス将軍にロキシーヌの足止めをしてもらうことと、周辺諸勢力がロキシーヌに味方しないことの二点だね。そしてそれを実現させるためには」

　またもやサイファカールが意味ありげに言葉を切ると、たちまちリ・インから叱しつ咤たの声が飛んだ。

「皇子様の話は回りくどくていけないネ！」

　何人かが小さく頷いているのを見て、サイファカールは先を急ぐことにする。

「レムリガス将軍を信用させるだけの使者を送ることだ」

　やおらフレイヤが立ち上がった。

「委細承知であります」

　立ち上がったフレイヤは直立不動の態勢でサイファカールに敬礼を送る。

「不ふ肖しようこのフレイヤ、命に替かえてでもレムリガス将軍をその気にさせるであります。もし将軍が是ぜと言わないのであれば、彼と刺さし違ちがえてでも……」

「却きやつ下か」

「そんなあっさりと！」

　フレイヤは泣きそうな顔になってサイファカールを見やった。

「たしかに君は王都で僕の親衛隊長をやっていたから顔と名前は売れている。レムリガス将軍も知っているだろう。その君が行けば、将軍が耳を傾かたむけてくれるのは間違いない」

「で、では、どうして……」

「リリィとシュメイルがここを離はなれる以上、君の武力は僕に必要だからだよ。だから君を一いつ時ときでも側そばから離したくない」

「サ……サイファカール様」

　いきなりフレイヤが泣き出した。

「そ、そこまでフレイヤを必要としてくださるとは……うう……不肖このフレイヤ、何があっても皇子様をお守りいたす所存でありますれば……どうか、どうかご安心くださいませ……」

（ウザい）

　リリィなどあからさまに眉まゆを顰ひそめるのだが、フレイヤは辺りを憚はばからずに感激の涙なみだを流していた。

　そんなフレイヤを見ながら、サイファカールは内心で苦く笑しようを浮うかべる。

（彼女の武力が必要なのはそのとおりだけど、フレイヤは一いち途ずすぎるから、こういう場合の使者には不向きだ。相手がうんと言わないと、本気で刺し違えるかもしれない）

　一方、ステラステラはそんなサイファカールを見て内心でため息を吐つく。

（この皇子は女の扱あつかいが上手じようずすぎるわ。どうしたらこうまで自然に女を誑たらせるのかしら。そしてわたしも見事に誑されているような気がしますけど）

「では、サイファカール様は誰を使者として派は遣けんしようと仰おつしやるのですかな？　ただ書面をもっていけばいいという使者ではない以上、幹部連から選ばれるのですじゃろう？」

　そう言ってリリィは視線をステラステラに向けてきた。

　その視線を感じたステラステラは、はっと顔を上げる。

（さすがにリリィはよくわかっているね。そう、使者として送り出せるのはステラステラしかいない）

　リリィの視線が含ふくむ意味に気づいたステラステラが問いかけるような顔をサイファカールに向けると、彼は一言、

「頼たのめるかな」

　と言った。

（なるほどという人選じゃの。姑こ息そくな交こう渉しよう事が得意なザネッティが使えんとなれば、あの教育官しかおらんわ。ザネッティがいたとしても、この場合、あの女のほうが相応ふさわしいかもしれんの。泣き落としよりも、正々堂々と主張するほうがいいじゃろうからな）
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　リリィはそう思う。

　ステラステラはどこまでも真しん剣けんな面おも持もちで訊きいた。

「わたしで……お役に立てますか？」

「この役目を頼めるのは君しかいないと思っている」

　というサイファカールをステラステラはじっと見つめていた。

　サイファカールの視線に込こめられた意味を、彼女はおおよそ理解した。

「わかりました。精せい一いつ杯ぱい、お役目を務めさせていただきます」

　そう言って、ステラステラは静かに頭を下げた。

　サイファカールは頭を上げた彼女に向かって軽く右手を挙げた。

「頼んだよ。副官にはネムネモを付けるから」

「え？」

　ステラステラが怪け訝げんそうな顔になり。

「は、い？」

　あまり感情を露あらわにしないネムネモが、驚おどろきのあまり顔を歪ゆがめて腰こしを浮かせていた。

「え？　あの？　え？　わた、し？」

　そんなネムネモに視線を据すえ、サイファカールは重々しく頷いてみせる。

「そう、君だ、ネムネモ」

　ステラステラを選んだサイファカールの決定には大いに納得したリリィも、この人選には驚きを隠かくせない。

（あの山やま猫ねこ娘むすめを副使に!?　どういう狙いじゃ、サイファカール様は？）

　もちろん、いちばん吃驚びつくりしているのが当のネムネモ本人だった。

「でも、わたし、相手を説得するとか、できない。ステラステラの手助け、無理」

　危険な任務に出るときでさえ怖おじ気けづくことのないネムネモだが、今は大きく腰が引けている。

「ネムネモには、ステラステラの手助けをしてもらわなくてもいいんだ」

「え？　あの、どういうことです、か？」

「君の役目は、レムリガス将軍の本ほん拠きよ地ちの様子をその目で見て探さぐってくること」

　ネムネモが、あ！　と目を見開いた。

「そういうことです、か」

「そういうこと。将軍への報告と説得はステラステラに任せておけばいい。君には街中の様子や城じよう壁へきや望ぼう楼ろうの位置や堅けん固ごさ、政庁舎や兵舎の配置などを調べてもらいたい。それが君の役目だ」

　ネムネモは、かくり、と頷うなずいた。

「わかりました、やりま、す」
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　ネムネモを座らせると、サイファカールは改めて一同を見回して言った。

「それとは別に、アンブロウ州の他の街へも、もう一度、使者を派遣しておこう。今度は少し強く出る。あくまで謀む反ほん人ロキシーヌに従うのか、それとも皇太子の意に添そう方向で動くのか、態度をはっきりさせるように迫せまろう」

「そうですじゃな。いつまでもほったらかしにしておくわけにもいきませんからの。この辺で旗き幟しをはっきりと色分けしておくのも必要ですじゃな」

　とリリィが賛同すると、サイファカールは大きく頷いた。

「できればロキシーヌから離り反はんさせてしまいたい。離反させれば、戦うことなく他ほかの街も支配下における。それが無理なら中立の立場を取ってもらうのがいい。この使者には」

　サイファカールは一同を見回した後、ある人物のところで視線を留めた。

「フレイヤとグラゥクス、君たちに頼もう」

　フレイヤが弾はじかれたように立ち上がった。

「は。皇子様の仰おおせのとおりに」

　グラゥクスも、のっそりと立ち上がった。いつものことながら、彼が立ち上がると急に部屋が狭せまくなったような気がする。

「お任せくださいや」

「そうだな、五、六百ほど兵を連れていってもらおうか」

「相手が引見を拒きよ絶ぜつしたらどうします？　無理やり乗り込みますか？」

　とグラゥクスが訊いてきた。

「いや、無理やりは止やめておこう。いくら守備兵が少ないとはいえ、徹てつ底てい抗こう戦せんされたら、こちらにも被ひ害がいが出る」

「ですか。承知しました。が。それだと、兵を五百も六百も連れていく意味がないんじゃないですか？」

　グラゥクスは少し不満そうだ。

「無理やり乗り込む必要はないけど、最さい後ご通つう牒ちようはしてきてほしい」

「どういうことですかい？」

「僕がロクサスをロキシーヌから預かっていることにしてきたけど、もしロキシーヌ宛あてに確かく認にんの使者を送ったとすれば、そろそろ戻もどってくる頃ころ合あいかもしれない。そうなると僕が噓うそを吐ついて騙だましていたことになってしまう。それは避さけたいから、ロキシーヌのほうが噓を吐いていたことにする」

「つ、つまり？」

「ロキシーヌは『君くん側そくの奸かんを除くため立ち上がる』と言って僕にロクサスの留守を任せたけど、本当は皇太子打だ倒とうのために決起した。それがわかったので、僕はロクサスを制圧し、守備兵を無力化したと、そう説明するんだ」

「な、なるほど」

「そしてここからが肝かん心じんなんだけど、僕たちに抵てい抗こうするということは帝てい国こくに弓引くということだけど、それでいいんだね？　と言って脅おどしつけてほしいんだ」

「はっはっはっ、そいつはいい」

　グラゥクスは愉ゆ快かいそうに笑った。

「それはお任せくださいや。相手が出てこなけりゃ、俺の声なら確実に城内まで届きますんで、まずは声で知らせて、その後に文書を括くくりつけた槍やりでも投げ込んでおきます」

「あまり事を荒あら立だてないでね」

　と軽く釘くぎを刺さしておいて、サイファカールはザネッティを見やった。

「とりあえず規模の大きな街は三つだね」

「そうですね。ロクセニア、ログネリア、ロックファルの三つです」

「フレイヤとグラゥクスには、その三都市を回ってもらいたい。その際、僕がロクサスで行った租そ税ぜい免めん除じよ、諸税減げん免めんの措そ置ちについても触ふれてほしい。その件は留守居役に言っても意味がないから、書き付けを街中にばらまいてくるのがいいかな。街中に入れない場合は矢文を撃うち込んでもいい。留守居役が租税免除など不要と言っても」

　そこで言葉を切ったサイファカールは、にやりと笑った。

「矢文を読んだ住民がぐらつくかもしれない」

「あくまで開城を拒きよ否ひする意志を見せた場合はどうすればよいでありましょうか？」

　とフレイヤはどこまでも真ま面じ目めな顔で訊く。

「その場合は仕方ない。開城しなくても攻せめはしないけど、謀反人に加か担たんすることだけはしないようにと念押ししておいて。味方にならない場合でも敵にならなければそれでよしとしよう」

　サイファカールの答えを聞いて、彼女は少し不満そうな色を見せる。

「千ほどお借りできるのなら、乗り込んで制圧してしまいますが」

「いや。戦せん闘とうは避けたい。こちらの犠ぎ牲せいは出したくないし、帝国の兵同士で闘たたかう姿を街の住民に見せたくないし」

「で、ありますか」

「ただし。相手が拒絶し難にくくなる手を打っておこう」

「はい？」

　サイファカールはにやりと笑って言葉を継ついだ。

「連れていく兵には辺境州旗とアル＝アラ軍団旗だけでなく、帝国旗とペリージア州旗も掲かかげさせるんだ」

「なるほど」

　フレイヤとグラゥクスが低く唸うなった。

「帝国旗を見れば、帝国旗に弓引く行こう為いは反逆も同然……ということに思い至るのでありますね」

「そして、ペリージア州旗を見れば、相手は辺境州だけではない……と思い知るってわけですな」

　とグラゥクスが言った。

「そういうこと。まともな思考力と判断力があれば拒絶はできないと思うな。とりあえず話くらいは聞いておこうとするだろう。その際は、少しくらい高圧的に出てくれてかまわない。そういうのは得意だろう、二人とも」

「べつに得意というわけではないのでありますが」

　フレイヤはどことなく納なつ得とくのいかない顔だが、グラゥクスは笑って胸を叩たたいた。

「俺は大得意なんで、お任せくださいや。相手の前に立って頭の上からどやしつけてやりますわ」

「あくまでどやしつけるだけだよ？　手は出さないでね」

「承知してますとも」

「三つの街の中うち、たとえ一つでもこちらに付いてくれれば、大きな効果を持つからね」

　というサイファカールの言葉に、フレイヤはびしりと背筋を伸のばした。

「一つと言わず、二つでも三つでもこちらへ引っ張り込むであります」

「あまり気張らなくてもいいよ、フレイヤ。とりあえずどちらに付くか、あるいはどちらにも付かないか、ということがわかればそれでいいんだ。こちらに付いてくれれば手っ取り早いのはたしかだけど」

「街の門を開けると言った場合は、どのように応対しますか？　乗り込んでいって、街を支配下に置きますか？」

「それをするには兵力が足りないな。街はそのままにしておいていいよ。留守居役と守備部隊の隊長を僕のところへ連れ来てくれないかな」

「ですか。承知しました」

　とグラゥクスが返事をすると、フレイヤもサイファカールに対して帝国式の敬礼を送って寄よ越こした。

「必ずや皇子様のご期待に添う覚かく悟ごであります」

「頼たのんだよ」

「は」

「お任せくださいや」

「では、ザネッティとリリィはペリージア州の首都へ向かう準備を。シュメイルは千を率いてアル＝アラへ戻る準備を。できるだけ急いで進めて」

　立ち上がった三人はサイファカールに向かって低頭した。

「さて、肝心のレムリガス将軍へどう話を持っていくか、だけど」

　そう言ってサイファカールがステラステラを見やったので、彼女は背筋を伸ばし、少し緊きん張ちようした顔で皇子を見返してきた。

「細かな部分までを詰つめておきたい。ステラステラとネムネモは、このあと、僕の執しつ務む室まで来てくれないか」

「はい、承知いたしました」

「わかりまし、た」

「それと、ヨーコ」

「はい、サイファカール様」

「軍団の残りの兵も臨戦態勢で待機させておいて。万が一に備えてね」

　ヨーコは「万が一」とはどのような事態だと訊きこうとしない。承知しました、と応こたえて頭を下げただけだ。表情が変わらないから、起こりうる万が一がどんな事態かを想像しているのかどうかよくわからない。

（部隊指揮官としては頼もしいけど……）

　少し不満に思ったサイファカールは、ヨーコの戦術眼を試ためしてみようと思った。

「ヨーコ。万が一というのは、どういう事態が想定される？」

　ステラステラやリリィ、ザネッティにはピンときた。サイファカールがヨーコを試しているのだと。

　しかし、訊かれたヨーコは顔色一つ変えず、眉まゆ一つ動かさないまま、

「それをわたしが考える必要がありますか？」

　と訊き返してきた。

　サイファカールは内心の苦く笑しようを押し隠かくし、真面目な顔でヨーコを促うながす。

「考えておいてくれると助かるんだけど」

「ロクサスの住民の蜂ほう起き。他ほかの街の守備部隊による攻こう撃げき。あとは、なんらかの理由でロキシーヌ殿でん下かが部隊の一部を引き返させた。考えられるのはそのくらいでしょうか」

　ヨーコはとくに考える素そ振ぶりも見せず即そく答とうしたから、万が一の事態をある程度まで想定していたのは間ま違ちがいない。

「驚おどろいたな。君もちゃんと物事を考えられるんだね」

　ずるっ。

　ヨーコが小さくずっこけた。

　すぐに体勢を立て直したヨーコは、取り澄すました表情を作って鋭するどい視線をサイファカールに向けてきた。

「たしかにわたしは斬きり合いが大好きな危ない女ですが」

（そこは認めちゃうんだ!?）

「脳のう味み噌そがないわけではありません。考えろと命じてくだされば考えます」

「そうなんだ。でも、命じられる前に考えてくれると助かるんだけどな」

「わたし如ごときが考えても高が知れています。下へ手たな考え休むに似たりと言うではありませんか。でしたら、わたしが考えるより、きちんとものを考えられる人の命めいで動くほうが、結局、全体のためになると思います」

（ふうん。それはそれで一つの見識だね。そこまで自分のことを弁わきまえているってのも大したものだ……けど、もう少し、こう、なんというか、志を高く持ってくれると嬉うれしいんだけどなぁ。ま、それは追い追いでいいか）

　気を取り直すように頷うなずいてからサイファカールが一同を見回すと、すかさずリ・インが、我は？　という顔で自分を指さした。

「リ・インには僕の護衛として側そばに付いていてもらおうか」

「わかったヨ。風ふ呂ろだろうが廁かわやだろうが寝しん室しつだろうが皇子の側を少しも離はなれないからナ？　安心するがいいヨ」

　ガタリ。

　フレイヤとステラステラ、ネムネモの椅い子すが小さく鳴った。

「いや。そこは離れていてね。逆に安心できないから」

「むう？」

　リ・インが不服そうに頰ほおを膨ふくらませ、逆にフレイヤやステラステラ、ネムネモが浮うかせた腰こしを下ろした。

「シュラトゥには、ザネッティが街の代表者を呼んで税の通告をするときに同席してもらおうかな。街の代表者に顔を売っておいてほしいからね。それまでに、具体的にどの税をどれだけ下げるかなんかも計算しておいてもらえると助かるんだけど。それと街の官かん僚りようを上う手まく手なずけて使ってもらいたい」

「手なずけるって言い方……俺が狡ずるい奴やつみたいだなぁ」

　シュラトゥは思わず苦笑を浮かべ頭を搔かく。

　するとネムネモが、え？　と叫さけんで驚きの顔を向けてきた。

「偽にせの署名とか印いん判ばんとか平気で作るシュラトゥ、狡くなかった、の？」

　彼女が本気で驚いているので、シュラトゥは思い切り情けない顔になる。

「いや、たしかに作るけども。狡くはないだろ？　騙だまされる奴が馬ば鹿かなだけだろ？」

「おいおい、騙される奴が馬鹿なだけとか、もはや犯罪者の言い草じゃねえか？」

　とザネッティが言うと、たちまちリリィやシュメイル、レフラフティなどからツッコミの声が飛んだ。

「「「おまえが言うな、おまえが！」」」

「はいはい、みんな、いいかな？」

　というサイファカールの声で、全員が姿勢を正し、無む駄だ口ぐちを叩くのを止やめた。

「じゃあ、これで会議は終わり。各おの々おの、準備を急いでね」

　一同は腰を上げ、背筋を伸ばしてサイファカールに対して一礼した。

「お疲つかれ様でございます」




　　　　４




　ステラステラとネムネモ、そして護衛役のリ・インを引き連れ、サイファカールは自分の執務室まで戻もどってきた。

　ソフィが率いる侍じ女じよ軍団がお茶を淹いれてくれたのだが、相も変わらずソフィとゼフィは超ちよう短い裳もを穿はいたままだったし、侍女軍団は怪あやしくも妖あやしい侍女服を着たままだったので、護衛役を任ずるリ・インが侍女軍団を寄せつけないようにとサイファカールの前に立ち塞ふさがっていた。

　傍はたで見ているとかなり滑こつ稽けいな図だったが、このときばかりはステラステラもネムネモも内心でリ・インを応おう援えんしていた。

　そんな水面下の攻こう防ぼうなど知らん顔で、サイファカールは来客用の長なが椅い子すに腰を下ろす。

　彼の対面にステラステラとネムネモが腰を下ろし。

　侍女軍団が下がったのを確かく認にんすると、リ・インは椅子を持ち出してきて長椅子の横手に陣じん取どった。

　お茶を一口、二口と飲んでから、サイファカールは自分の対面に座るステラステラに、もう一度、状じよう況きよう説明をしていく。




「…………というわけで、レムリガス将軍は対応に迷っているはずなんだ。だから、ロキシーヌが反乱者であることを、真の狙ねらいは宰さい相しようカルガリではなく、皇太子打だ倒とうにあることを強調しておく。もっとも、その程度のことなら、言われるまでもなくレムリガス将軍も把は握あくしているはずだけど」

　ステラステラは、ですね、と頷いた。

「あの将軍、なかなか油断のならないお方です」

「だから、最終的には利を以もつて諭さとす。すでにこちらがロクサスを支配下に置いていること。すでに帝てい都とへ謀む反ほんを報しらせる使者を向かわせたこと。ペリージア州のドゥールドォール将軍と共きよう闘とうしていること」

　ステラステラが驚きの顔になる。

「え？　共闘と言ってしまって……いいのですか？」

「同盟と言ってしまうと噓うそになるけど、共闘だったら許容範はん囲い内じゃないかな。少なくとも噓は言っていない」

「……サイファカール様がそう仰おつしやるのでしたら、それでいいのですけれど」

「そうは言っても、レムリガス将軍の兵力は二万と少しのはずだから、単独でロキシーヌ軍団を打ち破るのは難しい。ロキシーヌ軍へ参さん陣じんしなくても、もしかすると州内の通過を見て見ぬ振ふりでやり過ごそうとするかもしれない」

「計算高いレムリガス将軍なら、そうするかもしれませんね」

「そうしておいて、先へ進んだロキシーヌ軍団が皇太子側の軍団と一戦して勝利したら、ロキシーヌ陣じん営えいに馳はせ参じる。逆にロキシーヌ軍団が敗戦を喫きつしたら背後から襲おそいかかる。レムリガス将軍の基本的な戦略は、ロキシーヌが勝っても負けても対応できる立ち位置を確保しておくということだろうね。たぶん自分が帝国の主ぬしになろうなどという野望など、彼は持っていないはずだ」

（サイファカール様の状況分ぶん析せきと他者の評価は相変わらず的確です）

　とステラステラは改めて舌を巻く。

「だからこちらの対応は将軍の基本戦略を崩くずすことに眼目を置く。ロキシーヌ軍団の通過を黙だまって見過ごせば謀反に加か担たんしたのも同然、という論法だね」

「わたしは、それを言い立てればいいのですね」

「そう。ただ、それだけでは足りない。ロキシーヌ軍団を阻そ止しすることが彼の利益になるということも教えてあげないと、なかなか腰こしを上げないかもしれない」

「その利益とは、なんでしょう？」

「僕の陣営に来ればアンブロウ州の半分を任せよう……というのはどうかな？」

「それは……ですが、そんなふうに将軍を誘さそってしまうと、サイファカール様も自立するおつもりだということが伝わってしまうのではありませんか!?」

「もちろん、自立するなどとは口が裂さけても言わないし、州の半分を任せるとも言わない。味方をすればいいことがあるよと、それとなく匂におわせるだけ」

　サイファカールは真ま面じ目めな顔でそう言った。

「ただ、言わなくても、どのみち将軍は僕の狙いをある程度は看破するだろう。だから、相手が僕の思おも惑わくを読み取っているという前提での交こう渉しようになる。相手も口には出さないけど、おまえの狙いはわかっているぞ、という態度で交渉に臨んでくるだろうな」

「腹芸の応おう酬しゆうですね」

「そう、ステラにも腹芸の一いつ端たんを担になってもらうのさ」

　今度はサイファカール、にやりと口の端はしを吊つり上げる。

「帝都の側も、すぐにこちらまで軍団を送って寄よ越こす余よ裕ゆうはない。帝国内の混乱が収まるまでは自分たちの兵で治安の維い持じを図はからなくてはならない。言ってみれば一時預かりだ。いずれ皇太子殿どのにお返しするけど、それまではしっかり押さえておかなくてはならない。治めておかなくてはならない。そして返すのはいつになるかわからない。しっかり治めているあいだに完全に掌しよう握あくできてしまうかもしれない」

「そうなれば、皇太子殿下に断らなくても、新たに募ぼ兵へいして新規の軍団を編制できる……というわけですね」

「まぁ、僕の立場としては、そんなことは言えないんだけど」

「ええ、承知しておりますとも。レムリガス将軍とお話しする際も、サイファカール様のお言葉としては用いません。あくまで、使者であるわたしの考えでありますから」

「そのセンで頼たのむよ。ただし、将軍がロクサスの様子を確認するために誰だれか使者を寄越したら、そして、その使者が信しん頼らいできそうな人物だったら、僕が直じかに話をするから、その場では具体的な条件を提示することになるだろうね」

　サイファカールとステラステラが意味深な顔で頷き合うのを、なんとなく不服そうな顔でリ・インが見ている。

「どうも仲間外れになってる気がするネ」

　リ・インがそうぼやくと、ネムネモが声をかけてきた。

「大だい丈じよう夫ぶリ・イン。二人の話がさっぱりわからないのはあなただけじゃ、ない。わたしもわからない、から」

「おまえに仲間扱あつかいされても嬉しくはないのヨ」

「せっかく慰なぐさめてあげた、のに」

「大きなお世話なのヨ」

　すかさずサイファカールが止めに入る。

「はい、そこ、喧けん嘩かしない」

「すみませ、ん」

「おぉう、申し訳ないネ」

　肩かたをすくめ低頭する二人に頷いてから、サイファカールはステラステラに向き直った。

「いちおう僕からの挨あい拶さつ状じようは持っていってもらうけど、基本、レムリガス将軍との折せつ衝しようはステラに任せるからね。将軍の腹心をこちらへ来させることができれば万ばん々ばん歳ざいだ。とりあえずレムリガス将軍がロキシーヌ側へ加担するのは阻止できるわけだから。ただ、これも時間との勝負になる。できるだけ急いでほしい」

（重大なお役目だわね。わたしに務まるかしら。いえ、務めるのよ。なんとしても）

　ステラステラはゴクリと唾つばを吞のみ、真しん剣けんな面おも持もちで頷いた。

「精せい一いつ杯ぱいやらせていただきます」

「僕としては……なんというか、この役目を頼めるのはステラしかいないんだけど、将軍の出方次し第だいでは……」

　いつものサイファカールに似合わぬ歯切れの悪さだ。

　そんな皇子に、ステラステラはにっこりと笑ってみせた。

「その可能性も承知しております。たとえわたしが戻れなくなったとしても、お気になさいませんよう」

　サイファカールは小さなため息を吐ついた。

「そうか、それもわかっているのか。そうだね、ステラなら、当然、そのことまで考えているよね」

　リ・インとネムネモが、はて？　と首を捻ひねる。

「今のはどういう意味かネ」

「その可能性ってなに？」

　二人は怪け訝げんそうな顔でサイファカールとステラステラを交こう互ごに見やった。

「絶対に他言は無用よ？」

　とステラステラに睨にらまれ、リ・インとネムネモはこくこくと頷うなずいた。

「わたしがレムリガス将軍に捕とらわれる、という可能性よ」

「「え!?」」

　リ・インとネムネモが目を見開いた。

「まじかネ？」

「大真面目よ」

　二人は視線をそっとサイファカールに移す。

「皇子、いいのかネ？」

「心苦しいけど、今回ばかりはどうしようもない。この使者を任せられるのはステラしかいないんだ」

「そう言っていただければ本望です。それに、たとえ捕らわれても危害が加えられる虞おそれは低いのですから」

「そうなのかネ？」

　リ・インがサイファカールのほうへ顔を向けた。

「おそらくは。レムリガス将軍はステラを拘こう束そくして、僕への牽けん制せい材料として使おうとするかもしれないってことだね。だから囚しゆう人じんとして牢ろう獄ごくに閉じ込めるようなことはしないよ。むしろ人質として丁てい重ちように扱ってくれるんじゃないかな」

「だからあなたたちも心配しなくていいのよ」

「心配はしないけどナ。むしろ牢獄に繫つながれたまま戻もどってこられなくなればいいのニ、と思ったり思わなかったりするけどもナ」

「正直な本音をありがとう！」

　目を吊り上げてステラステラがツッコんだ。

「こら、リ・イン、そんなこと言ったら駄だ目めだよ」

　サイファカールに睨まれ、リ・インは慌あわてて手を振った。

「あぁぁ、ももも、もちろん冗じよう談だんだヨ？」

「ステラステラを救出する場合は、リ・インとネムネモに活かつ躍やくしてもらわないとならないんだからね」

　ネムネモが、あ！　と鋭するどく叫さけんだ。

「なるほど。敵状の偵てい察さつというのはその意味もあったのです、か」

「そう。送った使者全員を捕らえることはしないだろうからね。拘束するのはステラだけ。ほかの者は僕への返事を持たせて返すはずだ。だからネムネモは市街地の様子や政庁舎や兵舎の在あり処か、そして可能なら政庁舎内の部屋の配置までを調べてきてほしい。その情報が、いざというとき、つまりステラを奪だつ回かいするときに大いに役に立つんだから」

「わかり、ました」

　ネムネモは表情を引き締しめて頷いた。

「ステラのために頑がん張ばる」

「ありがとう、ネムネモ」

「気にしなくて、いい。貧しい胸同士の、連帯」

「あれえ？」

　ステラステラが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「そちら方面であなたと仲間になる気はまったくないんですけど!?」

　ネムネモは寂さびしそうな顔でうなだれる。

「ステラからも拒きよ絶ぜつされる、とは」

「そちら方面はともかく」

　ステラステラは、ネムネモの肩に手を置き、彼女の顔を覗のぞき込む。

「あなたのことは頼たよりにしているわ。よろしくね、ネムネモ」

「あ、うん……頑張、る」

「おいおい、我を忘れてもらっては困るナ」

「そうね。あなたも大いに頼りにしているわよ、リ・イン」

「そうカそうカ。いざとなればいつでも救出してやるからナ、泥どろ船ぶねに乗ったつもりで安心するがいいのヨ」

「それ、少しも安心できないんですけどっ!?」

　ステラステラがビシッとツッコみ、サイファカールも情けなさそうな顔で言った。

「というより、自分のことを泥船だって言っちゃってるよ、リ・イン」

　ん？　と首を傾かしげたリ・インだが、すぐに自分の過あやまちに気づいたらしい。

「間ま違ちがえたネ。大おお船ぶねだヨ、大船」

　四人のあいだで小さな笑いが起こった。

　ひとしきり笑っていたサイファカールだが、やがて笑えみを消し、真剣な表情に戻った。

「いずれにせよ、ロキシーヌ対策の肝かん心じん要かなめはステラ、君だ。危険な役目を押しつけて申し訳ないけど、ほかに頼める者はいない。お願いするよ」

　サイファカールが頭を下げてきたので、ステラは慌てて手を振ふった。

「何を仰おつしやいますか。わたしは先せん帝てい陛下からサイファカール様の教育官を任じられたのですから、皇子のために一ひと肌はだ脱ぬぐのは当然のことではありませんか」

「でも、これはもう教育官としての役目を超こえているからね」

「問題ございません。他の家臣の方同様、わたしをご自分の手足だと思って存分にお使いください」

「そう言ってもらえると嬉うれしいね」

　サイファカールが爽さわやかな顔で微ほほ笑えみかけてきたので、ステラステラは少し顔を赤らめ、視線を逸そらせ気味にして応こたえた。

「お、お気になさらずに」

「おい、ステラ」

　名を呼ばれてステラステラが顔を上げると、自分のことをガン見しているリ・インと目が合った。

「何かしら、リ・イン」

「皇子のために一肌脱ぐのはいいけどナ、皇子のために一ひと服ふく脱ぐのは駄目だからナ？」

「なっ!?　あなたじゃあるまいし、そんな破は廉れん恥ちな真ま似ねはしません」

「おおう？　我じゃあるまいしってどういうことかナ？　我もそんな破廉恥なことなんかしないヨ。なぁネムネモ？」

「わたしは一服も二服も脱ぐ覚かく悟ご、完かん了りよう」

「「は？」」

　リ・インとステラステラから疑ぎ惑わくの眼まな差ざしを向けられたネムネモは慌てて顔を背そむけた。

「な、なんでも、ない」

　まだ疑惑の眼差しを向けている二人に向かって、サイファカールが呼びかけた。

「時間的な余よ裕ゆうはないからね。ステラとネムネモには、急いで出立の準備に取りかかってもらおうかな」

「あ、はい、承知しました」

「承知で、す」

　二人は背筋を伸のばして応え、すぐに立ち上がった。

「準備が調ととのったら言ってきて。それまでに連れていく兵の人選をヨーコに頼たのんでおくよ。あまり大げさにするわけにもいかないし。二、三十人くらいでいいかな」

「それで充じゆう分ぶんだと思います」

　ステラステラがそう応えると、サイファカールも立ち上がった。

「僕はみんなの様子を見て回ろう。付いてきてくれるかな、リ・イン」

「地じ獄ごくの底まででも付いていくネ」

「いや、そんなところへ行くつもりはないからね」

　と苦く笑しようしたサイファカールだが、すぐに表情を引き締めた。

（いよいよ始まる。僕がどこまで行けるかが試ためされる大きな舞ぶ台たいの幕が開くんだ。まずは他の役者と同じ舞台に上がらなくては。そうしないと先へは進めないんだから）

　サイファカールはこの先に続くであろう困難を思い、強敵となるであろう何人かの顔を思い浮うかべた。

（皇太子タランティウスと宰さい相しようカルガリ。ビルダバルダス上将軍。そしてチチェリアーナの姉上……だけでなく、ミラニエゥスの兄上も動いたとはね。ミコノス兄弟も怪あやしい動きを見せていると言うし。僕の前に立ち塞ふさがる連中は、まだまだいるだろう。でも）

　サイファカールは多くの強敵の顔を脳のう裏りから追い出し、代わりに彼の優ゆう秀しゆう、有能な臣下の顔を思い浮かべた。

（僕には信しん頼らいできる家臣がいる。強力な家臣がいる。何人もいる。だから）

　サイファカールは決意も新たに歩き出した。

（負けないさ）
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　アンブロウ州からリエンツェ州に入り州都リエンナーレへと向かう街道沿いの街をロキシーヌ軍団が包囲したという一報を受けたときでも、レムリガス将軍はさほど驚おどろきはしなかった。やはりお出いでなすったか、という感想を抱いだいただけだ。

　街を囲んだロキシーヌからは、度たび々たび、使者が送られてきた。

　使者を介かいしてロキシーヌは、レムリガスに参さん陣じんを促うながした。参陣しないまでも、帝てい都とへの進軍を阻はばまないようにとも言ってきた。もし邪じや魔まをするなら強制的に排はい除じよするとも脅おどしてきた。

（さて、どうするかな）

　四人目の使者が持ってきた文書を手にしたまま、レムリガスは考える。

　レムリガスも皇こう帝てい崩ほう御ぎよの急報を受け、リエンツェ州の軍団を集めて臨戦態勢を取らせていたから、囲まれた街に援えん軍ぐんを送ろうとすれば送れた。しかし、送ればロキシーヌと衝しよう突とつすることになる。

（いま殿でん下かと戦ってしまうと、勝っても負けても先の展望が描えがけない）

　そう判断したレムリガスは、ロキシーヌ軍団の領内通過を黙もく認にんするのもやむなしと考えていた。

（囲まれた街から兵ひよう糧ろうを供出して、こちらは気にせず先へお進みくださいと言えば、殿下もそれ以上のことはせずに、おとなしく先へ進むんじゃないか？　なんだったら道案内のための小部隊くらいは出してやってもいい。俺が動くのは殿下の挙兵が成功するのか失敗するのかを見み極きわめてからでいい。あるいは……殿下の挙兵がどうなるにせよ、この騒そう乱らんが長引くのか、それともあっさり収まるのか、それを見極めてからでいい）

　レムリガスは自分の器うつわを弁わきまえていたし、自分の限界を知っていた。

　武将としてなら後れを取らない自信はあるが、帝てい国こくの主ぬしになれると思うほど自惚うぬぼれてはいない。並み居る群ぐん雄ゆうの中を上う手まいこと泳いで、争乱が収まったときに、今の地位を確保できていればいい。多少でも地位が上がっていれば万ばん々ばん歳ざい。それがレムリガスの基本方針だった。

　だから周囲の争いに巻き込まれたくはない。

　帝国の新たな主になろうとする野心溢あふれる者たちは勝手に争ってくれればいいし、誰だれが勝っても大して影えい響きようはないと見ている。彼の頭を占しめるのは、周囲の争いのとばっちりを食わないように上手じようずに立ち回ることだけだ。

　しかし、これほど大きな争いが起ころうとしているときに、部外者、傍ぼう観かん者でいられるはずもなく、レムリガスは早さつ速そく、難しい選せん択たくを迫せまられていた。

（ロキシーヌ殿下をすんなり通してしまうと、ミラニエゥス殿下の側から敵対行動と取られる虞おそれがあるからな）

　ミラニエゥス皇子の動きが予想外に早かったこともレムリガスを悩なやませる大きな要因の一つだった。

　ミラニエゥス軍団が南下を開始しているらしいから、いずれリエンツェ州近くまで進出してくるだろう。そのときにミラニエゥス側から「ロキシーヌに肩かた入いれしている」と認にん識しきされてしまうと、敵として攻こう撃げきされかねない。

（かといって、ロキシーヌ殿下の軍の行く手を遮さえぎれば、ロキシーヌ殿下から敵と認識されてしまう。ロキシーヌ殿下の下もとへ走れば、ミラニエゥス殿下からだけでなく、帝都からも反逆に加か担たんしたと取られるし。弱ったな。当面のあいだ局外中立で行きたいんだがな）

　苦く悩のうするレムリガスを心配して、副官のゲッツェが声をかけてきた。

「とりあえず旗き幟しを鮮せん明めいにするしかないのではありませんか」




　ロムニア帝国の制度だと、副官はあくまで長官や軍団長の補ほ佐さであり、州の副長官ではない。副官が軍団長を兼けん務むすることもあるが、そうでない場合もある。

　ゲッツェは軍団長を兼務しておらず、あくまで州長官レムリガスの補佐役であり、参さん謀ぼう格である。




「そうは言うがな、ゲッツェ、誰に付くか、どのくらいの間合いで付くか、そこが見極められないと判断のしようがないだろうが」

「仰おつしやるとおりですが」

「俺に言わせりゃ、皇太子殿下もロキシーヌ殿下もミラニエゥス殿下も、みんな帯に短し襷たすきに長しなんだよ。偉い大だいな先せん帝てい陛下に比べれば、な。いま全面的に誰か一人に肩入れするなんて、一か八かの博打ばくちみたいなもんだ。気がついたときには全財産を失ってた……なんてことになるぜ？」

「それも、たしかに」

　ゲッツェも渋じゆう面めんを作って頷うなずいた。

「ですが、このままでは、どの勢力からも味方ではないと認識されてしまうのではありませんか？　そうなると、味方ではないなら敵になる前に叩たたいてしまおうか、と考える方が出てくるかもしれません」

「そうなんだよ。そこが問題なんだよ」

　執しつ務む室に置いた大きな執務机に肘ひじを乗せ、レムリガスは頭を抱かかえた。

（この方、戦場では勇ゆう敢かんで決断力に富んでいるのに、机の前に座ると、とたんに優ゆう柔じゆう不ふ断だんになるなぁ）

　大げさに頭を抱えているレムリガスを、副官は少し呆あきれ気味に見やった。

　頭から手を離はなしてレムリガスは、いかにも困り果てたという顔で、机の前に立つ副官を見上げた。

「俺は勝ち馬に乗りたいだけなんだよ、ゲッツェ」

　そんな本音を馬ば鹿か正直に口にしてしまうのもどうかと思うが、ゲッツェは、そんなレムリガスの性向が嫌きらいではなかった。

　とはいえ、レムリガスが選択を誤れば、彼も道連れになる。

　すでに後こう継けい者しや争いの戦乱は帝国全土に及およぼうとしているようだ。であれば、一人、レムリガスだけが局外中立を保てるはずもない。どこかの港（後継者候補）に避ひ難なんしないと、後継者戦争という大おお嵐あらしに巻き込まれて難破するだけだろう。

　ゲッツェは、

（ここは一つ、レムリガス様の首根っこを押さえてでも尻しりを蹴けっ飛ばしてでも、なんとか決断してもらわなくてはならない）

　と思った。

　けれど、誰に付けばいいかという点に関しては、ゲッツェにだって良案があるわけではない。どうすればいいのかわからないのは彼もレムリガスと同じだ。

（せめてもう数日の余よ裕ゆうがあれば、何か新しい材料が手に入るかもしれないんだが）

　レムリガス将軍と副官のゲッツェが二人揃そろって呻しん吟ぎんしていると、新しい判断材料が転がり込んできた。
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「なに？　またサイファカール殿下からの使者が来た？　どうせまたわけのわからん与よ太た話ばなしを持ってきただけだろ。適当に相手をして、適当に追い返せ」

　幕ばく僚りようの一人から報告を受けたレムリガスは不ふ機き嫌げんそうに言い放った。

　すでにサイファカールからは数度、使者が送られてきている。

　最初の使者は、

「第四皇子ロキシーヌ殿下に謀む反ほんの疑いあり」

　と言い立て、

「謀反に加担されませんように」

　というサイファカールの言葉を伝えた。

「言われなくてもわかっております」

　と言って、レムリガスは体ていよく使者を追い払はらった。

　次に来た使者は、驚くべき内容を携たずさえていた。サイファカールがロクサスの街を支配下に置いたというのだ。

　使者からその報告を聞かされたとき、レムリガスも彼の幕僚たちも仰ぎよう天てんしたものだ。

　それが本当なら、ロキシーヌ皇子とミラニエゥス皇子のほかにサイファカールへの対応にも気を遣つかわなくてはならない。だが、よくよく考えてみると、そんなことが可能だとはとても思えなかった。

「東辺境州に追いやられたサイファカール殿下が、どうやったらロクサスの街を陥おとせるんだ!?　辺境州には一個軍団しかいないってぇのに」

　レムリガスはそう言って使者を難なん詰きつした。

　使者は、

「皇子殿下の見事な計略によって」

　と言って、街の攻こう略りやくの模様を伝えたのだが、あまりに見事すぎて、レムリガスや幕僚たちには作り話にしか聞こえなかった。

「お疑いなら誰か人を寄よ越こしてください」

　と言う使者に対して、レムリガスは、

「巫ふ山ざ戯けるな。ロクサスまでのこのこと出かけていったら、ロキシーヌ殿下からこっぴどく叱しかられるわ」

　と取り合わない。

　結局、その使者は追い返し、以降に訪おとずれた使者も適当に相手をして体よくお引き取りを願っていた。

　だからレムリガスは、懲こりもせずまた送ってきたのか、と思ったわけだ。

　ところが。

「それが。今度の使者は女でして、自分のことをロムニエゥス一世陛下によってサイファカール殿下の教育官に任命されたステラステラだと名乗っているのでありますが」

　部下からそう聞いて、レムリガスは眉まゆを顰ひそめた。

「は？　教育官のステラステラ!?　そいつなら知っているぞ。一度、帝都の皇こう宮きゆうで会ったことがある。たしかに陛下によってサイファカール殿下に付けられた奴やつだ。そういえば、殿でん下かが都落ちしたときもそいつは付き従っていたって話だったな。本当に辺境州まで付いていったのか。まぁ陛下に言われたのなら地の果てまでも付いていくだろうが……」

　だからサイファカールの下もとにステラステラがいるのは不思議ではない。

　不思議なのは、ステラステラがサイファカールの使者としてレムリガスを訪ねてきたということだった。

「どういうことだろうな」

　と、レムリガスは不ふ審しんそうな顔を副官に向けた。

「はて」

　ゲッツェも首を捻ひねるばかりだが、やがて彼は一つの可能性に思い至る。

「サイファカール殿下が、送った使者に対するこちらの返答に業ごうを煮にやして送り込んできた……とかでしょうか？」

「おい、待て。それは、殿下が本当にロクサスの街を支配下に置いたってことになるじゃないか」

「……そうなりますね」

「そんなこと、あるわけないだろ」

「たしかに考え難にくいことではありますが。しかしレムリガス様、もしもその使者が本物のステラステラ殿どのだった場合、話だけでも聞いておいたほうがよくはありませんか？」

「……そうだ、な。サイファカール殿下の教育官だし、先帝陛下から任命された奴だし。当然、帝てい都との側にも知人が多いだろうしな。もしかして皇太子側の誰だれかと通じているかもしれない。適当に追い返すってわけにはいかないか」

「あくまで本物であれば、ですが。レムリガス様を狙ねらう刺し客かくという可能性もあります」

　ゲッツェがそう言うと、レムリガスは、

「いや、それはないな」

　と即そく答とうした。

「ありませんか」

「ロキシーヌ殿下ならわかる。俺を暗殺して、リエンツェ州を楽に奪とろうと思えば、多少荒あらっぽい手段も考えるだろう。だが、サイファカール殿下には俺を暗殺する利点がない」

「それは……そうでありますね」

「いちおう会うだけ会っておこう。さすがに殿下の教育官を話も聞かないまま追い返すというのは気が引ける」

「承知しました。引見するよう手配してまいります」

　副官が執務室から出ていくのを見送ったレムリガスは、改めて首を捻った。

（しかし、サイファカール殿下の教育官がなぁ。まさか、殿下がロクサスの街を支配下に置いたってのは、与太話なんかじゃなくて……本当のことなのか？）
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　ステラステラとネムネモは謁えつ見けんの間まに連れていかれ、そこでレムリガス将軍が姿を現すのを待っていた。

　今日のステラステラは、皇子の教育官であり使者であるという立場に相応ふさわしい、地味な色合いの上着を着て裳もを穿はいていた。もっとも、ステラステラは派手な服を着ることなどないから、いつもとそれほど変わらない恰かつ好こうだとも言える。

　ネムネモも副使という立場上、ステラステラ同様、きちんとした上着を着て裳を穿いていた。

　ステラステラは、馬ま子ごにも衣い装しようねと笑っていたが、今までそんな恰好をしたことがないネムネモは、どうも落ち着かない気分だ。

　謁見の間はそれほど広くはない。

　一段高いところに将軍の椅い子すと机が、その横には秘書官の机が置かれていて、秘書官はすでに席についている。低いほうには目通りする側が座るための小さめの椅子が置かれていて、ステラステラはそれに腰こしを下ろして将軍の登場を待っていた。

[image: ]

　ステラステラとネムネモの背後には、帯たい剣けんした衛兵が直立不動の体勢で居並んでいる。二人が少しでも不審な挙動を見せれば即そく座ざに取り押さえられるだろう。あるいは問答無用で斬きられるか。

　ステラステラは緊きん張ちようを隠かくせない。

　彼女の緊張は衛兵が飛びかかってくるかもしれないという恐おそれから来るものではなく、与あたえられた任務──レムリガス将軍をその気にさせる──を全まつとうすることができるだろうかという不安から来るものだった。与えられた任務を全うできなければ、サイファカールの期待を裏切ることになる。それだけは避さけなくてはという思いが、自分で自分に重圧を与えている。

　掌てのひらにじっとりとかいた汗あせを感じつつ、ステラステラは頭の中で何度も何度も話すべきことを繰くり返し確かく認にんしていた。

　やがて自分を案内してきたレムリガス将軍の副官がやって来て、将軍との会見が始まると告げた。

　ステラステラは急いで立ち上がり、将軍の登場を待つ。

　ネムネモもステラステラに釣つられるように静かに立ち上がった。

　将軍はすぐに姿を見せた。

　衛兵を引き連れて歩くレムリガスは、茶系統の軍務服に身を包んでおり、平均より少し背が高く、瘦そう身しんだが筋肉質で、髪かみを短く刈かり揃そろえていた。知らないままその辺ですれ違ちがったら将軍だと気づかないのでは、と思えるほど目立ったところがない。ただ、目つきだけは鋭するどく、その瞳ひとみに油断ならない光を湛たたえている。

　瞬しゆん時じにそれを見て取ったステラステラだが、すぐに面おもてを伏ふせ、将軍が着席するのを知らん顔で待った。

　ネムネモのほうは最初から俯うつむき加か減げんにしている。

　レムリガスが座るのと同時に副官が告げた。

「リエンツェ州長官、レムリガス将軍である」

　ステラステラとネムネモは深々と低頭した。

「お忙いそがしいところ、お時間を取っていただき、まことにありがとうございます」

　挨あい拶さつをするのは専もつぱらステラステラの役目だ。

「ああ、おまえさんたちも遠路遥はる々ばるご苦労だったな。アル＝アラからここまで駆かけてくるのは大変だったろ」

　顔を上げると、ステラステラは胸を張って応こたえた。

「いえ。わたくしどもが参ったのはロクサスからでありますから、それほど大おお事ごとではございません。お気になさいませんよう」

（おいおい、本気か。本当にロクサスを占せん領りようしたってのか!?）

　内心で驚おどろくレムリガスだが、驚きの色を顔に出さなかったのはさすがといえよう。

「そこ。そこのところを詳くわしく聞かせてもらおうか」

　と平静な調子を崩くずさずステラステラに迫せまった。

「はい、それは……」

　立ったまま話し出そうとするステラステラをレムリガスが遮さえぎった。

「まぁどこから来たにせよ、疲つかれてはいるだろう。二人とも座っていいぞ」

「ご配はい慮りよ、痛み入ります」

　ステラステラが頭を下げると、ネムネモも頭を下げた。

　ネムネモは、どちらかというと将軍よりも隣となりのステラステラの様子を窺うかがっている。貴人との会見の経験などほとんどないから、粗そ相そうをしないようにと、ステラステラを見て彼女の応対を真ま似ねているのだ。

　ステラステラが腰を下ろすと、ネムネモも腰を沈しずめた。

　すぐにレムリガスが口を開く。

「これまでもサイファカール殿下から使者が来て、ロクサスを支配下に置いたなんて伝えてきたんだが、俄にわかには信じられないので、適当なことを言うなと追い返していたのさ」

（やはりそうでしたか）

　内心で頷うなずきながら、ステラステラは素知らぬ顔で口を開いた。

「サイファカール様はロキシーヌ殿下の軽挙をお止めするために直接お会いになって話をされたのですが、ロキシーヌ殿下は思い留とどまろうとはなさいませんでした。そこで」




　ステラステラは淀よどみない口調で、これまでのサイファカールの行動を多少の潤じゆん色しよくを加えつつ、レムリガスに話して聞かせた。




「……ということでございまして、サイファカール様は今、アル＝アラ軍団を率いてロクサスの街におられます。サイファカール様がロクサスを完全に掌しよう握あくされているのは間違いございません。留守にしているアル＝アラは、ペリージア州長官であるドゥールドォール将軍麾き下かの軍団が守ってくれています」

（なんだと!?）

　サイファカールがアル＝アラ軍団を率いてロクサスを支配下に置いているというのにも驚くレムリガスだが、その留守を隣りん州しゆうの長官、ドゥールドォール将軍の軍団が守っているという話にも驚いた。

（本当か!?　にわかには信じられないが……）

　レムリガスは頭の中でもう一度、ステラステラの今の話を点検してみたが、理路整然としていてどこにも矛む盾じゆんはなく、はったりや捏ねつ造ぞうとは思えなかった。

（うぅむ。どうやら本当のようだな。本当にサイファカール殿下、敵味方の血を流すこともなくロクサスを奪とってしまったのか。もしこれが殿下の考えで実行されたとすれば……虚うつけ皇子なんかじゃないぞ）

　難しい顔で考え込んでいたレムリガスが、ふと顔を上げた。

「ロクサス占せん拠きよの際、守備兵にも住民にも犠ぎ牲せいは出ていないんだな？」

「サイファカール様に斬りかかってきた五十名ほどの兵に対しては、こちらも剣けんを抜ぬいて撃げき退たいしましたが、それ以外では、兵は捕ほ縛ばくして武装解除しただけでございます」

　すでに今いま頃ごろ、捕縛した兵の一部を解放する作業が進んでいるはずだが、それはレムリガス将軍に言う必要のないことだ。

「街の住民はサイファカール様が皇おう子じ宮きゆうを占拠されたことさえ気づかなかったでしょう。その後、軍団を街に入れたときにも、住民の被ひ害がいはただの一件も出ておりません」

（それが本当だとすれば、見事の一言だな。まぁ、本当に一人も出ていないのかどうかはわからないが、それでもほとんど出ていないのは間違いないようだ）

　レムリガスはサイファカールの隠されていた才能の片へん鱗りんを垣かい間ま見みた気がした。しかし、だからこそ彼の迷いは深くなる。

　ロキシーヌか、ミラニエゥスか、それとも皇太子タランティウスか。その三さん択たくだと思っていたところへ新たな選せん択たく肢しが降って湧わいた。彼はそんな気分になっていた。

　誰だれを選ぶのか。

　言葉を換かえれば、誰が勝ち馬なのか。

　勝ち馬に乗りたいと恥はずかしげもなく公言するレムリガスにとって、誰を選ぶのかということが、己おのれの全存在を賭かけた重要な決断になる。

（まだ材料が足りないな。もう少し。もう少しだけ猶ゆう予よがほしいところだが）

　内心では大いに呻しん吟ぎんしているレムリガスだが、それを悟さとられないように、敢あえて明るい表情を作り、冗じよう談だんに託かこつけて言った。

「ところで。サイファカール殿でん下かからの伝言はそれだけか？　俺を味方に誘さそうとか、俺に軍資金を援えん助じよしてくれるとか、そういう前向きな話はないのか？」

「前向きかどうかはわかりませんが、サイファカール様からレムリガス将軍へのお願いはございます」

　というステラステラの意味深な言葉に、レムリガスは思わず身を乗り出していた。

「なんだ？」

　ステラステラはそれまでにも増して真しん剣けんな表情を作ると、徐おもむろに口を開き、凜りんとした声を発した。




「誰の味方をするかは将軍の裁量だから僕は口を出さない。が、謀む反ほん人ロキシーヌ皇子に付くことだけは避けたほうがいいと言っておく。彼はもう本ほん拠きよ地ちを失っている。僕がロクサスに居座っている以上、本拠地からの補給も利きかない。本拠地を失ったことは、いずれ自軍の兵にも知られる。兵たちの動どう揺ようは計り知れないだろう。そんな状じよう況きよう下かで第四皇子の軍団が帝てい都とに迫れるとは思えない。将軍が、そこの判断を過あやまたないことを僕は願う」




　サイファカールの言葉を一息で伝えたステラステラは、口を閉じ、恭うやうやしく頭を下げた。

　頭を上げると、ステラステラはなおも言葉を継ついだ。




「僕の言葉を疑うのなら、誰か人を寄よ越こしてロクサスの街をその目で確認してもらうのがいいだろう。その際には僕と直じかに話ができる。いろいろな条件について話すことは、お互たがいの損にはならないと思うからね」




　ステラステラに託たくされたサイファカールの言葉を聞いて、レムリガスの瞳が妖あやしい光を放った。

「いや、殿下のお言葉を疑うわけじゃありませんが」

　レムリガスは、サイファカールを前にしているかのように頷いた。

「そうですな、一度、こちらからも使者を送って、殿下と話をさせてもらうのがいいかもしれませんな」

「ぜひお願いいたします。アンブロウ州の差配に関しても、どなたかとご相談しなくてはならないところでございますし」

（さて、ここで将軍がどう出るか）

　撒まき餌えを撒いたステラステラは上うわ目め遣づかいでそっと将軍の様子を窺い、次に隣にいるネムネモに視線だけを向けた。

　彼女は身み動じろぎもせず、彫ちよう像ぞうになったかのように椅い子すに座っている。

（その場合には、サイファカール様への報告、よろしく頼たのみましたよ、ネムネモ）

　ステラステラは内心でそっと声をかけた。

　レムリガスは傍かたわらに控ひかえていた副官を呼んで、何事か耳打ちしている。

　少し腰こしを屈かがめ気味に将軍の話を聞いていた副官が、

「は。承知いたしました」

　と応えて背筋を伸のばすと、レムリガスは、ステラステラとネムネモのほうへ顔を向けてきた

「俺の副官、ゲッツェだ。こいつが使者としてロクサスまで赴おもむき、サイファカール殿下にお目通りを願うことにした」

「ゲッツェであります。よろしくお願いいたします」

　ひょろ長い体型の副官が壇だん上じようから挨拶を寄越したので、ステラステラとネムネモも頭を下げる。

「正使のステラステラです。こちらこそ、よろしくお願いいたします、ゲッツェ殿どの」

「副使のネムネモ、です。よろしくお願い、いたします」

「このあと、急ぎ支し度たくを調ととのえます。出立は本日の昼過ぎでよろしいでしょうか？」

（急いでいるのはこちらもそちらも同じですね）

　ステラステラは内心で苦く笑しようしつつ、素知らぬ顔で答えた。

「それでけっこうでございます。わたくしと副使とでご案内いたします。何人ほどお連れになりますか？」

　すると、レムリガスが彼女の言葉を遮った。

「いや。サイファカール殿下から送られた正使殿を手ぶらで帰すわけにはいかない。俺が歓かん待たいの宴うたげを張るから、正使殿にはここに残っていただいて、ゲッツェの案内は、そちらの副使殿にお願いするとしよう」

　ステラステラは内心でため息を吐ついた。

（やはりそう来ましたか。まぁ予想はしていたので驚きはしませんけれど）

　つまりレムリガスは、何かあったときのために人質として残ってもらう、と言っているわけだ。副官が無事に戻もどってこられないときは、ステラステラの身の安全も保証されないことになる。




　レムリガス将軍がステラステラを留め置くことは充じゆう分ぶんに考えられた。だからサイファカールとしては、ステラステラを送り込むことは苦く渋じゆうの選せん択たくだった。

　けれど、この役目をこなせる人物は彼女しかいない。

　サイファカールの迷いを察したステラステラのほうが、それでかまいませんと申し出たので、サイファカールも最終的な決断を下したのは見てきたとおりだ。




（仮にこの先、この将軍と手を結ぶようなことがあるならば……むしろ将軍がそのくらい用心深いほうがサイファカール様にとっては安心できるでしょう）

　だからレムリガスが、自分を留め置いて返さないつもりであることを知っても、ステラステラは慌あわてなかった。

「わたくし如ごときを歓待する必要などございません。用意していただいた部屋でおとなしくしておりますので、どうかご心配なく」

（自分がどういう立場に置かれているかは承知していると。頭のいい奴やつだな。亡なき陛下が皇子の教育係としてわざわざ付けたんだ、当然か。この女は信用できそうだな）

　と思ったレムリガスだが、サイファカールのほうは信用できるかどうか心こころ許もとない。噂うわさほど虚け者ではなさそうだが、皇子が何を考え何を狙ねらっているのかを確かめない限り安心はできない。

（それはゲッツェに任せるとして、問題はロキシーヌ殿下にどう応対するかだが……いや、そもそもロキシーヌ殿下はロクサスをサイファカール殿下に押さえられてしまったことを知っているのか？）

　そこを疑問に思ったレムリガスは、ステラステラに訊きいてみることにする。

「丁てい重ちようにおもてなししますので、ご安心を。ところで。ロキシーヌ殿下はロクサスにサイファカール殿下がいらっしゃること、ご存知なのですか？」

　ステラステラは澄すました顔で、そうですね、と小首を傾かしげた。

「そろそろ情報が漏もれ伝わる頃ころ合あいではないかと思われます」

（ということは、そろそろ将兵に動揺が走る頃……ってことになるな。もう少し時じ間かん稼かせぎをしておくか？）

　などと対応策を巡めぐらせつつ、レムリガスは立ち上がった。

「では、正使殿はこちらへ。副使殿はゲッツェが控え室までご案内せよ」

　ステラステラとネムネモがゆっくりと立ち上がった。

　ステラステラは自分を見やっているネムネモに向かって声をかける。

「ゲッツェ殿のご案内、よろしく頼みましたよ」

「頼まれまし、た」

　とネムネモが頷うなずいた。

　ステラステラは将軍が引き連れている衛兵に囲まれ。

　一方、ネムネモはゲッツェが連れた衛兵に囲まれ。

　二人は謁えつ見けんの間まから別々に出ていった。

　最悪の場合、二度と互いの顔を見ることがないかもしれない。すでに覚かく悟ごを決めているステラステラはともかく、ネムネモのほうは少し感傷的な気分に陥おちいった。




　　　　４




　ステラステラのために用意されたのは、思いの外ほか広くて快適な部屋だった。

　将軍はステラステラのために専属の侍じ女じよ二名と数名の女性衛兵を付けてくれたが、衛兵のほうは、ステラステラを護衛するためというより彼女を見張るためという役割のほうが大きいのは確実だ。とはいえ、監かん禁きん状態に置かれることも覚悟していたステラステラからすれば寛かん大だいな処置だと言える。

「用があればこいつに頼め」

　とレムリガス将軍は侍女の一人を指し示した。

「人を呼びたいときもこいつに言えばいい。ただし。勝手に出歩くような真ま似ねはするな。その場合、問答無用で斬きられても責任は持てないからな。あんたは大切な客だ。無責任な真似は慎つつしんでくれ」

　というレムリガスの言葉に噓うそはなさそうだ。

（つまりこれは、将軍の中でサイファカール様の比重が大きくなっていることの裏返しでしょう。これでわたしに危害が加えられる虞おそれはなくなったわけですから、そこは歓かん迎げいしてもいいわね）

　ステラステラは今後の展開に思いを馳はせた。

　仮に万が一、レムリガスが予想に反してロキシーヌと手を結んでしまえば、将軍はサイファカールと敵対することになる。そうなったときはステラステラの身の安全は保証されなくなるわけだが、その可能性は大いに減ったとステラステラは断じた。

（むしろ、将軍はロキシーヌ殿でん下かと手切れする方向で動くのではないかしら。だとしても直ちに将軍がサイファカール様と手を結ぶわけではないでしょうけれど）

　ステラステラは、ふぅ、とため息を吐つくと、改めて室内を見回した。

　寝しん室しつはべつにあるので、ここに寝しん台だいは見当たらない。

　女性衛兵は廊ろう下かや控えの間に陣じん取どったので、室内にいるのはステラステラと二人の侍女だけだった。二人とも淡たん色しよくの侍女服──裳もの裾すそ丈たけはかなり短かった──に身を包んでいる。そのうちの一人が進み出てきてステラステラに頭を下げた。

「あなた様のお世話をさせていただくミモーネと申します。よろしくお願いいたします。こちらはカエラです」

　ミモーネと名乗った侍女は、上背は高くもなく低くもなくといったところだが、均整の取れたしなやかな体つきをしているように見えた。髪かみは肩かたの辺りで切り揃そろえていて、顔の造ぞう作さくも美しく整っている。

（ただ……なんでしょう、侍女と言うには危あやうい薫かおりがしますけど。喩たとえるなら……ネムネモに通じるような野生の薫りというのかしら）

　侍女から受ける印象の意味をステラステラが考えていると、もう一人の侍女も進み出て頭を下げた。

「カエラでございます。よろしくお願いいたします」

「ステラステラです。こちらこそ、よろしくお願いしますね」

「では、カエラ、ステラステラ様にお茶と茶ちや菓が子しを」

「はい」

　ステラステラに恭うやうやしく頭を下げると、カエラは控えの間に通じる扉とびらから出ていった。

「お茶と茶菓子はすぐに来るでありましょう。そのあいだを利用して、ステラステラ様」

「何かしら？」

「お召めし物をお脱ぬぎください」

「はい？」

　ミモーネは眉まゆ一つ動かさないまま、重ねて言った。

「聞こえませんでしたか？　ではもう一度、言わせていただきますが。お召し物をお脱ぎください、ステラステラ様」

「なっっ？　どういうことですっっ!?」

（まさか、この侍女、虜りよ囚しゆうを虐いじめ弄もてあそぼうという……）

　服を手で押さえて跳とび退すさったステラステラは、自分を見ているミモーネの目があくまでもどこまでも冷え冷えとしているのを見て取り、自分の考え違ちがいを悟さとった。彼女は仕事をしようとしているにすぎない。冷静に、冷れい徹てつに、冷れい淡たんに、冷れい酷こくに、自分の仕事をこなそうとしているだけだ。

「おとなしく脱いでいただけると助かります。大事なお客様に手て荒あらな真似をいたしたくはございませんので」

　見るとミモーネの右手には、いつの間にか薄うす刃ばの短たん剣けんが握にぎられていた。

　ステラステラはミモーネが短剣を取り出す気配すら察知できなかった。

（間違いないわ。彼女は侍女なんかじゃない。ネムネモと同類ね。いえ、もしかすると、暗殺や破は壊かい工作などを生業なりわいとする、その道の専門家かも）

　そのミモーネが服を脱げと迫せまってきた。けれどステラステラに危害を加えたり弄んだりするつもりはないようだ。

（ということは……）

　ステラステラは置かれた状じよう況きようを理解しようと頭を回転させる。

（そうか。彼女はわたしが逃にげ出す可能性を徹てつ底てい的てきに排はい除じよしておきたいと、そういうことなのね）

「わたしが裸はだかになっていれば、何か突とつ発ぱつ的な事故や事件で混乱が起きたとしても簡単には逃げ出せない。そういうことなのね？」

「驚おどろきました。ステラステラ様、頭がよいのでございますね。頭がよいだけでなく、冷静沈ちん着ちやく、状況判断も見事でございます」

　ステラステラは肩をすくめて皮肉の視線をミモーネに向ける。

「お褒ほめに与あずかり恐きよう縮しゆくね」

　そんなステラステラの視線を平然と受け流し、ミモーネは澄まし顔で軽く頭を下げた。

「ステラステラ様の仰おつしやるとおりです。あなた様はレムリガス将軍様にとって大事なお客様でございますので、万が一にも逃げられては困ります。ですから逃げられないような恰かつ好こうになっていただきたいと、そういうお願いなのでございます。もっとも」

　そこで言葉を切ったミモーネが、意味深な視線をステラステラに向けてきた。

「ステラステラ様が男の衛兵や男の使用人の前を裸で駆かけ抜ぬけていくだけの勇気の持ち主であれば、話は別なのでございますが」

　ステラステラはぶるぶると首を横に振ふる。

「そんな勇気は、いえ、蛮ばん勇ゆうは持ち合わせていないわね」

　ミモーネはにっこりと笑って言った。

「では、脱いでいただけますか？」

　顔は笑っているが、瞳ひとみには冷たい光が灯ともったままだった。彼女なら、にこやかに笑いながら人を刺させるだろう。

　ステラステラはあきらめ顔で小さく首を左右に振る。

「わかりました。脱ぎます。でも……」

　ステラステラは上うわ目め遣づかいに相手の顔を窺うかがう。

「どこまで脱げばいいのかしら？」

「全部でございます」

　ステラステラは悲鳴を上げて跳び上がった。

「全部っっ!?」

「はい。全ぜん裸らで真まっ裸ぱですっぽんぽんになっていただけるとありがたいのですが。わたくしも楽しめますし」

「……はい？」

　ステラステラが疑念に満ちた目をミモーネに向けると。

「というのは半分冗じよう談だんでございますが」

（半分なのっっ！）

　ステラステラは内心で悲鳴ともツッコミともつかない叫さけびを上げた。

「そうでございますね。下帯は着けたままでもよろしいかと」

「む……胸むな覆おおいは？」

「外してください」

「ううぅ……胸覆いくらい、いいじゃない」

「え？　下帯も脱ぎたいと仰りますか？　ありがとうございます」

「わわわ、わかったわ。胸覆いも外します。外せばいいんでしょ！」

　半ばやけくそでステラステラがそう叫ぶと、ミモーネは眉一つ動かさないまま、ありがとうございます、と頭を下げてきた。

「頭がよく冷静沈着、状況判断に長たけ、度胸もおありになる。ステラステラ様が男子だったら、惚ほれているところでございます」

「あなたに惚れられるとか、ぞっとしないわね」

　と嫌いやみを言いつつ、ステラステラは服に手をかけた。そして上着を脱いだところで手を止める。

「そんなふうにガン見されていると凄すごく脱ぎ難にくいのだけれど。せめて脱ぐあいだだけでも向こうを向いていてもらえないかしら」

「駄だ目めでございます」

「どうしてっ!?」

「わたしが横を向いたとたん、ステラステラ様が襲おそいかかってくるかもしれないではございませんか。隙すきは微み塵じんも見せられません」

「……わたし、あなたが横を向いていようが後ろを向いていようが、襲いかかって勝てる気がしないのだけれど」

「はい。わたくしも、たとえ寝ねていてもステラステラ様になら負ける気がいたしません」

　ステラステラは情けない顔になって俯うつむいた。

「そうかもしれないけど。そこまであからさまに断定されると悲しくなるわね。でも」

　顔を上げると、ステラステラはミモーネに食い下がる。

「だったら、ほんのちょっとだけ横を向いてくれてもいいんじゃないかしら」

「それはできません」

「ですから、どうして!?」

「わたくしがステラステラ様の脱だつ衣いを鑑かん賞しようしたいからでございます」

　よろっっ。

　大きくよろめいたステラステラは、なんとか足を踏ふん張った。

「先ほども申しましたように、わたくし、ステラステラ様に半ば惚れかかっております。惚れた女子の脱衣を見たいと思うのは人として自然な欲よつ求きゆうだと思うのでございますが」

「男子なら自然でしょうけど、女子としてはどうなのかしらねっ！」

「では、わたくしが男子であるなら、ステラステラ様の脱衣の鑑賞、許される行こう為いなのでございますね？」

　ぎくぎくぎくぅっっ。

　ステラステラは思わず上体を引いて、強こわばった顔でミモーネを見やった。

（まさか、本当は男なの!?）

　見た目は可か愛わいい女子なのに本当は男子──しかも股こ間かんに凄い槍やりを持っている──という実例を知っているだけに、相手の言葉を一いつ笑しように付せないステラステラだった。

「というのは大おお噓うそですが」

　がくぅっっ。

　ステラステラは思い切りずっこけてしまった。

「今からその証しよう拠こをお見せいたしましょう」

　と言うや否いなや、ミモーネは右手の短剣で自分の衣い装しようをずたずたに切り裂さいてしまった。

　胸覆いと下帯だけになったミモーネの両胸はそれなりの高さで盛り上がり、腰こしはくびれ、臀でん部ぶはしっかりと張り出し、どこをどう見ても女子の体型だった。

　密ひそかに安あん堵どの息を漏もらすステラステラだが、すぐに、はっと我に返る。

「なっなんであなたが脱いでいるのっ!?」

「ですから、ステラステラ様が逃げ出す可能性を極力、潰つぶしておくためでございますよ」

　そう言ってミモーネが胸覆いまでもを短剣で切り裂くと、彼女の両胸が露あらわになった。大きさ的には過不足のないといった程度だが、ミモーネの乳ち房ぶさは均整の取れた美しい形をしていた。

　一いつ瞬しゆん、目を奪うばわれたステラステラだが、すぐに彼女の意図を察した。

「……ああ。そういうこと」

　ステラステラが納なつ得とく顔で頷うなずくと、ミモーネの眉がピクリと動いた。

「今の説明でわたくしが脱いだ理由がわかりましたか」

「要するに、わたしがあなたの衣服を奪う可能性を消したのね」

「さようでございます。ステラステラ様が裸になっても、わたくしが服を着たままですと、何かの拍ひよう子しに奪われてしまう虞おそれがございます。そうなれば、ステラステラ様は、わたくしの衣装で部屋から出て行けるわけでございますから、その可能性を消しておくのは重要なことなのでございます」

「わたしがあなたから衣装を奪う可能性が思いつけないのですけど」

「たしかに可能性はとても低いでございましょう。ですが皆かい無むではない以上、対策を取っておくのは必要かと」

「それって、誰だれかに命令されているの？」

「いいえ。これはステラステラ様のお世話を命じられたとき、わたくしが必要だと考えたことでございます」

「なるほど」

　と頷いたステラステラは、内心でこうつけ加えた。

（あなたも頭がいいのね）

「さて、わたくしはこうして脱ぬいだのでございますから、ステラステラ様も脱ぎ易やすくなったのではございませんか？　それとも」

　下帯姿になったミモーネは、両手を肩かたの高さに掲かかげ、じりっと一歩を踏み出した。

「あくまで抵てい抗こうなされるのであれば、わたくしが脱がせて差し上げるしかございません。といいますか、むしろ脱がせたいので抵抗していただいたほうが楽しいのでございますが。その場合、わたくしの手が滑すべって、いろいろ触さわってしまうかもしれないでございますが。むしろ揉もんでしまうかもしれないでございますが。それは事故でございますので、ご容よう赦しやくださいませ」

　ステラステラの肌はだが粟あわ立だった。ミモーネに取り押さえられたら、ステラステラでは抵抗のしようがないだろう。

（洒しや落れや冗談ではなく、本気で揉まれてしまいます！）

「そ、その必要はありません！　自分で脱ぎます、外します！」

　ステラステラは大急ぎで下着──上着の下に着る衣服──と裳もを脱ぎ、手を止める間まもなく胸覆いを剝はぎ取った。

「こ、これでいいかしら!?」

　下帯だけになったステラステラは、屈くつ辱じよくに身を震ふるわせながらも敢あえて胸を張った。

「素す敵てきでございます」

（何がっ!?）

「ステラステラ様のように、頭がよく冷静沈着で、状況判断が的確で度胸がおありになり、綺き麗れいな肌をしていてお胸が美しいお方にお目にかかったのは初めてでございます」

　ミモーネの視線がステラステラの両胸に固定されているのがとても恐こわい。彼女の顔に、何やら賛美の色が浮うかんでいるのがもっと恐かった。

「こ……これで文句はないのよね？」

「文句などあるわけがございません」

　自分の全身に視線を這はわせているミモーネの注意を、ステラステラはなんとか逸そらそうと試みる。

「そういえば、お茶。お茶はどうしたのかしら。遅おそいわね？」

「あ、お茶でございますね。忘れておりました」

　控ひかえの間に通じる扉とびらまで歩み寄ったミモーネが扉を開けると、盆ぼんを手にしたカエラが入ってきたが、彼女もまた下帯だけの恰かつ好こうだった。

　それを見たステラステラはジト目になってミモーネに顔を向けた。

「徹てつ底ていしているのね」

「ステラステラ様がカエラの衣服を奪う可能性も排はい除じよしておきませんと。それから」

　方ほう卓たくにお茶と茶ちや菓が子しの入った茶器と皿を並べているカエラに目をやってから、ミモーネは言葉を継ついだ。

「予あらかじめお断りしておきますが、カエラを人質にしようとしても無む駄だでございます。そのような場合、わたくしはカエラと共にあなた様を刺すつもりでございますので、どうか自重してくださいませ」

　ステラステラが目の前で茶器と茶菓子を並べているカエラに顔を向けると、彼女はちらっとステラステラに視線を寄よ越こした。

「無駄でございますので」

　そう言って彼女は小さく頷いてみせる。

（本気ね。ミモーネもカエラも本気だわね。まぁ、わたしが襲いかかっても、ミモーネどころか、このカエラにも勝てないでしょうけど）

　ため息を吐ついたステラステラは、逃にげるという選せん択たく肢しを完全に捨て去った。

　ミモーネに見張られていては、たとえネムネモやリ・インが救出に来てくれたとしても成功は覚おぼ束つかない。

（おとなしく解放されるのを待つしかない……か。そうなると、何をして暇ひまを潰せばいいかしら、ということになるわね）

　ステラステラはちらっとミモーネに視線を向けた後、部屋に置かれている長なが椅い子すに腰を下ろして茶器に手を伸のばした。

　自分の恰好のことはとりあえず忘れて、少し温めのお茶を飲みながら、ステラステラは今後のことを考える。

（副官殿どのの戻もどりは明日あした、いえ、明後日あさつて以降かしら。それまでは、ここでおとなしく待っているしかないわ。それまですることもないし、本も持ってきていない。さて、困ったわね。ミモーネに話し相手になってもらうわけにもいかないし）

　そのとき、ステラステラの脳のう裏りにある考えが閃ひらめいた。

（そうだわ！　帝てい都とを出てからこれまでのことを備忘録として書き留めておく……なんてのはどうかしら。いずれ必ずサイファカール様の偉い業ぎようを振ふり返るときが来るもの。そのときのために）

　自分の思いつきに目を輝かがやかせたステラステラは、ミモーネに弾はずんだ声をかけた。

「ちょっといいかしら、ミモーネ」

「はい、なんでございましょうか、ステラステラ様？」

「ペンとインク、それに羊よう皮ひ紙しがあったら貸してもらえないかしら」

「少々、お待ちください」

　ミモーネは控えの間に通じる扉を開け、カエラを呼んで、ステラステラが所望する物を告げた。その間ずっと半はん身みのままで、ステラステラを決して視界から外さない様は大したものだった。

「カエラに取りにやらせました。すぐにお持ちできるでしょう」

　頷いたステラステラは、黙だまってカエラの戻りを待った。




　待つことしばし。

　やがてカエラは、何枚もの羊皮紙とペンとインクの入った容器にインク皿を載のせた盆を両手で持って戻ってきた。相変わらず下帯だけの恰好だが、あれで部屋から出ているはずがないので、たぶん控えの間で侍じ女じよ服を着たり脱いだりしているのだろう。

（わたしなんかのために、ご苦労なことね）

　ステラステラは皮肉とも自じ嘲ちようともつかない笑えみを浮かべてしまう。

「お待たせいたしました。これでよろしいでしょうか？」

　そう言ってカエラがペンとインクの入った器うつわ、羊皮紙を卓上に置く。

「ああ、これでいいわ。どうもありがとう」

　ステラステラがそう声をかけると、裸はだかのカエラは恥はじらいも見せず、

「どういたしまして」

　と低頭して立ち去っていった。

「書き物をしたいのだけど、いいかしら？」

　ステラステラがミモーネに訊きくと、彼女は真まっ直すぐ背筋を伸ばした美しい姿勢と真ま面じ目めくさった顔で応こたえてきた。

「お好きなだけ、どうぞ」

　が、彼女は下帯しか身に着けていないので、どうにも違い和わ感かんが拭ぬぐえない。

（いえ、下帯だけなのはわたしも同じですし。彼女からすれば、こんな恰好でペンを手にして羊皮紙に向かっているわたしに違和感を、むしろ滑こつ稽けいさを感じていることでしょう。だからお相あい子こね。もう気にするのは止やめます。いま、わたしがするべきことは）

　インク皿にインクを注ぎ、ペンを手にしたステラステラは、ペンをインクに浸ひたし、卓上に広げた羊皮紙に向き直る。

（備忘録を書き留めることだわ。さて、題名はなんとしておこうかしら。そうね、ロムニア帝てい国こくの興亡記とでもしておきますか）

　ステラステラはこれまでのことを勢いよく羊皮紙に書きつけていく。

　部屋の暖だん炉ろでは盛せい大だいに薪まきが燃えているので、裸でもあまり寒くはない。

　やがてステラステラは自分がどんな恰好なのかを忘れ、自分を見張っているミモーネの存在までも忘れ、備忘録の執しつ筆ぴつに没ぼつ頭とうしたのだった。
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　副官を案内したネムネモ一行がロクサスへ戻ったのはリエンツェ州の州都を出た翌々日のことだった。リエンツェ州内にはロキシーヌ軍団が居座っているから、それを避さけようと迂う回かいしたため、急いだ割には時間がかかってしまったのだ。

　途と中ちゆうでネムネモは使節団の中から二人ほどを抜ぬき出し、ロキシーヌ軍団の様子を探さぐらせに遣やった。軍団がどんな動きをしているのか──先へ進む準備をしているのか、それとも腰こしを落ち着けているのか、それともロクサスが占せん領りようされたことを知って慌あわてふためいているのか──確かく認にんしておいて、とステラステラに言われていたからだ。

　二人を送り出したネムネモは、ロクサスを目指してひたすら馬を走らせた。レムリガス将軍の副官と彼が連れている二十名ばかりの兵もみな騎き乗じようが上う手まい者ばかりだったので、遅おくれが最小限で済んだのはありがたかった。

　そうして翌々日の午後遅くに、副官のゲッツェ一行を先導したネムネモ以下の使節団はロクサスの街へと走り込んだのだった。




　　　　６




「これは……本当にアル＝アラ軍団だ」

　城門の警護に就ついている兵と、そこに掲かかげられた軍団旗を見て、副官ゲッツェは驚おどろきを隠かくせない。

　彼の随ずい員いんたちなど、目を見開いてあちこちを見回している。

（間ま違ちがいない。ステラステラ殿どのの言うとおり、いまロクサスを掌しよう握あくしているのは、東辺境州の長官であるサイファカール皇子だ）

　ゲッツェを案内してきた使節団副使のネムネモが城門警護の兵と話を始め、直後、兵が誰だれかを呼びに城内へと走っていった。

　待つほどしばしで、白しろ銀がねの鎧よろいに身を包んだ一人の大おお柄がらな女子が姿を現した。

　すぐにネムネモが彼女の下もとへ駆かけ寄っていったので、ゲッツェは幹部の一人なのだろうと見当をつける。

　副使の衣い装しようを着込んだ、らしくない恰好のネムネモを見て、フレイヤが、ぷ、と小さく噴ふいた。

「馬ま子ごにも衣装とはよく言ったものでありますな」

　フレイヤが囁ささやくようにそう言うと、ネムネモは眉まゆを顰ひそめ、フレイヤの顔を睨ねめつけるように見上げた。

「あれ？　なに？　喧けん嘩か売って、いる？」

「いえいえ、そんなことはありませんよ。ネムネモ殿も、着る物を着ればとても女らしく見えると誉ほめているのであります」

「それっていつもの恰好だと女らしく見えないってことだ、よね？」

「おや？　そう聞こえてしまったでありますか？　それは失礼したであります」

　真面目くさった顔でフレイヤが一礼すると、ネムネモの表情がさらに険しくなる。

「馬ば鹿かにしてる、の？　してるんだ、ね？　一度痛い目見て、みる？」

「止やめておいたほうがいいでありますよ。そんな恰好では、万に一つの勝ち目もないであります」

「勘かん違ちがいしないほうが、いい。こんな恰好でもフレイヤに勝つくらいなら楽、勝」

「ほほう。面おも白しろいことを言うでありますな」

「面白くは、ない。当然の、こと」

「ならば痛い目を見るがいいであります！」

「痛い目見て泣くのはフレイヤの、ほう！」

　すざっと跳とび退のいて距きよ離りを取った二人は、恐おそろしいほど力の籠こもった視線で相手を睨にらみつける。

　二人の周囲で闘とう気きが渦うずを巻いた。

　周りにいた兵が思わず一歩、二歩と後あと退ずさるほどの凄すさまじい闘気だった。

（な、なんだ？　何が始まったんだ!?）

　下馬したまま待機していたゲッツェが、今にも衝しよう突とつしそうな勢いで対たい峙じする二人を見て驚き、困こん惑わくする。

「フレイヤ様、落ち着いて！」

「ネムネモ様も。リエンツェ州の御使者殿が見ていますよ！」

　周囲にいた兵が慌てて止めに入り、フレイヤもネムネモも我を取り戻す。

「命拾いしましたね、ネムネモ」

「それはこちらの、台詞せりふ。いつかその目め障ざわりなおっぱいを食いちぎって、やる」

「おおお、おっぱいは関係ないでしょう!?　というより。わたしの胸は南瓜かぼちやではありませんよ！」

　フレイヤは両りよう腕うでで胸を隠すようにして小さく叫さけんだ。

「南瓜のほうが飢うえを凌しのげるだけ、マシ」

　フレイヤが柳りゆう眉びを逆立てた。

「聞き捨てならないことを！」

「ですから。御使者の前で止めてくださいってば、フレイヤ様！」

「ネムネモ様も、その辺で！」

「う……わかっ、た。ごめん」

　ぺこりと頭を下げるネムネモにフレイヤが応えた。

「まぁ、いいでありましょう。ですが、いずれ決着はつけるでありますよ」

「望む、ところ。フレイヤとリ・インはわたしの、敵」

「単なる胸への逆さか恨うらみですか！」

　というフレイヤのツッコミを無視してゲッツェのところへ引き返したネムネモは、彼の困惑など知らぬ顔で右腕を水平に伸のばした。

「あれがサイファカール様の親衛隊長フレイヤ。ここから先は彼女が案内しま、す」

「あ、そうです、か」

　困惑を張りつけたままゲッツェが顔を向けると、フレイヤが歩み寄ってきて丁てい寧ねいな挨あい拶さつを寄よ越こした。

「わたしがサイファカール様の親衛隊長を務めているフレイヤと申す者であります。ようこそお出いでくださいました。すぐにサイファカール様のところへご案内いたします」

　フレイヤと名乗った女を見やり、ゲッツェは感心した。

（この女、できるな。副使殿どのも使者には似つかわしくないほどの腕だと思っていたが……もしかしてサイファカール殿でん下かのところには、こんな凄すご腕うでがごろごろいるのか？）

　ゲッツェとネムネモ、そしてゲッツェが率いているリエンツェ州の使節団は、フレイヤと彼女が率いる兵に先導され、城門を抜け、南北に連なる幅はば広びろの大通りを歩き、街の奥にある皇おう子じ宮きゆうに向かった。

　その間、ゲッツェはさりげなく街の様子に目を凝こらしたが、街中は至って平へい穏おんで、住民の様子もふだんと変わらないように見受けられた。大通りに並ぶ露ろ店てんも、ふつうに商あきないを行っている。

（とくに混乱もなし、か。兵の力で無理やり押さえ込んでいるようでもないし）

　街を攻こう略りやくして占領したにしては、街中があまりにも平穏無事なことにゲッツェは驚き、同時に感心した。

（大したものだな。サイファカール殿下は虚うつけ皇子という評判だったが……臣下に優ゆう秀しゆうな者が付いているのかもしれないな）

　ゲッツェは横を歩くネムネモをちらっと見やり、次いで前を歩くフレイヤの背中に視線を向けた。

（そういえば殿下の任地は東辺境州だったな。あそこは犯罪者紛まがいの荒あらくれ者が送られていく吹ふき溜だまりみたいなところだと聞いたが。そんな奴やつらが、いきなり州長官としてやって来た若い皇族の言うことを素す直なおに聞くものかな。どうもわからないことだらけだ。その辺のことは、サイファカール殿下にお目にかかれば、ある程度はわかるだろうが）

　などと考えているうちに、ゲッツェ一行は皇子宮に到とう着ちやくした。

　内ない壁へきに囲まれた宮城に入り、なおも歩いて、いちばん大きな石造りの建物、政庁舎へと辿たどり着いた。

（街の規模も宮城の規模も、リエンツェ州の州都よりも大きいな。街中にいたアル＝アラ軍団の兵も、あまり目立たなかったし）

　とゲッツェが密ひそかに感心していると、振ふり返ったフレイヤから声がかかった。

「どうぞ。こちらです」

　するとネムネモが、

「自分はここで失礼します」

　と申し出てきた。

「お疲つかれ様でした」

　ゲッツェが頭を下げると、彼女もぺこりとお辞じ儀ぎをした。

「またお目にかかれることを願って、ます」

「こちらこそ」

　ネムネモと別れたゲッツェは、部下と共にフレイヤに招き入れられ、政庁舎の建物に足を踏ふみ入れるのだった。
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「やあ、よく来てくれたね」

　謁えつ見けんの間まに現れたサイファカールは、両手を広げ、にこやかな笑え顔がおでゲッツェに対して気さくに声をかけてきた。

　謁見の間に出たのはゲッツェだけで、部下はすべて控ひかえの間に待たせてある。

　一段高いところに立つサイファカールの斜ななめ前、段を下りたところにフレイヤが仁に王おう立ちになっている。

　皇子の左右に警護の兵が並んでいて、そのうちの一人が超ちようのつくほどの巨きよ漢かんだったのに一いつ瞬しゆん目を奪うばわれたゲッツェだが、すぐに視線を戻もどし、サイファカールに向かって丁寧に腰を折り頭を下げながら挨拶を返した。

「リエンツェ州長官、レムリガス将軍の副官を務めておりますゲッツェ・ゲルヴァルグであります。どうぞお見知りおきください」

「ご苦労様。座って」

　サイファカールが段上の大きな椅い子すに腰こしを下ろしたので、ゲッツェも用意された椅子に座った。

（立たされたままだと思ったが……お優やさしいな、しかし。これが第六皇子、サイファカール殿下か）

　サイファカールはにこやかな笑みを浮うかべたままだが、自分に向ける視線は妙みように鋭するどく、ゲッツェはなんとなく落ち着かない気分になる。

「端たん的てきに言おう。君も見てきたように、いまロクサスの街は僕が支配している。この前提で話を進めるけど、問題ないかな？」

　ゲッツェにとって、それはもはや事実なので、彼は大きく頷うなずいた。

「はい、ございません」

「ということは」

　そこで言葉を切ると、サイファカールはゲッツェを見つめた。すべてを透とう徹てつするような皇子の視線に晒さらされ、何も疚やましいことなどないのにゲッツェは冷や汗あせをかく。

「兄上には帰る場所がないということになる。もし兄上が、ここを取り戻そうと軍団ごと引き返せば」

　またもサイファカールは言葉を切った。ゲッツェに考える時間を与あたえているかのように。

（俺を試ためしているのかな。なら、応こたえないとならないが）

　とはいえ、皇子の話の途と中ちゆうで口を挟はさむというのも恐れ多い。どうしようかとゲッツェが迷っていると。

「どうなると思う？」

　とサイファカールのほうから機会を与えてくれた。

（間ま違ちがいない。殿下は俺を試そうとしている）

「恐れながら……よろしいでしょうか」

「いいよ。聞かせて」

「殿下は、ロキシーヌ様が取って返された場合、時間を稼かせぐために、あくまで抵てい抗こうなさるおつもりでしょうか？」

　サイファカールの目が僅わずかに見開かれた。

「僕はなんのための時間を稼ごうとしているのだろう？」

「皇太子様の側に、ロキシーヌ様に対する反はん撃げきの準備を調ととのえるだけの時間を捻ねん出しゆつするため……なのではございませんか」

　サイファカールは目の前の男が予想より深い洞どう察さつ力を持っていることに内心で驚おどろいた。

（でも。レムリガス将軍の副官を務めるほどの男だから、このくらいは考えて当然かな）

　ゲッツェのことを少し見直しつつ、サイファカールは答えを口にした。

「そう、まさにそれだ。兄上が引き返してくれば、僕は籠ろう城じようしたりしないつもりだ。兵力が足りないからね。ただ、僕が撤てつ収しゆうしたとしても、引き返した時点で兄上の目もく論ろ見みは頓とん挫ざしたも同然だ」

　わかるよね？　という顔でサイファカールが自分を見つめているので、ゲッツェは仕方なく話を引き取った。

「余計な時間がかかりすぎます。ロキシーヌ殿下がこの街をすんなり奪とり返し、その後、再び帝てい都とに向けて進軍したとしても、すでに皇太子様の側が臨戦態勢の軍団を幾いくつも用意して迎げい撃げき態勢を取り終えていることでしょう」

　サイファカールはゲッツェの答えに満足した。

（この男が副官をやっているなら、レムリガス将軍と手を結んでも大だい丈じよう夫ぶかも）

　とさえ思う。

「そうだね。そうなるだろうね。となると、周囲の勢力が兄上に味方する可能性も消える。もっとも、別のところで火の手が上がっているかもしれない。ミラニエゥスの兄上までも動き出しているようだし、帝都の側が主力をすべて投入できるかというと、それはそれで少し疑問なんだけど、それでも兄上は別のところの火の手に大いに後れを取ることになる。後こう塵じんを拝することになる。皇太子に付きたくない者は、そちらに走るだろうね」

　ゲッツェは舌を巻く。

　サイファカールの的確な状じよう況きよう分ぶん析せきにも驚いたが、ミラニエゥス皇子が動いているという指し摘てきにはもっと驚いた。その情報は、まだリエンツェ州に入ってきたばかりなのだ。

（東辺境州なんていう帝国の果てにいながら、どうやってこれほど早く情報を仕入れられたんだ？）

　皇こう帝てい死去の報に接すると同時に、サイファカールが帝国中に使者を送り出して情報収集に努めていたことなど知らないゲッツェは、皇子が特別な情報収集部隊でも率いているのかと思ったほどだった。

（いやいや、アル＝アラに追放された時点で、そんな部隊を維い持じするのは不可能だよな。いったい、どうやって）

　ゲッツェは皇子の手の内が見えないことに恐おそれを抱いだいた。同時に、虚け者という皇子の評判がまったくの的外れだったことを実感した。

　どころか、短いやり取りの中で皇子の才能の片へん鱗りんを見せつけられ、戦せん慄りつした。

（味方にすれば頼たのもしく、敵にすれば厄やつ介かいだ……なんて言い方をすることがあるが、この皇子、まさにそういうお人じゃないか？）

　ゲッツェの上司、レムリガス将軍は、自分が帝国の主になることなど望まないと言っている。上う手まく立ち回って勝ち馬に乗りたいだけだ、とも。であれば、どこかの誰だれかと手を組むしかない。勝ち馬になりそうな人物を見み極きわめ、その人物と手を組むしかない。

　今までは皇太子に付くか第四皇子ロキシーヌに付くか、あるいは第三皇子ミラニエゥスかという選せん択たく肢ししかなかったが。

（新たな選択肢が現れたと思っていいのではないか。いや皇太子殿下はさておいて。ミラニエゥス殿下のこともさておいて。今はロキシーヌ殿下かサイファカール殿下かの二択という状況だ）

　しかし、ゲッツェの中でその答えはもう出ていた。

（あとは、それなりの条件を引き出せるかどうか……だな）

「仮にロキシーヌ殿下が引き返してこの街を奪だつ回かいしようとしたとき、我々が動けば……」

　今度はゲッツェが意味ありげな視線をサイファカールに向ける。

　さすがにロキシーヌの軍団を襲おそうとは言えないので「動く」と言うに留とどめておいたが、サイファカールはその言葉の含ふくむ意味を正確に理解した。

「兄上は身動きが取れず、軍団は立ち往生することになるね。そうなると、兵たちの動どう揺ようは激しく、逃にげ出す兵が続出するんじゃないかな。わざわざ戦いを挑いどむまでもなく兄上は立ち枯がれるだろう」

　そこまではゲッツェにもわかる。

　問題は、そうなったとき、リエンツェ州とレムリガス将軍にどのような利がもたらされるかということだが、サイファカールは抜ぬかりなくその答えも用意していた。

「兄上がどうなるかはわからないけど、兄上がアンブロウ州の州長官でいられなくなるのだけは確実。そうなると、無主の地となったアンブロウ州を誰かが治めないとならない。でないと、他たの勢力の草くさ刈かり場になってしまうからね」

「サイファカール殿でん下かが、ロキシーヌ殿下に代わって、アンブロウ州を支配下に置く……のでありますね」

　ゲッツェが探さぐるようにそう言うと、サイファカールはあっさり、いや、と言って首を横に振った。

　ゲッツェは目を瞬しばたたいた。

「え？　違うのでありますか？」

「僕にはアンブロウ州すべてを支配下に置けるほどの兵力がないからね。ドゥールドォール将軍と手を結んだとはいえ、僕が直接動かせるのは一個軍団だけだし」

　力みもせず衒てらいもせず、サイファカールはあくまで自然体でその名前を口にしたので、危あやうくゲッツェは聞き流すところだった。

（そうだった。そのことにもステラステラ殿どのは触ふれていたっけな。交こう渉しようの取引材料として匂におわせただけかと思っていたが、サイファカール殿下がこうもあっさりと言ったところを見ると……本当にドゥールドォール将軍と手を結んだのか？）

　その事実に、ゲッツェは震しん撼かんする。

（殿下が口先だけの誤ご魔ま化かしを言うとも思えないし。もし俺を騙だまそうとしているのなら、もっと大おお仰ぎように言い立てるだろうしな）

「ああ、ドゥールドォール将軍なら、いま本人がアル＝アラの街を守ってくれているよ」

「なっっ!?」

　ゲッツェは思わず叫さけび声を上げそうになり、慌あわてて口を噤つぐんだ。

（将軍が自分の軍団を派は遣けんしただけだと思っていたが、本人自らアル＝アラに入っているなら、それはもう手を結んだどころの話ではないではないか。二人は軍事同盟でも結んだのか!?）

　とゲッツェが考えたのも無理はなかった。

　これが事実無根の話なら、あとでリエンツェ州の側から「噓うそを吐ついて騙したな」と抗こう議ぎされるところだが、サイファカールの話は噓でも出で鱈たら目めでもない。実際、ドゥールドォール将軍は二個軍団を率いてアル＝アラに入城しているのだから。

　けれど皇子は一言も「軍事同盟を結んだ」などとは言っていない。軍事同盟を結んだのかという判断は、サイファカールの言葉に衝しよう撃げきを受けたゲッツェの勘かん違ちがい、早とちりでしかないのである。

　サイファカールとステラステラは、送られてくる使者に衝撃を与えるため、敢あえてドゥールドォール本人がアル＝アラに出張っている点には、レムリガス将軍に謁えつ見けんする際には触れないでおこうという打ち合わせを事前にしていた。その深しん謀ぼう遠えん慮りよが、こうしてまんまとゲッツェの勘違い、早とちりを誘さそったことになる。




「まぁ、それはさておいて」

　とサイファカールは話を戻もどす。

「あ、はい」

　ゲッツェは慌てて居住まいを正したが、彼の中でサイファカールの存在感は大きくなるばかりだった。

「だから僕が支配できるのは、せいぜいアンブロウ州の半分くらいだよ。州都に関しては実際こうして僕が支配しているから、ここを含めた東辺境州寄りの半分くらいだね」

（あ！）

　ゲッツェはサイファカールの言わんとすることを理解した。

「残りの半分、リエンツェ州寄りの側は誰か別の人に押さえてもらうしかないよね」

　要するにサイファカールは、アンブロウ州の半分をレムリガスにくれてやるから自分に味方しろと言っているわけだ。が、ここですぐ餌えさに食いつくのは足あし下もとを見られるかもしれないと思い、ゲッツェは自分を抑おさえた。

「たしかにその状況であれば、我々側の半分を殿下以外の人が押さえるのも止やむなしではありますが。ただ、リエンツェ州の者として言わせていただくと、どこかの誰かに押さえられてしまうのは、あまり気が進みません」

　本音を言えば気が進まないどころではないのだが、ゲッツェは敢えてそう言った。

　たぶんゲッツェの思いなどお見通しだろうが、サイファカールも、そうだね、と頷うなずいてくれた。

「一度、州都リエンナーレに戻ってレムリガス将軍に報告を上げ、最終的な判断をもらいたいのですが、如何いかがでしょうか」

「それでいいよ。ただし、僕がロクサスを押さえたことは、そろそろロキシーヌの兄上に知られる頃ころ合あいだから、急いだほうがいい。破れかぶれになった兄上が現有勢力で帝都に向かって進撃を開始するって可能性も、まったくないわけじゃない」

「はい」

「それに、ゆっくりしていると、ミラニエゥスの兄上の軍勢が南下してくるかもしれないからね」

　そちらに関してはまだ詳くわしい情報を入手していないので、ゲッツェとしては曖あい昧まいに頷くことしかできなかった。

「フレイヤ、これをゲッツェ殿どのに」

　サイファカールに呼ばれ、フレイヤが壇だん上じように上がった。

　恭うやうやしく皇子から何かを受け取ったフレイヤは、壇上から降りるとゲッツェのところまでやって来て、手にした物を差し出してきた。

　受け取ったゲッツェが確かく認にんすると、それは羊よう皮ひ紙しに描えがかれたアンブロウ州の地図だった。

　地図の中なか程ほどやや左寄りに一本の線が描かれている。

　ゲッツェは即そく座ざに理解した。皇子は、この線を境界にしてアンブロウ州を分けようか、と言っているのだ。

（これは、レムリガス様への説得材料になるな）

　ゲッツェはそう判断した。

　サイファカールがこう示し唆さしてきた、と言っても、優ゆう柔じゆう不ふ断だんなレムリガス将軍のこと、それだけじゃ足りないな、と言って考え込むかもしれない。しかし、この地図を皇子からもらったと言えば大きな後押しになる。皇子が提示してきた条件の保証になる。

（知らぬ存ぜぬと言い張られたらどうしようもないが、さすがにこの殿下がそこまですることはなさそうだ）

　本音を言ってしまえば、ゲッツェだって、是ぜ非ひともレムリガス将軍には勝ち馬に乗ってもらいたい。そのために将軍の尻しりを叩たたくことも必要だと思っている。

（何しろあの人、戦場では勇ゆう敢かんだが、机の前に座ると、からきしだからな）

　いっそのこと、レムリガス将軍がサイファカールの下したに付いてしまえばいいのに……と思ったゲッツェだが。

（いやいや。このお方は評判と違ってなかなか大した人のようだが、まだ勝ち馬になると決まったわけじゃない。何しろ本ほん拠きよ地ちがアル＝アラだからな。帝てい都とから遠すぎる。たしかにロキシーヌ殿下は出し抜いたが、この先もそう上手くいくとは限らないわけで。やはり当面はつかず離はなれずで行ったほうがいいのかも……いや、どうなんだろう。俺にも将軍の優柔不断さが伝う染つったかな）

　ゲッツェが悩なやましげな顔で地図に見入っていると、その懊おう悩のうを見み透すかしでもしたのか、サイファカールはこう言った。

「僕が確実に支配できるのはその線の右半分だね」

　我に返ったゲッツェは、思わず顔を上げ、サイファカールを見やった。

「だから、左半分は早い者勝ちだね」

　そう言ってサイファカールは茶目っ気たっぷりに片目を瞑つぶってみせた。

（よし。当座は殿下の誘いに乗ろうじゃないか。その線で将軍を説得しよう。地歩を固め勢力を拡大しておくのは、あとで誰に付くにしても、自分たちを高く売り込めるのだから得になる）

　そう自分に言い聞かせたゲッツェはサイファカールに向かって大きく頭を下げた。

「必ず将軍に伝えておきます」

　彼は頭を上げると、サイファカールに対して遠えん慮りよがちに訊きいた。

「この地図はお預かりしてもよろしいでしょうか？」

「いいよ。そのほうが君も将軍を説得し易やすいだろうしね」

（やれやれ、それもお見通しか。この皇子殿、虚うつけ者どころか大した切れ者だな。やはり相手を知るには実際に会って話をしてみるのがいちばんだ）

「お忙いそがしい中、お時間を取っていただき、まことにありがとうございました。急いで州都に戻り、将軍と話をします。では、これにて失礼いたします」

「道中、気をつけてね」

　サイファカール皇子に会えてよかったと思いながら、ゲッツェは謁見の間から退出していった。
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　ゲッツェの姿が消えると、さて、と言ってサイファカールは背後に並ぶ警護兵のほうに顔を向けた。

「今の使者殿、レムリガス将軍の副官、ゲッツェ・ゲルヴァルグをどう見たかな？　グラゥクス、シュラトゥ、ヨーコ」

　サイファカールは使者を観察させるべく、わざわざ幹部の三人に警護兵の軍務服を着せて背後に立たせておいたのだ。

「まあまあの腕うでだったように見えましたがね。とはいえ、俺やフレイヤの足下にも及およびやしませんが」

　というのがグラゥクスの答えだった。

「俺には腕のことはわかりませんが、そうですね、それなりに信用できそうな男だったんじゃありませんか？」

　というのがシュラトゥの答えで。

「誠実。忠誠。それなりの野心……といったところでしょうか」

（へえ？）

　ヨーコの答えにサイファカールは目を見開いた。

（なかなか核かく心しんを衝ついた答えを。意外としっかりした観察眼を持っているんだね）

「フレイヤは？」

　皇子の斜ななめ前に立っているフレイヤは、体を回し、直立不動の姿勢になって答えた。

「わたしも、そこそこには信しん頼らいできる人物と見たであります」

「そうか。君たちの評価は理解した」

　と言うと、サイファカールは上かみ手てにある出入り口のほうに顔を向けた。

「ネムネモ」

　すぐに出入り口からネムネモが姿を見せた。彼女はすでに副使の正装を解いて、いつもの体に密着した動き易い革かわ製の衣服に着き替がえていた。

「リエンツェまでの往復、ご苦労だった」

　皇子の前に片かた膝ひざを落としたネムネモは、

「いえ、大して苦労はしていません、のでお気き遣づかいなく」

　と応こたえて低頭した。

「そんなに畏かしこまらなくてもいいよ。立って」

　立ち上がったネムネモは、潤うるんだ目をサイファカールに向けた。

「皇子のそういう優やさしいところが好も、しい」

「ああ、うん、ありがとう。で」

　苦く笑しようを浮うかべたサイファカールは、すぐに笑えみを消し、真しん剣けんな顔に戻って訊いた。

「ステラステラが戻っていないということは」

　ネムネモの顔に苦く渋じゆうの色が浮かぶ。

「……ステラはレムリガス将軍が歓かん待たいするということで現地に留め置かれて、います」

　サイファカールは小さなため息を吐ついた。

「やはりそう来たか。レムリガス将軍、甘い男ではないね。ゲッツェも知らん顔をしていたし。意外と狐きつねだね」

「どうすればいいで、すか？」

「今のところ、どうしようもない。こちらの提案に心を動かされたようだから、ゲッツェが戻って、将軍と話をして、向こうがどう出るかを確認してからの話になるな」

「わかり、ました」

「サイファカール様は、相手がどう出るとお考えなのです？」

　とグラゥクスが訊いてきた。

「ロキシーヌを阻そ止しするという方向で動く可能性が七、八割……かな」

「けっこう高いのですな」

「ただ、それが直ちにこちらと手を結ぶことにはならないんだけどね。できれば手を結んでおきたいところだな」

　と言ったサイファカールは、密ひそかに心中で付け加える。

[image: ]

（たとえ今だけでも、ね）

「レムリガス将軍にどう対応するかは向こうの出方次し第だいだ。当座は待つしかない。でも、僕たちにはやるべきことが山積しているから休んではいられないよ」

「は。言われるまでもありませんや」

　グラゥクスが太い腕を叩いた。

「まずはどこから手をつけるんですかい？」

「ペリージア州とアル＝アラはザネッティとリリィ、シュメイルに任せればいい。僕たちは今のうちにアンブロウ州の支配強化を図はかるのが第一だね。フレイヤとグラゥクスに頼たのんだ他ほかの街の誘降、さっそく実行してもらおうかな。あとは情報収集。ミラニエゥスの兄上の動きがここまで早いのは予想外だった。おそらくほかの州でも動きが出ているはずさ。それを探さぐらなくては」

　サイファカールは幹部たちを見回して言った。

「これまで以上に忙しくなるよ」
















　　　　１




　アンブロウ州の州都ロクサスを発たったザネッティとリリィは、途と中ちゆう、小休止を挟はさみながらペリージア州の州都ペリシャーブラを目指して馬を走らせていた。

　人もそうだが、休まず走ると馬が参ってしまう。換かえの馬を連れているが、この辺りには街も少ない。早々に馬を乗り潰つぶしてしまうと、いざというときに全力で走れなくなる。やはり休きゆう憩けいは入れざるを得なかった。

（馬が潰れるより先にザネッティが潰れそうじゃからのう。潰れたからといってこいつを置いていくわけにもいかんしの）

「おい、ザネッティ様よ！　少し休むか!?」

　馬上からリリィが声を張り上げると。

「お……おお、そうしてもらえると助かるな」

　息も絶え絶えといった様子でザネッティが応えてきた。

（この軟なん弱じやく者めが）

　と内心で罵ののしったが、ザネッティが辛つらそうなのは演技でも誇こ張ちようでもなさそうなので、リリィは小さくため息を吐ついて馬の速度を緩ゆるめた。

「ちょうどこの先、右手に林が見える。あそこで一服するか。馬にも水を飲ませんとならんしの」

「俺も、水を、飲みたい、わ」

「ならば、あそこまで急ぐぞ」

　リリィはいったん緩めた馬の速度を再び上げた。連れている兵も、彼女の馬を追いかけて走る速度を上げる。たちまちザネッティの馬だけが取り残された。

「うわわ、ちょっと待てって」

　残り少ない気力と体力を振ふり絞しぼって、ザネッティも手た綱づなを扱しごく手に力を込こめた。
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　幸いなことに林には清し水みずが湧いていて、馬に水をやり、人の飲み水を補給することもできた。

　木の根元に腰こしを下ろしたザネッティは、荒あらい息を整えながら、水すい筒とうに汲くんだ水を盛さかんに飲んでいる。

「おい、ザネッティ様よ。あまり水を飲み過ぎると却かえって疲ひ労ろうが激しくなる。適当なところで止やめておけ」

「んなこと言ったってなぁ。もう全身の水分が汗あせとなって流れ出てしまったから、その分補給しないと死ぬわ」

「大げさな奴やつじゃのう」

　ザネッティに呆あきれた顔を向けていたリリィだが、やがて諦あきらめたように頭を振って立ち上がった。

「では……そろそろ出るかの」

　とたんにザネッティが悲鳴のような声を上げる。

「もう出るのかよ!?」

「儂わしらは急いでおるのではなかったか、ザネッティ様よ」

「いや、急いではいるけれど。死んだら元も子もないだろ」

「この程度で死ぬような役立たずは、とっとと死んでくれたほうが後あと腐くされがなくていいのではないか、と思わんでもないがの」

「俺は書類仕事が専門の文官なんだ。おまえらみたいな体力馬ば鹿かとは違ちがうんだ」

「べつに儂も体力に自信があるというわけではないんじゃがな。そうじゃのう、もう少しだけならよいか」

　そう言うと、リリィはもう一度、地面に敷しいた布の上に腰を下ろした。

「なぁ、リリィ」

　少し離はなれたところに腰を下ろしていたザネッティだが、大たい儀ぎそうに立ち上がると、敷しき物ものを手にリリィの横まで移動してきた。

「なんじゃ？」

　と訊きくリリィに、ザネッティは声を落として訊いた。

「殿でん下かの計略で果たして上う手まく行くものか？」

　周りにいる兵に聞かせたくない話をする、ということらしい。

　リリィのほうは声も落とさず、少し揶や揄ゆするような視線をザネッティに向けた。

「相変わらず、ぬしは心しん配ぱい性しようじゃのう」

「おまえは心配してないって言うのかよ!?」

　そこでリリィも声を潜ひそめた。

「いいや。大いに心配しておるよ」

「だったら、人のことを腰こし抜ぬけみたいに言うのは止やめろ！」

「まぁ心配はしておるがな。あのお方が考えた策なのじゃから、なんとかなるじゃろ」

「べた褒ぼめじゃないか。おまえがそれほど他人を誉ほめるとこなんて初めて見るな」

「儂は他人のよさを認めることに吝やぶさかではないぞ？」

「その割には、今まで他人に厳しかったな」

　リリィは、ふん、と鼻を鳴らす。

「アル＝アラにいるのは、優ゆう秀しゆうじゃが欠点も多い奴らばかりじゃからの」

（おまえも含ふくめてな！）

「何か言いたいことがあるのかや？」

　ぶんぶんと、ザネッティは激しく首を横に振る。

「言うてみれば、長所を欠点が補って余りある奴らばかりということよ」

　ザネッティが情けない顔になる。

「いや、それ……補ってねえだろ」

「儂も戦せん闘とう力では誰だれにも負けんと自負するが、男を魅み惑わくする肢し体たいという観点からすると、ちと足りんからのう」

（ちとじゃねえ、ちとじゃねえ。ぜんぜん足りてねえから）

「先ほどから何か言いたくて仕方がないようじゃのう、ザネッティ様よ。遠えん慮りよなく言うてくれていいのじゃぞ？」

「だから。言いたいことなんか、これっぽっちもねえわ。それより。本題に戻もどれよ」

「本題？」

「おまえが殿下を高評価しているってことだよ」

　あぁそれな、と頷うなずいてリリィは口を開いた。

「殿下は長所が多くて欠点があまりない。儂らは……おぬしも含めてじゃが」

「いちいち断るな」

「長所から欠点を引くと、みんなゼロ以下よ。負け越こしよ。だが殿下は、大おお幅はばに勝ち越しておるわい。儂はそこを素す直なおに評価しておるだけじゃ」

「それが珍めずらしいと。まさかおまえ、殿下に惚ほれたか」

「ふむ。そうやもしれんのう」

「おいおい、本ま気じ!?」

「あのお方は人の上に立つべきお方じゃ。さすがに先せん帝てい陛下の御お子こじゃ。おぬしはそうは思わんか？」

「ああ、そっちな」

　ザネッティは拍ひよう子し抜ぬけの顔で、そうだなぁ、と天を仰あおいだ。

「陛下のご子息、ご息女の中で俺が直接見知っているのは皇太子様くらいだが……たしかにサイファカール様、皇太子様に勝まさるとも劣おとらない資質をお持ちのようには見えるな」

「この騒そう乱らんの時代に、それがどれほど重要なことかわかるか？　儂らにとって、どれほど貴重で幸運なことかわかるか？」

「ん……まぁな」

「儂はな、儂に新しい未来を作ってくれるやもしれんあのお方についていくつもりじゃ。ぬしがそれを邪じや魔まするようなら」

　リリィの目が妖あやしく光った。

「殺すぞ？」

「相変わらず危ねえ奴だな、おまえは。俺だって、あの方に賭かけてみる気になってるんだ。邪魔するわけ、ねえだろ」

「ならば、よいがの」

「それより。殿下の策で本当に上う手まく行くのかって話だがな、おまえの見通しはどうなんだよ？」

「む？」

　腕うで組ぐみして考える素そ振ぶりを見せたリリィだが、やがて顔を上げた。

「やってみなくてはわからん。というのが正直なところかのう」

「よけい不安になってきたわ」

「ペリージア州の残りの軍団を引っ張り出すことはできよう。問題はドゥールドォールのおっさんが素直に言うことを聞くかどうかじゃが」

　ザネッティは思わず苦く笑しようを浮うかべる。

「隣りん州しゆうの長官をおっさん呼ばわりかよ、おまえ」

「本人の前では言わんよ？」

「言われて堪たまるか！」

　ザネッティのツッコミなど知らん顔で、リリィは、まぁそうじゃの、と言った。

「自分の州ではなくサイファカール様から預かった州じゃしな。そこを強調すれば、あのくそ真ま面じ目めなおっさんも、そうそう勝手なことはできんじゃろ」

「だといいがなぁ。ところで肝かん心じんの騎き馬ば民族対策のほうは勝算があるのか？　俺には連中を帝てい国こく領内に入れてしまうのが不安なんだがな。というより、あんな桁けた外はずれの物が作れるものか？　作れたとして、間に合うのか？」

「じゃから、ぬしは心配性じゃと言うておる。軍団兵の二万に、アル＝アラの街から募つのった働き手を加えれば、なんとかなるじゃろ」

「う～～ん、そうか……な。けど、仮に間に合ったとしても、異民族を帝国領内に入れてしまって本当に平気なのかな」

「入れたとしても、最終的に撃げき退たいできればよいではないか」

「だから！　本当にそれが可能なのかっていうことを訊いているんだ！」

「じゃから！　やってみなくてはわからんと言うておる！」

　二人が額をぶつけるくらいの距きよ離りで睨にらみ合っていると、小隊長の一人が少し離れた場所で立ち上がった。

　二人が連れているのは小隊二つ。つまり二十人だ。

　小隊長の一人はリリィが目をかけている女性の隊長で、立ち上がったのは彼女だった。

「ザネッティ様、リリィエンテル様」

「なんだ、エルミネ？」

「なんじゃ、エルミネ？」

　同時に二人に睨まれ、エルミネ小隊長は思わず腰を引く。

「いえ、あの、そろそろ出立したほうがよいのではないかと思いまして」

「おお、そうじゃな。遊んでいる場合ではなかったわ」

　リリィがひょいっと腰を浮かせた。

「遊ぶな！　俺で遊ぶな！」

　立ち上がったリリィは、喚わめくザネッティに向かって言った。

「それだけ元気なら、もう馬には乗れそうじゃの。ほれ、立たんかい」

「ちっ、しようがねえな」

　舌打ちしながら、ザネッティが立ち上がる。

「よし、出るぞ。全員に支し度たくさせろ」

　リリィがエルミネに向かって命じ、彼女は部下に出発の指示を出すと、すぐにもう一人の隊長に伝えに行った。

　やがてザネッティとリリィ、そして二個小隊二十人の兵が馬に跨またがり、林を出て街道へ戻っていった。
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　ペリージア州の州都へ向かう街道が平原地帯をすぎ、次し第だいに高度を上げていくにつれ、周囲から緑が消え、奇き怪かいな山容をした灰色の山々が点在するだけという荒こう涼りようとした風景が広がってきた。

　遠望できるゴロブドイ山脈の偉い容ようが少しずつ大きくなっていく。

　彼方かなたに横たわる雪を戴いただいた山脈は世界を別わかつ巨きよ大だいな壁かべのようだ。

　ペリージア州の州都ペリシャーブラは、この荒涼とした高原地帯を抜けた先にある。

　この辺りには街もなく、ふだんから商人や旅人の往来も少ないところだが、皇こう帝てい崩ほう御ぎよという一大事に帝国が襲おそわれている今、行き交かう人々の姿はほとんど見受けられなかった。どころか野生の生物さえ見当たらない。

　街道の雪は完全に消えているが、日の当たらない岩の陰かげなどには残雪も見られた。

　ただでさえ荒涼とした風景なのに、人の姿も生き物の姿もまったく見当たらないことで、寂せき寥りよう感かんはいや増しに増す。




「まったく、気が滅め入いりそうな風景だなぁ」

　馬を走らせながらザネッティがそうぼやくと、その声を聞きつけたリリィが皮肉の笑えみを浮かべた。

「アル＝アラとて、そう変わらんじゃろうに」

「田舎いなかという点においちゃ変わらないかもしれないがな、アル＝アラにはもう少し活気があるぞ？」

「アル＝アラは、あの辺では唯ゆい一いつの街で、帝国の内外を行き来する際の関門じゃからの。じゃが、ここもペリシャーブラまで行けば、それなりに栄えておるじゃろうが」

「そうだけどよ。しかし、こうまで行き交う奴やつが見当たらないと、何か不安な気分になってきやがるんだよな」

「相変わらず金玉の小さな男じゃのう」

「なんでおまえが俺の大小を知ってるんだ！　っていうか、小さくねえよ！」

「おお、間ま違ちがえた。肝きもっ玉たまじゃったわ」

「そこは間違えるな！」

　などと、二人が馬上で言い合っていると、先行させていた物見の騎馬が二頭、前方から駆かけ戻ってきた。

　馬の走らせ方に異常を感じたエルミネが隊列から飛び出していく。

　二人から報告を受けるや否いなや、エルミネは即そく座ざに馬首を巡めぐらせ、一直線にリリィの下もとまで駆け寄ってきた。

「リリィエンテル様！」

「どうした、エルミネ？」

「この先で隊商が賊ぞくに襲われているそうであります！」

　ザネッティとリリィは思わず顔を見合わせる。

「いたのう、行き交う奴が」

　とリリィが暢のん気きそうな声で言うと、ザネッティは馬上で身を乗り出した。

「おい、どうするんだ!?」

　彼の問いには答えず、リリィはエルミネに向き直る。

「賊の数は？」

「は。見た範はん囲いではざっと五、六十ではないかと」

「さようか」

　と応こたえたリリィは、改めてザネッティを見やった。

「なら、掃そう除じをしていくか」

「大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　そう訊きくザネッティは見るからに不安げな様子だが、リリィは少しも動じていない。

「盗とう賊ぞくの五十や六十、どうということもない」

「いや、おまえはそうかもしれねえがな、俺は襲われたら逃にげ切れる自信がねえ」

「ぬしは先に行けばよいわ。エルミネ」

「は！」

「弓の得意な者を五人ほど選べ。それ以外はザネッティ様を守って迂う回かい、先に進め」

「承知いたしました」

　リリィに向かって敬礼したエルミネは、敬礼を解くと、ところで、と言った。

「五名の中の一人はわたくしでかまいませんね？」

「ぬしにはザネッティ様を守るという大役を任せたかったのじゃがな」

「その程度の大役、わたくしでなくても務まります」

「おいこら！　その程度の大役とか、なんてこと言いやがるんだ、てめえは！」

　眉まゆを吊つり上げてザネッティがツッコんだが、エルミネはどこ吹ふく風で聞き流した。

「仕方がないの。ヨートス！」

　リリィはもう一人の小隊長を呼ぶ。

「は」

　馬を寄せてきたヨートスにリリィが言った。

「ぬしにはザネッティ様をお守りするという程度の大役を頼たのみたい」

　ヨートスは一いつ瞬しゆん、苦笑を浮かべたが、すぐに真ま面じ目めな顔に戻もどって頭を下げた。

「承知いたしました」

「なら、エルミネ、残りの四人を選べ」

「は！」

　エルミネが大声を張り上げ、名を呼ばれた騎き兵へいが四人、集まってきた。男が二名、女が二名という構成だった。

「わたしとおまえたちは、今からリリィエンテル様と共に襲われている隊商を救い、野盗を駆く逐ちくする」

「ははっ！」

　リリィがヨートスに向かって手を挙げる。

「ではの、頼んだぞ、ヨートス」

「は。お任せください、リリィエンテル様」

「ついてこい、エルミネ」

　リリィが鐙あぶみに載のせた踵かかとで馬の横っ腹を蹴けると、馬は高く嘶いななき、突とつ進しんを開始した。

「リリィエンテル様に遅おくれるな！」

　エルミネが続き。

　そのあとを四人の騎馬が追いかけていった。

　みるみる遠ざかる六人の背中を見やりながら、ヨートスがザネッティに声をかけた。

「では、わたくしどもも参りましょうか」

「あ……おお、頼んだわ。けど、いくらリリィでも、本当に六人だけで五十、六十の賊を相手にして大丈夫なのか？」

　若い隊長はザネッティに微ほほ笑えみかける。

「リリィエンテル様とエルミネ隊長なら、問題はありませんよ」

「そうか。まぁ、そうかもな」

「では、我々は街道を離はなれましょう」

　ヨートス率いる十五名とザネッティは、街道を離れ、起き伏ふくのある荒あれ地を進み始めた。
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　道は真まっ直すぐだが、起伏のある地形の中を上下にうねりながら延びているので、あまり見通しは利きかない。

　リリィの乗る馬を先頭に六頭の馬が眼前の大きなうねりの頂点まで駆け上がったとき、不意に前方の視界が開けた。

　こちらに向かって必死に坂を登ってくる大きめの馬車が二台に乗馬が三頭。それを追って五十ばかりの騎き馬ばが馬車の後方と左右から迫せまっていた。人や荷物を満まん載さいした馬車と騎馬では、ただでさえ速度に差がある。上り坂ともなれば、速度差はより顕けん著ちよになる。彼ひ我がの距離はみるみる詰つまっていた。

「坂の途と中ちゆうで追いつかれるな。馬車をすぐ側そばに置いての乱戦は避さけたいからの。ここから撃うつとするか」

　リリィは馬を止め、横っ腹に括くくりつけてある大きな弓を引き抜く。

　全長がリリィの背せ丈たけよりありそうな弓で、作りも頑がん丈じようそうだった。ふつうの弓より射程の長い、長なが弓ゆみと呼ばれる物だ。

　リリィは矢や筒づつから抜いた矢を番つがえると、無造作に弦つるを引き絞しぼり。

　狙ねらいをつける間もなく矢を放った。

　長弓で撃つ矢の初速は通常の弓より遥はるかに速く射しや程てい距きよ離りも長いのだが、代わりに通常の弓より弦の張力が強いから、大の男でも全力で引き絞らなくては矢を撃てない。

　それなのにリリィは、通常の弓を射るのと同じように軽々と矢を放った。

　その所作にエルミネ以下は舌を巻く。

（やはりリリィエンテル様は凄すごい）

　放たれた矢は空気を切り裂さき。

　放物線の軌き跡せきを描えがいて飛んでいき。

　馬車の後方から迫っていた騎兵の胸むな板いたを軽装鎧よろいごと貫つらぬいた。
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　馬上の男は後方に弾はじき飛ばされ、空になった馬があらぬ方向へと走り去っていった。

「おおぉ～～」

　五人の部下から感かん嘆たんの声が漏もれる。

　矢筒から次の矢を抜ぬいたリリィが、じろりと五人を睨ねめつける。

「こら。見ていないで、ぬしらも撃たんか！」

　五人は慌あわてて自分の弓を構えた。

　こちらもリリィの物と同様、長くて強力な長弓だ。

　エルミネは割と平然と、部下の四人は歯を食いしばって弦を引き絞り。

　おおよその狙いを定めてから矢を放った。

　ほぼ同時にリリィも二の矢を放つ。

　空気を切り裂く音が響ひびき。

　矢は馬車を追って走る野盗の群れめがけて飛んでいき。

　今度は三人が落馬した。

　それで野盗たちも、ようやく異変が起きているのを悟さとった。

「なんだ!?」

「どうした!?」

「矢だ！　矢で撃たれたんだ！」

「いったいどこからぎゃっっ」

　また一人、太ふと腿ももを撃ち抜かれた野盗が落馬した。

「前だ。前方の丘おかの上から飛んでくる！」

「なんだって!?」

　馬を走らせる速度を緩ゆるめ、野盗たちは前方の坂の上を見上げた。

　たしかに頂上には何人かの人ひと影かげが見える。

　人影は矢を撃っているような動きをしている。

　しかし。

「馬ば鹿かな！　あそこからだと二百ヤルドくらいはあるだろ！」

　一ヤルドは約二・七メートル。

　ということは、リリィたちと野盗は五百メートル以上も離れているという計算だ。

「ここまで飛ばすだけでも驚おどろきなのに、当てるって、どういう化け物だ、あいつら!?」

「まさか、帝てい国こく兵か!?」

　野盗たちの騎馬が次々に急停止した。

　だが、中には未いまだに事情が吞のみ込めていない者もいて、彼らはそのまま馬車を追いかけていった。

「よしよし、過半は足を止めたの」

　矢を収めたリリィは、反対側に括りつけてある槍やりを軽く叩たたいた。

「馬車に接近されると矢を撃つわけにもいかん、残りはこれで片をつけるか」

　リリィは手にした槍を右脇わきに抱かかえ左手で手た綱づなを握にぎり、エルミネに命じた。

「三人はこの場で賊ぞくの残りを牽けん制せい、二人、我についてこい」

　エルミネが即そく座ざに応こたえた。

「ついていくのはわたしとジーニャだ」

「は！」

「よし、行くぞ」

　槍を小脇に抱えたまま、リリィは手綱を扱しごき横っ腹を蹴り、馬に突進を命じた。

　リリィの乗った馬が凄すさまじい速さで坂を駆かけ下りていく。

　それをエルミネとジーニャの馬が追いかけていった。




　すでに馬車は十数人の野盗に追いつかれていた。馬上の者──おそらく隊商の護衛だろう──が必死に剣けんを振ふるって野盗の接近を阻はばもうとしているが、多勢に無勢で馬車は包囲されかかっている。

　そこへリリィの乗馬が駆け込んできた。

　抱えていた槍を右手で握ったリリィは、自分の身長より遥かに長い槍を軽々と振り回す。恐おそるべき膂りよ力りよく、握あく力りよくだ。

　近くにいた野盗の首が宙高く飛び。

　激しい勢いで血を撒まき散らしながら、野盗の体が馬から落ちた。

「な、なんだ？」

　まだ何が起きているのかよくわかっていない野盗たちが目を瞬しばたたいていると。

　どん。

　激しい衝しよう撃げきと共に、軽装鎧を身に着けた野盗の一人が鎧ごと胸板を貫かれていた。

　手綱を放したリリィが両りよう腕うでに力を込こめると、野盗の体が宙に持ち上がる。

「ふん！」

　リリィが勢いよく上体を振ると、遠心力で槍の穂ほ先さきから外れた野盗の体が空中を飛び、落下の衝撃でごろごろと地を転がった。

「なっなっなっなんだ、あいつは!?」

　自分たちを攻こう撃げきしている者が子供にしか見えないことに野盗は驚きよう愕がくし。

　大の大人でさえできないような威い力りよくある攻撃を受けて恐きよう怖ふした。

　そこへエルミネともう一人が突つっ込んできた。

　人数的には五倍ほどもいたが、野盗はリリィたちの敵ではなかった。

　首を刎はねられ。

　胴どうを貫かれ。

　顔面を刺さされ。

　次々に落馬し、息絶えていく。

　馬車の周りにいた野盗が全ぜん滅めつするまで大して時間はかからなかった。

「終わったかの」

　リリィが前方を見やると、すでに残りの野盗の姿は綺き麗れいさっぱり消えていた。

　リリィたちの武力に恐れをなして逃にげ去ったのだ。

「どういたします、リリィエンテル様？　追いかけていって大おお掃そう除じをいたしますか？」

「いや。先を急ぐ旅じゃしの。ザネッティ様を追いかけよう。その前に」

　リリィは馬車へと馬を寄せて声をかけた。

「野盗どもは追い払はらった。もう大だい丈じよう夫ぶじゃぞ」

　すると、中から数人の男女が転がり出てきて地に伏ふせた。

「ありがとうございます。ありがとうございます！」

「助かりました！」

「このご恩は忘れません！」

「なに、気にせんでもよい。帝国臣民を守るのは我らの務めじゃでな」

　リリィがそう言っても、隊商の者たちはなおも頭を下げ感謝の言葉を口にする。

　護衛役と思われる馬上の者たちも馬から下り、リリィたちの前に並んで頭を垂れた。

「いやぁ、助かりました」

「帝国の方だとお見受けしますが、ペリージア州の？」

「いや。我らは東辺境州軍団の者じゃよ」

「え？　隣州の!?」

　驚く者たちを前に、リリィは機き嫌げんよさそうに笑った。

「所用でペリージア州の州都へ行く途中だったのじゃよ。辺境州の長官、サイファカール殿でん下かは、つねづね『臣民こそが帝国の礎いしずえ』と仰おつしやっていたでの、我らはそのお言葉に従い、ぬしらを助けただけじゃ。余よ所そ様さまの州だったので、少しお節せつ介かいかとも思ったがの」

「お節介だなどと、とんでもありません」

「おかげで我々は助かったのですから」

「本当にありがとうございました！」

「礼は我にではなく、サイファカール殿下に言うがいいぞ。我らは殿下のお言葉に従っただけじゃからの」

「ははぁ」

　隊商の者たちは地に額を擦こすりつけた。

「サイファカール殿下にお礼の言葉をお伝えくださいませ」

「うむ。承ったぞ」

　鷹おう揚ように頷うなずいたリリィは、皆みなに顔を上げさせ、優やさしく語りかけた。

「我らは先を急ぐでな、ぬしらの護衛はできんが、我らが通ってきた限り、この先、アンブロウ州方面にはとくに危険もなさそうじゃ。とはいえ、いま帝国は大変な時期じゃから、できるだけ急いだほうがよかろう」

「ありがとうございます。ありがとうございます」

　何度も何度も繰くり返し繰り返し頭を下げる隊商の者たちを立たせると、リリィはエルミネに言った。

「急いでザネッティ様を追いかけるぞ」

　リリィとエルミネ、四人の部下はそこで助けた隊商と別れ、ザネッティたちを追いかけるべく馬に跨またがった。




　六人はほどなくザネッティと彼を守る部隊に追いついた。

　リリィから隊商救出の一部始終を聞かされたザネッティは半ば呆あきれ顔になる。

「おまえ、役者だな」

「なんの、ギ・ジュカの足あし下もとにも及およばんよ。それより、臣民を大事にするというサイファカール様の姿勢が少しでも世に広まれば万ばん々ばん歳ざいじゃ」

「それが役者だと。まぁ、でも、いいことをしたと思うがな」

「これはこれは。ザネッティ様からお褒ほめのお言葉をいただいたぞ。嬉うれしくて涙なみだが出そうだわい」

「白々しいこと言うな！」

　くくっと笑うと、リリィは馬首を巡めぐらせる。

「では、急ぐとするか。一刻も早く留守番軍団を引っ張り出し、アル＝アラへ連れていかんとならんからのう」

　馬を走らせる速度を上げた一行は、翌日の午後に、ペリージア州の州都ペリシャーブラへと走り込んだのだった。
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　隣州、東辺境州の元長官と軍団長がいきなり現れたので、いったい何事かと、留りゆう守しゆ司しがすっ飛んできた。




　留守司とは、州の長官が不在になるとき、彼に代わって州を預かる者のことで、長官が指名する臨時の役職だ。副長官がそのまま指名されることもあれば、別の者が指名されることもあるし、指名されない場合もある。指名されないときは、自動的に副長官が長官の業務を代行する。




　ザネッティとリリィが通された謁えつ見けんの間まに現れたのは州都に残った軍団長の中の一人で、二人が見知ったクロトーネという軍団長だった。

　二人とも、こいつなら話がし易やすいなと安あん堵どする。

　まずは現状を大げさに言い立てるところから始めようということで、リリィがドゥールドォール将軍の危機を報告した。

「将軍が騎き馬ば民族に立ち向かおうとされている!?」

　案の定、クロトーネは目を見開き、驚愕する。

　彼が驚おどろいたのは、ドゥールドォール将軍が単独で騎馬民族の大軍に立ち向かおうとしていることだけではなかった。サイファカール率いるアル＝アラ軍団がアンブロウ州の州都ロクサスを支配下に置いたという話にも彼は仰ぎよう天てんした。

（おいおい、アル＝アラ軍団は今じゃ四千ちょっとしかいないんだろ。いくらロクサスの街が空っぽ同然だといっても、それだけの兵力で、どうやってロクサスを陥おとしたんだ!?だいいち、サイファカール殿下は、ロキシーヌ殿下をお諫いさめするために出かけたんだろ。それがいきなり街を陥とすとか、意外と好戦的なんだな）

　街を攻こう略りやくしたときの詳しよう細さいは省いたから、クロトーネが強きよう攻こうして陥としたと勘かん違ちがいしたのも無理はなかった。

（だとしたら、アル＝アラ軍団にも犠ぎ牲せい者しやが出ているな。ただでさえ兵数が少ないのに、それじゃ将軍の後ご詰づめは期待できない……）

　そこでクロトーネは我に返る。

（今はロクサスがどうこうじゃないわ！）

　彼は勢い込んでリリィに尋たずねた。

「敵の兵力は!?」

　リリィはことさら難しい顔を作って答えたが、見た目が可か愛わいい少女だから深刻さを醸かもし出そうにも限界はある。しかし、彼女が口にした数字はクロトーネを深刻な気分にさせるには充じゆう分ぶんなものだった。

「まだ詳細は確かく認にんできておらぬが、ざっと五、六万くらいではなかろうか」

「五、六万！」

　五、六万というのは把は握あくしている数字──三、四万──より少し多いが、そのくらいの潤じゆん色しよくは許されるだろうというのがサイファカールの判断だった。彼は、なんだったら十万と言ってもいいよ、と言ったくらいだ。

　クロトーネは事態がかなり悪いことを理解し、沈ちん痛つうな面おも持もちとなる。

（将軍が率いていったのは二個軍団一万。アル＝アラ軍団は街にいないし、東辺境州にはほかにろくな兵力がないから、騎馬民族に当たる戦力としては、それがすべてだ。将軍は五倍にもなる敵を防がなくてはならないことになる）

「将軍はもう出しゆつ撃げきされたのか!?」

「いや、わからん。何しろ儂わしらは、アル＝アラからロクサスへ走ってきた伝令から報告を受けてからここまで走ってきたのじゃからの。伝令がアル＝アラを発たつときにはまだ街におったそうじゃが……将軍は、異民族どもを一人たりとも帝てい国こく領に入れてはならぬ！　と言うておられたそうじゃから、もう出撃されてしまったやもしれん」

「なんということだ……」

　律りち儀ぎなドゥールドォール将軍なら、さもありなんと、クロトーネは歯がみした。

「もし将軍がバルガリ峠とうげを越こえてしまったら」

　とザネッティが不安そうな顔で不ふ吉きつなことを言う。ザネッティの不安そうな顔はじつに板についているから、クロトーネにも彼の不安は充分に伝わった。

（そうなると、最悪、将軍の軍団は敵に包囲されて壊かい滅めつなんてことも……）

　バルガリ峠の向こうは敵地。しかも騎き兵へいが縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけられる高原地帯だ。用よう意い周しゆう到とうな戦いくさを仕し掛かけない限り、騎兵に翻ほん弄ろうされるだけだろう。今回は急な遠えん征せい、急な出撃。騎馬民族に対するろくな対策も取れてはいない。

（いくら将軍が戦いくさ上じよう手ずだといっても、これは不ま味ずい）

　クロトーネの顔に焦あせりが色いろ濃こく浮うかんだ。

「何か。何か策はないのか!?　そのためにここまで走ってきてくれたのではないのか？」

　クロトーネは藁わらにも縋すがる思いで二人に迫せまった。

　すると、リリィが藁を差し出してきた。

「策は、ないこともないんじゃがな」

「どんな!?」

「サイファカール様も、将軍にもしものことがあれば、帝国にとって取り返しのつかない損失になると危き惧ぐされておっての」

　皇子からの高評価は、お世辞半分としてもクロトーネにとって嬉しいことだった。

「そこで、なんとしても将軍を救いたいと仰り、ある策を授さずけて儂らを派は遣けんされたというわけじゃよ」

「その策とは。どんなものだ!?」

「まずは、ぬしらが援えん軍ぐんとしてアル＝アラまで出向く」

「む……だが……そうだな。背に腹は代えられんか」

「儂らには一個軍団しかおらんし、ロクサスを維い持じするだけで手て一いつ杯ぱいじゃ。いまロクサスを離はなれたら、街はロキシーヌ殿下に奪とり返される。それでは帝国に対する謀む反ほんをお止めすることができなくなる」

　リリィは「帝国に対する謀反」を強調しておく。

　サイファカールもドゥールドォールも私し利り私し欲よくで動いているのではない。それを強調しておくのは大事なことだ。

「そうだな。帝国臣民としては、座して謀反を見過ごすことはできないからな」

　クロトーネが頷くのを見て内心でほくそ笑えむリリィだが、そんな思いは露つゆほども感じさせないまま言葉を継ついだ。

「じゃから、将軍を救えるのは、将軍の臣下であるおぬしたちだけじゃ」

「だが、こちらに残っているのは二個軍団。その全部を援軍に差し向けたとしても、勝てるかどうか」

「そこで、サイファカール様の秘策登場じゃ。五万の騎馬民族にも勝てる戦法がある」

　クロトーネは目を見開いた。

「本当か!?」

「何も戦って勝たずともいいのじゃ。今回は騎馬民族どもを帝国領から追い払はらえば、それで儂らの勝ちなのじゃからな」

「たしかにそうだが。しかし、二万で五万の敵を撃退できるのか？」

「できるよ。そのためにはぬしらの協力が必要じゃ。どうじゃな、やってはくれんか？」

　クロトーネは大きく頷いて言った。

「俺の軍団は臨戦態勢にある。出撃しようと思えばすぐに出られる。詳くわしい話を聞かせてくれないか」
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　クロトーネの説得に成功するや、リリィとザネッティは即そく座ざに州都を発った。

　二人は今、アル＝アラへ向かって馬を走らせているところだ。

　すでに州しゆう境ざかいを越え、東辺境州に入っている。

　今回は州都で換かえの馬を多数用意して、ほとんど休きゆう憩けいも取らずに走っているから、ザネッティは疲ひ労ろう困こん憊ぱいの有様だ。

（さすがに敵地に乗り込もうとは思わんじゃろうが、律儀なドゥールドォールは、きっとバルガリ峠で騎馬民族どもを迎げい撃げきしようとするじゃろう。じゃが、それでは上う手まくいかん。たしかにバルガリ峠は狭せまいから、敵も峠の城じよう塞さいを一息に抜ぬくとはいかんじゃろうが、峠が狭いということは逆に大軍で陣じんを敷しくのにも適さんということじゃ。峠の城塞もそれほど規模は大きくない。結局、一万の軍勢がいても効果的な防衛戦はできんのじゃ）

　地元の人間ではないドゥールドォールにはそれがわかっていないだろうとリリィは想像する。

（それに敵は馬を操あやつるのが上手い。少数に分かれ、山中を突とつ破ぱしてバルガリ峠のこちら側へ抜け出てくるやもしれん。そうなれば、峠の城塞は敵に包囲される。詰つめている兵は全ぜん滅めつの憂うき目に遭あう）

　だから峠は明け渡わたし、敵をアル＝アラまで引っ張り込む。

　それがサイファカールの基本戦術だった。

　リリィもそれに賛同したが、峠を敵に明け渡し、わざわざ敵の侵しん入にゆうを許すという戦術は、律儀なドゥールドォール将軍にとって認めたくないものだろう。

（将軍の説得には手こずるやもしれんが、まずは一刻も早くアル＝アラに行かねばの）

　さすがのリリィにも疲労の色が浮かんでいるが、彼女はザネッティや連れている部下を叱しつ咤たしつつ、アル＝アラ目指して馬を走らせ続けた。
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　ペリージア州の州都を出た翌々日、一行はアル＝アラに駆け込んだ。

　留守を預かっていたセイヤやギ・ジュカに話を聞くと、ドゥールドォール将軍はすでにバルガリ峠に向けて出撃したという。

「やはりな」

　舌打ちしたリリィは、すでにアル＝アラまで戻もどっていたシュメイルに指示を与あたえると、疲つかれた体に鞭むち打うって、将軍の軍団を追いかけてバルガリ峠へ続く葛つづら折おりの街道を馬で登り始めた。

　リリィに従うのは騎き乗じようの腕うでに優すぐれたエルミネ以下少数の兵とギ・ジュカ。

　ギ・ジュカはすでに将軍と会って話をしているので、いざというとき役に立つだろうと思い連れてきた。疲労困憊のザネッティは足手まといになるのが確実なので、アル＝アラに置いてきた。




　リリィたちは峠のかなり手前でペリージア州軍団の最さい後こう尾びに追いついた。

　道は狭いから、峠へ登る軍団は長ちよう蛇だの列にならざるを得ない。

（たぶん、先頭はもう峠についておるじゃろうの。急がねばならん。が）

　軍団兵が延々と列を作って狭い山道を歩いている。とてもではないが馬を飛ばせる状じよう況きようではなくなった。

「糞くそ、邪じや魔まくさいの！」

　顔を歪ゆがめたリリィが思わず罵ののしり声を上げると、ギ・ジュカが馬を並びかけてきた。

「可愛いお顔が台無しですよ、リリィ」

「なら、なんとかせい！」

「では」

　するするとリリィの馬を追い抜き、ギ・ジュカの乗った馬が最後尾に近づいていった。

　そして。

「聞けよ、兵ものども！」

　突とつ然ぜん、辺りを揺ゆるがすほどの大だい音おん声じようが響ひびき渡った。

「こちらはアル＝アラ軍団軍団長、リリィエンテルリオナーシュブラフィシュカである！　第六皇子サイファカール様の急使としてドゥールドォール将軍の下もとへ急いでいる！　道を空けよ！」

　辺りに轟とどろいた彼の声を聞いたペリージア州の兵たちは、思わず足を止め、道の隅すみへと移動した。

「サイファカール殿でん下かの急使、アル＝アラ軍団長リリィエンテルリオナーシュブラフィシュカが通る！　道を空けよ！」

　俳優わざおぎとしての発声訓練を積んだギ・ジュカの声は大きく、そしてよく通った。道の先を歩いていた兵や隊長も、ギ・ジュカの声を聞き、彼の馬に翻ひるがえるアル＝アラ軍団旗を見て、慌あわてて行軍を止め、道を譲ゆずった。

（ふむ。早さつ速そく、ギ・ジュカが役に立ったわ）

　満足そうに頷うなずいてリリィは馬を進めた。

「うむ、ご苦労。ご苦労じゃの」

　ペリージア州の軍団兵たちのあいだを縫ぬって、リリィと彼女の部下が馬を進めていく。

　溶とけた雪でぬかるんでいる上、道も狭いから、これまでのように全速力で駆けることはできないが、少なくとも進路を邪魔されることはなくなった。

　結局、ギ・ジュカは峠の直下まで叫さけびっぱなしだったが、鍛きたえた彼の喉のどが嗄かれることはなかった。
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　バルガリ峠には、まだ至る所に残雪があった。

　防ぼう御ぎよ陣じん地ちを構築する前に、兵たちはまず雪かきをする必要があるから大変だ。

　幕ばく僚りようたちと共に峠で兵たちを叱しつ咤た激げき励れいしていたドゥールドォールの下もとへ伝令の兵が走り寄ってきた。

「将軍！　アル＝アラ軍団長のリリィエンテル殿どのがいらっしゃいました」

「リリィが!?　いきなりなんだろうな」

「は。サイファカール殿下からの急使という触ふれ込みであります」

「殿下から！　何か事態が急変したのか？　よし、すぐに会おう」

　ドゥールドォールは彼女に会うために城塞へと戻っていった。
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　石造りの城塞の一室で待っていたリリィとギ・ジュカは、ドゥールドォール将軍の姿を認めて椅い子すから立ち上がった。

「おお、将軍、久しぶりですじゃな」

　と言って丁てい寧ねいに頭を下げるリリィに続いてギ・ジュカも頭を下げた。

　二人に向かって、ドゥールドォールも挨あい拶さつを返して寄よ越こした。

「久しぶりだな……いや、そちらのギ・ジュカとは先日会ったばかりか。相変わらず男か女かわからん奴やつだな」

　と言って笑いながら椅子に腰こしを下ろした将軍は、ギ・ジュカからリリィに視線を移し、何かを懐なつかしむような顔になった。

「おぬしがビルダバルダス上将軍の下したで暴れていた頃ころ以来だから……もう二年くらいにもなるのかな」

「いや、あの頃のお話を蒸し返してくださるな」

　リリィが珍めずらしく恥はじ入ったように頭を搔かいた。

「わはは、そうかそうか、それは悪かった」

　将軍は愉ゆ快かいそうに大たい笑しようしたが、すぐに笑みを消し、彼女の顔を見つめた。

「何かあったのか？」

　という将軍の問いにリリィは直接答えず、ギ・ジュカを指し示す。

「サイファカール様からの伝言を伝えますので、お聞きくだされ」

　自分が将軍に言うよりもギ・ジュカに言わせたほうがより効果的だろうと、そう考えたリリィは、ここへ連れてくる際に、サイファカールの策を余す所なくギ・ジュカに伝えていた。

　悠ゆう然ぜんと前に進み出たギ・ジュカは、身み振ぶり手振りを交えながらサイファカールの言葉を伝えていく。ドゥールドォール将軍が、目の前にいるのがサイファカールではないと知っているのに自然と姿勢を正してしまったのは、ペリージア州の州都でギ・ジュカを迎むかえたときと同様だった。

「僕の考えを聞いてくれ、ドゥールドォール将軍」

　ドゥールドォールが思わず頭を下げるのを横目に、ギ・ジュカは言葉を継いだ。

「峠とうげで騎き馬ば民族を迎え撃うつことはしない。将軍にはアル＝アラ郊こう外がいに大がかりな野戦築城をしてもらって、そこで敵を迎え撃ちたい。リリィは、そちらへ行く前にペリージア州の州都へ寄って、君の軍団の残りにも援えん軍ぐん要よう請せいを済ませている。ほどなく援軍が駆かけつけてくるはずだ。将軍は軍団を指揮して防御陣地を構築してほしい。それができれば、味方に犠ぎ牲せいを出さずに異民族を撃退できる」

　ドゥールドォールの顔に困こん惑わくの色が浮うかんだ。

「しかし防御陣地といっても……敵の大軍を台地に入れてしまっては、撃退するのが難しいかと……」

　予あらかじめその問いを予想していたサイファカールは、予めその答えも用意していた。

「この地図を見てくれ、僕の考える防御陣地は、こういう物だ」

　大おお仰ぎような仕草でギ・ジュカが一枚の羊よう皮ひ紙しを取り出したので、将軍の視線はその羊皮紙に吸い寄せられる。

　羊皮紙を手にギ・ジュカが歩み寄ってきて、それを広げた。描えがかれていたのは、アル＝アラ付近の地図だった。

　身を乗り出した将軍が地図を覗のぞき込むと、地図上には長々と一本の線が引かれていた。線は防ぼう御ぎよ壁へきを表しているように見えるが、防御壁にしては長すぎる。

　将軍は顔を上げ、これは？　と訊きいた。

　それに対して、ギ・ジュカはあくまでサイファカールとして答える。

「それが防御陣地だ。具体的には防御壁を造り、空から堀ぼりを掘ほる」

　将軍は、げぇっと仰のけ反ぞってしまった。

「こんなにも長く!?」

　ギ・ジュカはサイファカールのように、にやりと笑う。

「そう。そんなにも長い防御壁と空堀を造る。そうすれば敵は何もせずに引き揚あげていくだろう」

　将軍は驚おどろきの色を薄うすくしたものの、代わりに困惑の色を濃こくしてギ・ジュカとリリィを交こう互ごに見やった

「し、しかし。どれほど長く防御壁を拵こしらえても、空堀を掘っても、三万、四万の敵を撥はね返すには、こちらの兵力が不足している。防御壁が長ければ長いほど、すべてを守るのは不可能だ……」

　リリィはギ・ジュカに、ご苦労さん、と目配せした。
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　ギ・ジュカが静かに下がるのと入れ替かわるようにリリィが身を乗り出した。

「ドゥールドォール将軍」

「何かあるか」

「サイファカール様が仰おつしやるには、守る必要はない……らしいですぞ？」

「は？　それはどういうことだ？」

「こちらが準備万ばん端たんで迎え撃つ態勢を見せつければ、奴らは侵しん略りやくを諦あきらめて退しりぞいていく、というのがサイファカール様の読みですじゃよ」

「むむむむむ」

　将軍は唸うなるばかりで、まともに返事をすることができない。

「いったいどういうことだろう。サイファカール様は、何を根こん拠きよにそのようなことを仰るのだろうか」

　ようやく顔を上げた将軍が、リリィに対してそう訊いてきた。

「さて。儂わしにもはっきりとしたことはわかりませんがのう。ただ、今となってはサイファカール様のお言葉を信じて動くしかないと思うだけですじゃよ。じっさい」

　リリィは言葉を切って、意味深な視線でドゥールドォール将軍を見上げた。

「サイファカール様の策略でロクサスの街を押さえることに成功しましたからの。敵にも味方にも犠牲を出さず」

「うむ。その報告を聞いたときは驚いたものだが」

「ロキシーヌ殿でん下かは挙兵されてしまいましたからの。サイファカール様は、そうするしか方法はなかったわけですが」

「いや、べつにサイファカール様を責めているのではない。むしろどちらにも犠牲を出さずに街を手中にしたのだから、誉ほめられて然しかるべきだと思う」

　と将軍は真ま面じ目めくさった顔で言った。

　彼が本心からそう思っているのは間ま違ちがいなさそうだ。

（サイファカール様は、他人をその気にさせるのが上う手まいのう）

「しかし。サイファカール様のお考えはわかったが、本当にここ、バルガリ峠を放ほう棄きしてしまっていいのだろうか」

　将軍の躊ちゆう躇ちよを見て、リリィは駄だ目め押おしを放った。

「ここは東辺境州ですからの。州の長官であるサイファカール殿下がよいと仰っているのですから、儂は従うだけですじゃよ」

「そうか。そうだな。東辺境州はサイファカール様が亡なき陛下から任された土地なのだ、儂がどうこう言うものではないな」

（皇族の言葉には素す直なおに従うか。律りち儀ぎというか扱あつかい易やすいというか。将軍がペリージア州にいてくれて助かったわ。もしも将軍がアンブロウ州の隣となりにいたら、皇太子のために君くん側そくの奸かんを除くというロキシーヌ殿下の言葉に、ころっと騙だまされておったやもしれんからのう。こうしてこちらの手元に手た繰ぐり寄せておけば、ほかの誰だれかに利用されるのを防げるというものよな）

　と、そこまで思ったとき。

　リリィの心臓が、どきりと跳はねた。

（まさかサイファカール様、そこまでを考えて、真っ先にドゥールドォールに声をかけたのか？　だとすれば。恐おそろしいほどの先読みじゃな）

　サイファカールの描く絵は常人には計り知れないと、そんな思いを新たにするリリィである。

「よし！」

　と声を上げ、ドゥールドォール将軍が立ち上がった。

「登ってきた兵には二度手間になるが、我らはここを下りてアル＝アラまで戻もどろう。そこでサイファカール様の策に従って防御壁を築き、空堀を掘ろう」

　リリィとギ・ジュカも即そく座ざに立ち上がった。

　二人はドゥールドォールに向かって丁てい寧ねいに頭を下げる。

「お手数をおかけするが、よろしくお願いする」

「なんの。サイファカール様は帝てい国こくの安あん寧ねいのため、皇太子殿下のため、危険を冒おかして動いているのだ。それに比べれば、この程度、どうということはない」

　真面目くさった顔でそう言ったドゥールドォールにチラッと視線を向けたリリィは、

（将軍がサイファカール様の本心を聞いたら、腰こしを抜ぬかすやもしれんなぁ）

　と少し楽しくなった。

「儂は部下に撤てつ収しゆうの命令を出してくる。おぬしたちは先に戻るか？」

「いえ。儂とギ・ジュカは少し騎馬民族どもの様子を探さぐっておこうと思いますでな。峠の向こうまで進んでみるつもりですじゃよ」

　将軍はリリィの言葉に目を見開いた。

「峠の先へ!?　危なくないか？」

「他州の将軍様にこれだけ働いてもらっているのですからのう、儂らも少しは働かないと不ま味ずいですじゃろ」

「そうか。たしかに敵の動向がわかるのは大きい。頼たのんだぞ」

「こんなときのために足の速い馬を連れてきておりますからの。心配なさるな。将軍こそ、お気をつけてお戻りくだされ」

「うむ。戻り次し第だい、すぐにも防御壁構築と空堀掘くつ削さくに取りかかろう」

「アル＝アラにはシュメイルが戻っておりますでな」

「おお、あの男か」

「兵ひよう糧ろうは奴やつに運ばせますので、ご心配なく。現地での物資や必要な道具類も彼奴あやつが用意しております。募ぼ集しゆうする働き手への工賃も東辺境州こちらで持ちますでな」

　ドゥールドォール将軍は、そうか、わかった！　と大きく頷うなずいた。

「では、戻り次第、シュメイルを訪ねよう」

「ご武運を祈いのっておりますぞ、将軍」

「儂も、おぬしの任務の成功を祈っておる」

　ドゥールドォール将軍と、リリィ、ギ・ジュカは、互たがいの健けん闘とうを祈りつつ別れた。

　ドゥールドォール将軍は率いる二個軍団──そのうちの一個軍団はまだ上り道の途と中ちゆうにいたが──を引き返させるための命令を下そうと大急ぎで支し度たくを調ととのえ、指揮所へと戻っていった。

　引き返していく将軍を見送ったリリィは、峠とうげの城じよう塞さいに残ったエルミネ率いる十名の兵とギ・ジュカに告げる。

「では、儂らも行くとするか」

　慌あわただしく出立の準備を進めるペリージア州の軍団兵に背を向けたリリィたちは、峠を越こえ、帝国領外へと馬を進めるのだった。
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　二日後──。




　高原地帯の起き伏ふくのある地形の中をリリィに率いられた部隊が進んでいると、本隊に先行させていたエルミネと彼女の配下、そしてギ・ジュカの三名が駆かけ戻ってきた。

「いたかや？」

　とリリィが訊くと、ギ・ジュカは大きく頷いて応こたえた。

「いましたよ。あの丘おかを越えた向こう、盆ぼん地ち状の平原に集結しています」

「数は？」

「ざっと三、四万でしょうか。ただ、数が多すぎてはっきりとしませんが」

　そう言ってギ・ジュカは苦く笑しようする。

「何しろ、そんな大軍勢を数えたことなどないですからね」

「儂は十万、二十万くらいなら数えたこともあるがの」

「わたしはあなたとは違いますよ、リリィ」

「おぬしは俳優わざおぎだからのう。では、エルミネはどうじゃ？」

「わたくしも四万前後と見ました」

「さようか。いずれにせよ、この目で確かめておきたいの」

　ギ・ジュカとエルミネに案内させ、リリィ以下の隊員が丘を登っていった。

　登り詰つめたところに広めの頂いただきがあって、その向こうは少し急な下り斜しや面めんになっている。

　一同は、頂の手前の縁へりで下馬した。

　地面に杭くいを差し込んで手た綱づなを繫つなぎ、馬の口にハミを嚙かませてから、徒歩で頂の向こう側の縁まで進み出た。

　体を低くしてリリィが丘の向こうに広がる盆地を遠望すると、盆地を埋うめ尽つくさんばかりに騎き馬ばが密集しているのが目に入ってきた。

「…………ふむ。そうじゃの、五万前後もおるかの」

「それだけいましたか。事前の情報より少し多いですね」

「たぶん、その後も新あら手てが集まってきたのじゃろうな」

「しかし」

　遥はるか眼下を見下ろしながら、ギ・ジュカはため息を吐ついた。

「これで五万。サイファカール様が言われたように、まだどこかに十万ほどの本隊がいるのでしょうか」

「そうじゃのう。奴らは数を恃たのみに、という戦い方をするからの。本気で帝国領に侵しん攻こうしようというには、五万では些いささか数が不足気味と言えるやもしれん。いくら部族ごとに分ぶん裂れつしてしまったといっても、な」

　ギ・ジュカは顔を横に向け、リリィのほうを見やった。

「あなたはサイファカール様の読みが当たっていると思うわけですね、リリィ殿どの？」

「その蓋がい然ぜん性は高いと思うぞ？」

「ですか。しかし」

　ギ・ジュカは顔を戻し、蟻ありの集団か何かのように密集して蠢うごめいている騎馬の群れに目を向けた。

「あれの倍もの本隊がいるというのは、想像するだけで目め眩まいがしてきそうですね」

「最盛期には三十万もの騎馬が集まったというがの」

「その大軍相手に先せん帝てい陛下は大勝利した。やはりあのお方は不ふ世せい出しゆつの英えい雄ゆうだった……のでしょうね」

　リリィは、ふん、と鼻を鳴らした。

「先帝陛下が英雄じゃったのは儂わしもそのとおりだと思うがの。じゃがな、不世出とまでは言えんかもしれんぞ」

　ギ・ジュカが不思議そうな顔を向けてきた。

「どういうことです？」

「次代の英雄は、意外と身近なところにおるやもしれん……ということじゃよ」

　ギ・ジュカが目を見開いた。

「あなた、サイファカール様が次代の英雄だと言うのですか!?」

（驚おどろきましたね。たしかにサイファカール様、一ひと廉かどの人物には見えますが、この暴あばれん坊ぼう幼女殿が、そこまで高く評価しているとは）

「なんぞ言いたいことがあるのかや？」

　ぎろりとリリィが睨ねめつけてきたので、ギ・ジュカはふるふると首を横に振ふった。

「べつに言いたいことはありませんが。ただ、あなたのサイファカール様への高評価が、少し意外だっただけです」

「まぁ可能性の問題じゃがな。あれはたしかに先帝陛下の御お子こじゃよ。希代の英雄、ロムニエゥス一世陛下の、な。とはいえ」

　リリィは、にやりと笑った。

　可か愛わいらしい見た目に似つかわしくない邪じや悪あくな笑えみだった。

「先帝陛下の御子にもピンからキリまでおるがのう」

　頷いてしまっていいものかどうか、ギ・ジュカは一いつ瞬しゆん、迷ったが。

「そうです……ね」

　結局、ギ・ジュカは頷いてしまった。

（まぁロキシーヌ殿下辺りと比べれば、たしかにピンキリですからねぇ）

「じゃから儂らは当たりを引いたのじゃ。そう思えばやる気も出てこよう？」

　とリリィが意味深な視線を向けてきた。

（サイファカール様、わたしたちを新しい場所へと連れ出してくれそうではありますが。しかし、次代の英雄というほどの人物なのかどうか。そこまで期待していいのかどうか。わたしには、まだわかりませんね）

　考え込んでしまったギ・ジュカを無視し、リリィは顔を前方に向け、さて、と言った。

「無む駄だ話ばなしは止やめて、そろそろ戻るか。戻って、シュメイルやドゥールドォール将軍に報告せんとな。だいいち、あいつらに追いかけられたら、いくら儂でも逃にげ切れん」

　釣つられてギ・ジュカも顔を上げ、もう一度、遥か眼下に蠢く五万の騎馬を遠望した。

　あれらが一団となって押し寄せ、この丘を駆け上がってくるところを想像しただけで、本気で目眩がしそうになる。

「ですね。戻もどりましょう」

　リリィとギ・ジュカ、そして十名の兵は丘の頂を身を低くしたまま後ずさり、途中から中ちゆう腰ごしになって走り、繫いだ馬のところまで駆け戻った。

「帰りは全速力じゃ」

　馬に跳とび乗ったリリィが声をかけ。

　全員が馬首を巡めぐらせた。
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　少し時間を戻すことにしよう。




　州しゆう境ざかいを越えたアンブロウ州軍団は、途と中ちゆうにある小さな街は無視して、リエンツェ州を進軍していった。そして州都までの道程の半分ほどを来たところにある比ひ較かく的てき大きな街の手前で進軍を停止し、そのまま街を囲む態勢を取った。

　べつに街を攻こう撃げきして陥おとしてしまおうというのではない。

　ロキシーヌには戦いくさで時間を浪ろう費ひするつもりなどないし、兵に犠ぎ牲せいを強しいるような作戦を採る場面でもない。包囲攻撃する意志を見せておいて、リエンツェ州の長官、レムリガス将軍に圧力をかけようというのが狙ねらいである。

　そうしておいてレムリガス将軍宛あてに何度か使者を送って参さん陣じんを促うながしたロキシーヌだが、将軍からは色よい返事が返ってこなかった。

　使者のやり取りをしているだけで瞬またたく間まに数日が過ぎ、そして今に至るわけだが、レムリガスだけでなく、周辺諸勢力からも色よい返事は集まらず、すでにロキシーヌの顔には焦あせりが色いろ濃こく浮うかんでいた。




「遅おそいな。いつまでもレムリガスの返事を待っているわけにはいかないぞ」

　軍団本営に設しつらえた大天幕の中で床しよう几ぎに座ったロキシーヌは、苛いら立だたしさを隠かくそうともせずに膝ひざを揺ゆすった。

「そうですね」

　と軍団長の一人、エルク＝レインが頷うなずいた。

「ですが、他ほかの勢力はともかく、レムリガスの帰き趨すうが不明なまま進めば、背後を脅おびやかされる虞おそれがあります」

　と言ったのはドゥートス。

　ここにいる三人の軍団長の中では格上の彼がそう言えば、もう一人の軍団長マルチダスも頷かざるを得ない。

「でありますね。あの将軍は油断のならない人物ということですから」

「そう言うがな。ここで待っているだけでは、皇太子の側に態勢を立て直すための時間を与あたえるだけじゃないか」

「殿でん下か」

「なんだ、エルク？」

「皇太子殿ではなく、宰さい相しようカルガリ、であります」

「そんな細かいことはどうでもいいんだよ。余よ所その人間がいるならともかく、ここにいるのは俺たちだけじゃないか」

「ですが、どこに目や耳が隠れているかわかりません」

（こいつ、頭がいいのは間ま違ちがいないが、少し細かすぎるな）

「俺の幕ばく僚りようにそんな奴やつはいねえ。それより！」

　ロキシーヌはあからさまに不快感を顔に浮かべ、三人の軍団長を見回した。

「もはや猶ゆう予よはならない。今ここで、どうするかを決めるんだ」

　ロキシーヌにそう言われ、軍議進行役のエルクが床几から身を乗り出した。

「考こう慮りよする選せん択たく肢しは二つですね。あくまでレムリガス将軍を味方につけるべく彼の返事を待つのか。時間と勢いを優先させ、レムリガス将軍を無視して先へ進むのか。どうお考えになりますか、殿下」

「これ以上待つわけにはいかねえ。進むしかないな」

　それが最高司令官の決定なら、ドゥートスもマルチダスも異議を唱えることはしない。

「では、進むための方策を考えていきましょう」

　と言って、エルクは小さな野戦卓たくの上に地図を広げた。

「敵対行動を取らなければ、リエンツェ州軍団は無視して先を急ぎます」

　彼の指が地図上を動く。

「この先、グレンナ州の長官は我々に味方すると密ひそかに通じてきていますので、いったんそちらへ迂う回かいして、グレンナ州の軍団と合流します。兵数は一万ですからそれほど大きな数ではありませんが、他州の兵が加わった、他州の長官が合流したというのは周囲に対する大きな喧けん伝でん材料になりますので、これは外せません」

「そうだな」

　ロキシーヌが頷いてくれたので、エルクも一安心だ。

　何よりも勢いが大事だとばかりに先を急がれては困る。兵力を増やしつつ帝てい都とに迫せまらなくてはならないのだ。現状の兵数では皇太子側が用意する迎げい撃げき部隊に敵かなわない。勢いとは進軍速度のことではなく、膨ふくれ上がる味方の兵数のことなのだ。

　ロキシーヌには、そのことが今一つ理解できていないから、参さん謀ぼう格を自任するエルクも不安を拭ぬぐえない。

（けちけちせずに、レムリガス将軍にはもっと実利のある好条件を提示すればいいのに。帝国の主あるじになれば、いくらでも取り返せるのですから）

　そう思っても、さすがに新参者の軍団長としては、あまり強引な献けん策さくもできない。ロキシーヌが怒おこるかもしれないし、先任の軍団長も気を悪くするだろう。

（やれやれ。気を遣つかわなくてはならないことが多すぎますね。せっかく軍団長まで登ったというのに、これじゃ以前のほうが気が楽だったな）

　なかなか自分の思うようにいかない現状を、エルクは少し不満に思う。

（いえいえ、それより。今は目の前の問題に集中しなくては）

「では、各自、進発の準備を始めましょうか。指揮する兵数も多いので、準備を急がせなくてはなりません」

　とエルクが触ふれたのも道理で、挙兵するに当たって、アンブロウ州で新規に兵を徴ちよう発はつしているので、一個軍団当たりの兵数が増えているのだ。

　ドゥートス、マルチダス、エルク＝レインの軍団がそれぞれ七千に増員されているし、ロキシーヌの親衛隊も六千に増やしている。

　その他、別働隊として二千、輜し重ちよう部隊が四千。

　合計で三万三千が挙兵したロキシーヌ軍の総兵力だった。

「グレンナ州の軍団と合流できれば四万を超こえます。この辺りでは最大の勢力になりますから、それを見ればレムリガス将軍も味方する気になるでしょう。ほかの州の長官や軍団長たちもです」

　五万を超えるところまで持っていけば、あとは雪だるま式に兵数が増えていくとエルクは考えている。グレンナ州軍団との合流はその第一歩で、何がなんでも実現させなくてはならない最重要案件なのだ。

　しかし。

　そのとき、彼の構想を根底から崩くずす衝しよう撃げきの報が届いた。
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　サイファカールは、ロクサスだけでなく他の街の周辺にも見張りを置いて、街から出た使者を襲おそって捕とらえていたが、さすがにすべてを捕ほ縛ばくするのは無理な話で、捕縛し損そこねた使者がロキシーヌの本営へ走り込んできたのだった。




「なんだと!?　ロクサスにサイファカールが入った!?」

　報告を上げてきた伝令部隊の長に向かってロキシーヌが叫さけんだ。

「どういうことだ!?」

「どういうことかまではわかりませんが、ロックファルの街から使者が送られてきまして。使者は『ロキシーヌ様がロクサスの街の守備をサイファカール殿下に託たくされたというのは本当ですか？』と確かく認にんを求めているのですが……」

「はぁあ!?　なんだ、それは!?　いったい全体、何がどうなってるんだ!?」

「え、いえ、あの、わたくしに訊きかれましても……」

　エルクが唸うなるように低く小さく呟つぶやいた。

「どうやら一いつ杯ぱい食わされましたね。ロクサスの街は、まんまとサイファカール殿下に盗とられたようです」

　立ち上がったロキシーヌが眉まゆを吊つり上げて隊長を怒ど鳴なりつけた。

「すぐにそいつを呼べ！　詳くわしい話を聞く！」




　現れた伝令兵を尋じん問もんしたが、アル＝アラ軍団がどうやって街を乗っ取ったのか、詳しよう細さいは不明のままだった。しかし現状は、ロクサスの街にアル＝アラ軍団が入って街を実効支配していることは確実と思われた。

「どういうことだ、くそ！」

　わけがわからず怒鳴り散らすロキシーヌに向かって、エルクが冷静な口調で告げる。

「伝令兵によれば街を巡めぐる戦せん闘とうはなかったようですから、なんらかの手段で密かに街中に侵しん入にゆうしたアル＝アラ軍団が留守部隊を急きゆう襲しゆう、街を制圧した……のでしょう」

　ロキシーヌは口あんぐりの体ていだし、二人の軍団長も啞あ然ぜん、呆ぼう然ぜんとエルクを見つめるだけだった。

（参ったな。これで根本的に戦略が狂くるったぞ）

　エルクも苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたように表情を歪ゆがめた。

　が、いつまでも考えている場合ではない。

「ロキシーヌ様、この後、どうするかということですが……」

　対応策を口にしようとしたエルクを遮さえぎり、ロキシーヌが吼ほえた。

「サイファカールの野や郎ろう、俺が目をかけてやったのも忘れて、後ろから殴なぐりかかるような卑ひ怯きような真ま似ねしやがって！　許さねえ！　ぶっ殺してやる！」

「しかし、ロキシーヌ様、それでは大義の成じよう就じゆが遅おくれてしまいます。ここは……」

「少しくらい遅れたってかまやしねえ！　だいいち、本ほん拠きよ地ちを他人に盗られたままにしておいたら、俺は周りからいい笑い者になるわ。俺と手を組もうとしていた勢力が二の足を踏ふむだろうが」

「そ、それは」

　たしかに笑い声を上げる者も現れるだろう。

（だけど、そんな奴らには、ロクサスは弟に預けたんだと言って逆に笑い飛ばしてやればいいんです。むしろ、そうしたほうが器うつわの大きさを演出できるのに）

　と思うエルクだが、指し摘てきはできなかった。それを指摘すれば、間接的にだが、ロキシーヌの器が小さいと言うようなものだ。

「俺の街をこそ泥どろのように盗った奴を許すつもりはねえ！　俺を騙だました報むくいをきっちりと与えてやらないと俺の気が済まねえんだ！　サイファカールの阿あ呆ほうは、必ずとっ捕つかまえて八やつ裂ざきにしてやるぜ！」

（ロキシーヌ様、怒いかりに我を忘れて周囲が見えなくなっています。優先順位付けが上う手まくできていません。これは……不ま味ずいですね）

　エルクは思案を巡らせる。

（それしかないですか）

「承知いたしました」

　と首しゆ肯こうしたエルクだが、続けて、ですが、と言ってロキシーヌに提案をする。

「サイファカール殿下を討うち取っても、ここでの遅れは、第二代皇こう帝ていにお即つきになるというロキシーヌ様の大願成就にとって致ち命めい傷しようになりかねません。ですから並行してもう一手指させていただけませんか？」

　怒ど髪はつ天てんを衝つく勢いだったロキシーヌが、少しだけ我を取り戻もどす。

「何をしようと言うんだ？」

「わたしを先行させてください。まだグレンナ州の長官は事態の急変を知りません。知らん顔で向こうの軍団と合流を済ませてしまいましょう。一度合流してしまえば、そう簡単に離り脱だつはできません。合流した後にロクサスへ急行すれば、兵力は圧あつ倒とう的てきにこちらが有利になります。攻せめるまでもなく、サイファカール殿下は街から逃にげ出すでしょう。すぐに街の仕置きを済ませ、四万の軍で取って返し、リエンツェ州の州都まで進み、レムリガス将軍に味方せよと最さい後ご通つう牒ちようを送ります。彼を味方に引っ張り込めば総勢六万の大軍になり、旧王国領にも遮る者は現れません。どころか、帝都近郊に迫る頃ころには十万を超える大軍となっているでしょう」

　エルクの熱弁に、ロキシーヌは腰こしを下ろし、考え込んだ。

　やはり「第二代皇帝」という単語が利きいたようだ。

　エルクも、ドゥートスもマルチダスも、息を詰つめて彼の応こたえを待つ。

　やがてロキシーヌは顔を上げた。

「よし、わかった。エルク、おまえの軍団は先行してグレンナ州の軍団と合流しろ。合流し次し第だい、ロクサスへ急行するんだ。連中が何を言ってもかまわない。有う無むを言わさず連れてこい！」

「はっ」

「ただし」

　勢い込んで頭を下げたエルクの頭頂を、ロキシーヌが冷ややかな目で見下ろした。

「おまえが連れていくのは正規の軍団兵のみだ。つまり五千ということだな。それ以外はこちらに回せ」

　グレンナ州の兵力が一万だから、エルクとしては、できれば七千で行きたかった。

　五千では向こうの二分の一だ。

（それで有無を言わさず連れてこられるかどうか……いや、今は贅ぜい沢たくを言っている場合ではない）

　これ以上ごねていると、先行してグレンナ州軍団と合流するという作戦自体を取り消される虞おそれがある。

　エルクは、

「承知しました」

　と言って頭を下げるしかなかった。
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　こうしてアンブロウ州軍団は慌あわただしく出撃の準備を開始したのだが、少し離はなれた場所に潜ひそんで軍団の様子を探さぐっていたネムネモ率いる物見部隊がそれを察知した。

　レムリガス将軍への使節団の副使という大役を済ませたネムネモは、ロキシーヌ軍団の様子を探るために、休む間もなくサイファカールによって送り込まれたのである。




（どうやら軍団が動き出す、ようです。どこへ向かうのかを探らなく、ては）

　ネムネモは単独でアンブロウ州軍団の間近まで接近した。夜や陰いんに乗じれば、この程度のことは山の民たみ出身の彼女にとってそれほど難しくはない。

　草むらに身を沈しずめたまま、ネムネモは各部隊の隊長が発する命令に耳を欹そばだてる。

　そして。

（え？　ロクサスの街へ戻る？　こんな急に？　それでは細工が間に合わ、ない）

　ネムネモ率いる部隊はロキシーヌの軍団を見張るだけではなく、ある情報を流す任務も負っていた。その情報は「ロクサスの街がアル＝アラ軍団に奪うばわれた」というものだ。

　情報を流して、兵の疑心をかき立て、上手くすれば浮うき足立たせる。そのために、ロクサスの兵から軍団に宛あてた偽にせの文書──シュラトゥ特製だから見破られる虞はない──を何枚も持ってきている。敵兵に拾わせるためにだ。

　けれど、今すぐ出撃されては小細工をしている暇ひまがない。

　おそらくロクサスの街が奪われたことを知っているのは一部の幹部のみで、一いつ般ぱんの兵は知らないままだろう。

　サイファカールの読みでは、ロクサスを奪われたのを知ったロキシーヌや軍団長たちは混乱し、狼狽うろたえ、決断に迷うはずだった。それで配下の兵たちも異常に気づく……はずだったが、さすがのサイファカールも、ロキシーヌの理り不ふ尽じんな怒り──それも自分に対する怒りだ──の大きさまでは読み切れなかった。




（さてどうします、か……いえ考えている場合ではないです、ね）

　ロクサスの街を奪われたことをアンブロウ州軍団が知った以上、細工を見送ってもいいところだが、やはり一般兵にも知らせておきたいとネムネモは思った。

　彼女は哨しよう戒かい中の兵を見かけるや否いなや襲いかかり、五人組の兵に声を上げる暇さえ与あたえず全員を打ち倒たおした。

　そのうちの一人、いちばん格上だと思われる兵の口に布きれを押し込み、手持ちの香こう草そうを嗅かがせると、兵はすぐに覚かく醒せいした。

　兵が目を開けると、ネムネモは短たん剣けんを相手の眼前にかざし、低く抑おさえた声で警告する。

「騒さわぐ、な」

　兵は自分が置かれた立場を悟さとったらしく、怯おびえた顔で身動きを止めた。

「わたしは以前ロクサスの街に住んで、いた者。街にも軍にも知人が、いる。だからこうして知らせに、来た」

　兵は相手が何を言っているのかさっぱりわからないが、ネムネモは兵の戸と惑まどいに構わず話し続ける。

「ロクサスの街はアル＝アラ軍団に占せん領りようされた」

　そこで初めて兵に反応が出た。

　驚おどろきに目を見開き、何かを叫さけぼうとする。

　一般兵にはその事実が知らされていないから、彼が驚くのも無理はない。

　だが、口に詰まった布きれのせいで兵は声が出せなかった。

　ネムネモは短剣を相手の喉のどに強く押し当てた。

「騒ぐ、な！」

　相手は、ひっ、とくぐもった悲鳴を上げておとなしくなる。

「それだけでは、ない。帝てい都とではロキシーヌ殿でん下かを反逆者と断じて追つい討とう令れいを出し、たぞ。すでに十万の追討軍が出撃した、という。このままだとおまえたちは反逆者として討たれることに、なる。一族郎ろう党とうも処しよ刑けいされ、る。わたしはそれを止とめに、来た」

　そう言って、ネムネモは左手で引っ張り出した偽ぎ文ぶん書しよを相手の兵に押しつけた。

「これは守備部隊の兵から預かった手紙。読めば今の話が本当だということが、わかる。だから戻る、な。さっさと逃げ、ろ。ロキシーヌはもう本拠地を失った。あいつには帰る場所など、ない。周辺の勢力から総攻こう撃げきを受けて壊かい滅めつするか追討軍に滅ほろぼされるか、だ。いつまでもあいつに付いていても死ぬ、だけ」

　一方的に言うだけ言うとネムネモは身を翻ひるがえし、たちまち夜の闇やみの中にその姿を消した。

　残された兵は、ただ呆然と暗くら闇やみを見つめていたが、やがてのろのろと顔を戻し、自分の手に押しつけられた羊よう皮ひ紙しに目を落とした。




　このネムネモの咄とつ嗟さの判断は、この後、意外なほどの効果を発揮することになる。

　急にロクサスへ引き返すことになって、いったい何があったのか？　と兵たちが疑問に思ったところだったのが効果的だった。

[image: ]

　そんなときに提示された驚きよう愕がくの事実。

　兵は慄おののき、その話を仲間に伝えた。

　不ふ審しんに思っていた兵たちはその話に飛びつき。

　燎りよう原げんに燃え広がる野の火びのように、その話はたちまち軍団内に広まっていった。




　　　　４




　仲間のところへ戻ると、ネムネモはすぐにロクサスの街へ引き返すことを告げた。

「急いで戻り、ます。早くサイファカール様に事態の急変を告げなく、ては」

　山の民出身の彼女は夜目が利く。僅わずかな星明かりがあれば地形を見通すことなど造作もなく、ネムネモは率いていた部隊の兵を置き去りにする速度で夜通し馬を駆かけさせた。




　　　　５




　翌日の午後にネムネモの馬がロクサスの街に駆け込んできた。連れていった物見部隊の兵は遥はるか後方だ。

　ネムネモは城門警護の兵に声をかけ、脇わき門もんを抜ぬけて大通りを疾しつ駆くし、皇おう子じ宮きゆうの城門前で飛ぶように下馬した。

　すぐに、急を聞きつけてフレイヤが駆けてきた。

「ロキシーヌ軍団が戻もどってきま、す！」

　という彼女の報告を聞いて、フレイヤは皇子宮に駆け戻っていった。

　在城している幹部は直ちにサイファカールによって評ひよう定じようの間まに集められた。




　　　　６




　集まった面々は。

　フレイヤ、リ・イン、ネムネモ、シュラトゥ、グラゥクス。

　アル＝アラ側の幹部は、軍団副長のヨーコしかいない。

　ザネッティとリリィは別の任務でロクサスを離れた。レフラフティはシュメイルと一いつ緒しよにアル＝アラへと戻っていた。




　改めてネムネモから報告を聞いたサイファカールは、珍めずらしく渋しぶい顔で舌打ちした。

「まさかロキシーヌの兄貴がそれほど早く決断するとは思わなかったな。レムリガス将軍をほったらかしにしたままでも背後を襲おそわれる虞おそれはないと踏ふんだのか？　ということは、なんらかの協定が結ばれた？　いや、そんな時間的余よ裕ゆうはないはずだ。レムリガス将軍の副官が訪おとずれたときは、まだ態度を明らかにしていなかったんだから。そして副官が戻ったのなら、将軍がロキシーヌの側に付くはずがない」

　ぶつぶつと呟つぶやくように状じよう況きよう分ぶん析せきをするサイファカールを、集まった幹部がじっと見守っている。それに気づいたサイファカールは、顔を上げ、敢あえて明るい声で呼びかけた。

「理由はわからないけど、こちらの予想よりも早くロキシーヌは決断したようだ。かなり急いで準備を始めたようだから、数日後にはアンブロウ州軍団が戻ってくる。兵力はざっと三万らしいけど、輜し重ちよう部隊を除けばおそらく二万五千程度だろう。とはいえ、僕たちの兵力で対たい抗こうできる数ではない」

　エルク＝レインの軍団が別行動を取っているので、実際は二万を少し超こえる程度だが、この時点でのサイファカールにはそれを知る由よしがない。

「ということは、皇子様」

　サイファカールの言葉を引き取って、フレイヤが訊きいた。

「予定どおり撤てつ収しゆうするのでありますね」

「せっかく奪とったこの街をロキシーヌに返すのは残念だけど、仕方がない。まぁ、こちらへ引き返すということは、それだけ余計な時間を浪ろう費ひするということだから、兄貴の野望が頓とん挫ざしたのは間ま違ちがいない。今のところは、それでよしとしよう」

「サイファカール様」

　珍しくヨーコが手を挙げた。

「なんだい、ヨーコ？」

「撤収は直ちに行いますか？　それともギリギリまで粘ねばりますか？」

「粘りすぎると追撃されて追いつかれる虞がある。かといって、すぐに逃にげ出すのも芸がない。二日ほど様子を見て、相手の動きも確かめつつ、最終的な撤収時期を決めようか。敵の動きを逐ちく一いち把は握あくしておきたい。物見部隊を多めに用意してくれないか、ヨーコ」

　ヨーコは軽く頭を下げ、

「承知いたしました」

　と応こたえた。




　その二日間のあいだに、サイファカールは意外な申し出を意外な者たちから受けることとなった。




　　　　７




　街の有力者たちがサイファカールに会いたがっている。そんな報告が上がってきたのが翌日のことだった。以前にザネッティが呼んだ街の有力者たち、すなわち貴族の代表者や商人組合の代表者たちである。




「彼らが僕に？　尻しつ尾ぽを巻いて逃げていく僕を笑おうというわけでもないだろうし、なんだろうね」

　と首を傾かしげたサイファカールだが、会うくらいならどうということはない。

　その日の午後に引見することを伝えさせた。




　そして午後──。

　サイファカールが待ち受ける謁えつ見けんの間まに現れたのは、貴族の代表者と商人組合の代表者、そして市民と官かん僚りようの代表者からなる四人だった。

　居並ぶ衛兵にちらっと目をやった後、四人は丁てい寧ねいな挨あい拶さつを始めたのだが、サイファカールはすぐに彼らの挨拶を遮さえぎって言った。

「あまり時間に余裕はないんだ。もう知っていると思うけど、僕たちはこの街を出ていくことにした。その支し度たくで大わらわだからね」

　そこで言葉を切ったサイファカールは、小さなため息を吐ついてみせる。

「残念だけど、ロキシーヌの兄上の謀む反ほんを止めることは叶かなわなかった。君たちはロキシーヌ殿下の勝利を願ったほうがいいね。下へ手たをすると、君たちも謀反の加か担たん者になってしまうんだから」

　四人はそっと顔を見合わせたが、それにかまわずサイファカールは話を続けた。

「短いあいだだったけど、皆みなが僕たちに協力してくれたのは感謝している……いや、その言い方は不ま味ずいか。君たちが僕に反はん抗こうしなかったことを感謝していると言っておこう」

　たしかに「協力した」となると、戻ってきたロキシーヌから「裏切り者」呼ばわりされてしまう虞があるから、言い直したのはサイファカールの気配りだった。

　それは四人にもわかったようで、貴族の代表者が、

「お心こころ遣づかい、感謝しております」

　と言って頭を下げると、ほかの三人も一緒に頭を下げた。

　サイファカールは頭を上げるように促うながすと、相手の用件を訊いた。

「で、今日はなんの用かな？　さっきも言ったけど、あまり時間に余裕はないんだ」

「それでございます」

　顔を上げた四人は、誰だれもが真しん剣けんな、あるいは思い詰つめたような表情をしている。

（なんだ？　迷めい惑わく料でも置いていけと言うのかな。まさかね）

　彼らが何を言いに来たのかがわからずに、さすがのサイファカールも戸と惑まどいを隠かくせないでいる。

「我ら、この街に住まう者の代表として仲間と話し合いました。その結果」

　四人はもう一度、互たがいに顔を見合わせ、小さく頷うなずいてからサイファカールに向き直る。

「サイファカール殿でん下かに、この街を出ていっていただきたくない、ということをお伝えしに参ったのでございます」

「……は？」

　サイファカールが呆あつ気けに取られた顔になっているのに気づき、フレイヤは驚おどろいた。

　親衛隊長として会見に同席していたフレイヤは、この手の席では話を聞き流すことにしている。けれど、サイファカールの護衛役である以上、皇子にはつねに注意を払はらっている。だからサイファカールの表情の変化に驚いたのだ。

（皇子様のあんな間の抜けたお顔を拝見するのはいつ以来だろう）

　フレイヤは驚き、そして感心してしまった。

　彼らの申し出はサイファカールにとって、それほど意外であり驚きであったのだ。

　彼らがサイファカールに「出ていってほしくない」と言うことは、即すなわち「この街の支配者として残ってくれ、我々はそれを認める」ということだから、サイファカールが驚いたのも無理はない。何しろ今このとき、本当の支配者であるロキシーヌが街を奪とり返そうとこちらに向かっているのだから。

　四人は椅い子すから立ち上がると、

「サイファカール様。何とぞ街にお残りくださいませ」

　と言ってその場に平へい伏ふくしてしまった。

　それでサイファカールが我に返る。

（なんだ？　どういうことだ？）

　サイファカールの頭脳が猛もう烈れつな勢いで回転し始めた。

　サイファカールが真っ先に考えたのは、

（僕がこの街に残れば、街がロキシーヌに包囲されたとき、虜りよ囚しゆうも同然の身の上になる。それを狙ねらっているのかな）

　ということだった。

（いや、それは危険すぎる。予あらかじめロキシーヌと打ち合わせていないと、正しよう真しん正しよう銘めいの裏切り者だ。街を奪り返した兄貴に処しよ刑けいされる虞がある。この街への出入りには注意しているし、彼ら有力者のことは見張っていた。事前にそんな打ち合わせなど、できるはずがない。ということは？）

　サイファカールは目を四人に転じた。

　彼らはまだ床ゆかに額をつけたままだ。

「君たち、頭を上げてくれないかな」

　というサイファカールの声で、四人はそろそろと頭を上げた。その顔には悲ひ壮そうな決意の色が浮うかび、その瞳ひとみには強固な意思の光が宿っていた。

（本気なんだね。でも、理由がわからない）

　サイファカールは理由を考えるのを止やめ、彼ら自身に訊いてみることにする。

「君たちは、どうして僕に残ってくれだなんて言うの？　やがてロキシーヌの兄上が戻ってくるんだよ？　僕が君たちの要よう請せいで街に残るということは、僕をこの街の支配者として戴いただくことになる。それは、いろいろ不味いと思うんだけど？」

「サイファカール様の寛かん大だいな仕置きに、みな感謝しているのでございます」

　と貴族の代表者が言った。

「サイファカール様のような慈じ愛あい溢あふれるお方に街にいていただきたいのです」

　と市民の代表者が言った。

「サイファカール様のように利に聡さといお方に街を運営していただきたいのでございます」

　と商業組合の代表者が言った。

「サイファカール様のように善政を敷しくお方に街を治めていただきたいのです」

　と官僚の代表者が言った。

（なるほど、それなら……わからないでもない）

　この街に入ってからの短時日でサイファカールが矢や継つぎ早に打ち出した諸策のおかげで、彼らはサイファカールを認めたのだろう。

（つまり、要するに、早い話が、ロキシーヌより僕のほうがマシだと彼らが判断した……ということなのか。向こう一年間の租そ税ぜい免めん除じよとか、通行税の免除とか、売上税の低減とかが効力を発揮したんだろうね）

　そう思って、サイファカールは内心で苦く笑しようする。

（人間、いつでも利益の大きなほうに引き寄せられるものだ）

　帝てい国こくの税率は決まっているから、州の長官が勝手に上げ下げできるものではない。が、州長官の裁量も大きいから臨時の徴ちよう税ぜいをすることは可能だし、適当な理由をでっち上げて新規の税を徴ちよう収しゆうすることは可能だ。

　逆に、いざというときには──例えば凶きよう作さくや暴動、異民族の襲しゆう来らいなど──臨時に税率を下げる権限もある。

　サイファカールは、今がそのいざというときという理り屈くつで租税免除を言い渡わたしたのだが、それが思わぬところで効力を発揮したわけだ。

（おそらくロキシーヌには、これまでかなり痛い目に遭あってきたんだろうね。しかし）

　おおよその理由はわかった。

　彼らの覚かく悟ごのほども感じた。

　とはいえ、彼らの要請に対して簡単に頷くわけにもいかない。

　何しろ、もうじき二万五千から三万の軍勢を率いてロキシーヌが戻もどってくるのだ。

　いくら街の代表者がサイファカールを認めたからといって、兵を提供してくれるわけではない。街を守る兵力はアル＝アラ軍団の三千だけというのが現状だ。

　攻城戦では攻こう撃げき側が守備側の五倍以上の兵力が要いるという。そして、この街の防ぼう御ぎよ力はそうとう高い。それでも三千で二万五千以上を撃退するのは至難の業わざである。

　街の規模に比べ、守備兵力が少なすぎるし、街はつい昨日までロキシーヌが治めていたのだ。サイファカールを認めたとしても、いつ住民たちの気が変わるかわからない。誰がロキシーヌに通じるかわからない。そんな状じよう況きよう下かで籠ろう城じよう戦を行うのは、あまりにも無む謀ぼうというものだろう。

　今までのサイファカールなら四人の申し出に対して首を縦に振ふらなかったはずだ。予定どおり街を撤てつ収しゆうするという方針を貫つらぬいたことだろう。

　しかし。

　このとき、サイファカールにはちょっとした変化が起きていた。

　ロキシーヌが街を奪とり戻せば、どうなるか。

　代表者たちは積極的にサイファカールを迎むかえ入れた、それどころか為い政せい者しやとして戴こうとしたと密告する者が必ず出るに違ちがいない。単純なロキシーヌのことだ、彼らの立場など忖そん度たくすることなく、裏切り者として処刑しようとするだろう。

　自分を認め、迎え入れようとしてくれた者たちを、そんな酷ひどい目に遭わせていいのか。そんな思いがサイファカールの心に湧わき出て拭ぬぐえない。

　考え込んだサイファカールを四人がじっと見つめている。

「君たち」

　やがてサイファカールは四人のほうへ顔を向けた。

「僕が居残ったら、僕だけじゃない、君たちも、もう後あと戻もどりできないよ。それはわかっているのかな？」

「もちろんでございます」

「サイファカール様に残っていただけるのでしたら、我らも剣けんを取り、ともに戦う覚悟でございます」

　そう言って、四人はまた平伏した。

（やれやれ、参ったな。こんなふうにされると、彼らを見捨てて街を出たら、僕が悪者になっちゃうじゃないか）

　サイファカールは内心でため息を吐つき、そして苦笑した。

（そうだね。帝国を再統一しようだなんていう大それた野望を実現させるためには。大願を成じよう就じゆさせるためには。どこかで大きな賭かけに打って出る必要がある。もしかするとそれが今なのかもしれない）

　安全策ばかりを追い求めていては、得られる成果など高が知れている。

　大きな果実を取るためには、どこかで大きな危険を冒おかさないとならない。

　そんな熱い思いに突つき動かされようとしている自分を、冷静な目で見ているもう一人の自分がいるのをサイファカールは感じていた。

　ただ情動に囚とらわれたのではない。

　いつもの計算高いサイファカールがいなくなったわけでもない。

（街に残って、街を守れる可能性は？　もちろん高くない。でも、皆かい無むでもない）

　サイファカールが頼たのみとするのは何か。

（まずレムリガス将軍。副官のゲッツェが将軍を動かしてくれる可能性は、それほど低くない。問題はレムリガス将軍の優ゆう柔じゆう不ふ断だんさだけど）

　そこに関してはゲッツェの説得に賭かけるしかないと思うサイファカールだ。

（そしてもう一つ。アル＝アラにいるドゥールドォール将軍の軍団。ザネッティとリリィが上う手まいこと説得してくれれば四個軍団がアル＝アラ近きん郊こうにいるわけで、早々に騎き馬ば民族を撃退できれば、援えん軍ぐんとしてこちらに来てもらうことも可能だ）

　ドゥールドォール将軍は謹きん厳げん実直。

　私し欲よくで兵を挙げたロキシーヌは、彼にとって紛まごうことなき謀む反ほん人だから、サイファカールが援兵を乞こえば、駆かけつけてくれる可能性は高い。

（とはいえ、どちらも可能性でしかないんだけど。さて、どうする？　可能性に賭けるか。あくまで堅けん実じつに賢けん明めいに確実に行くか）

　と自分に問うてはみたものの、すでにサイファカールの中では答えが出ているのも同然だった。

（よし、やろう！　この程度の危機を乗り越こえられないで、帝国の再統一なんて大事業が成せるわけがないんだ。どころか、後こう継けい者しや争いの大おお舞ぶ台たいに立つことすら叶かなわない！）

　サイファカールは決断を下した。

　決断を口に上した。




「わかった。僕は残ろう。残ってこの街を守ろう」




　重い意味を持つ決断だった。

　未来を別わかつ大きな決断だった。

　この決断がサイファカールが飛ひ躍やくする契けい機きとなり、同時にサイファカール自身の成長を促うながした。

　と言えるのではないだろうか。




　感極きわまった四人は、またもや額を床に擦こすりつけ、口々に感謝の言葉を叫さけんだ。

　その姿を見たサイファカールは、自分の決断は間違いではないと思った。

（たとえ街を守るのに失敗しても。最悪、ここで討うたれ果てることになっても。僕はやるだけのことはやったと笑っていられるだろう。ただ……）

[image: ]

　サイファカールは、真ま面じ目めくさった顔で直立不動で控ひかえているフレイヤのことをそっと見やった。

（フレイヤを始め、皆みんなには迷めい惑わくをかけることになるな。でも）

　サイファカールは顔を上げた。

　彼の目には様々な未来が見えている。

　輝かがやかしい未来。

　華はな々ばなしい未来。

　みすぼらしい未来。

　無残な未来。

　どんな未来が待ち受けているのかはわからない。

（けれど、目指す未来はただ一つ。僕と皆が笑い合える未来だ）
















　サイファカールは重大な決断を下した。




　この決断をサイファカールらしくないと評する者もいた。

　いかにもサイファカールらしいと評する者もいた。

　前者は、計算高く細心なサイファカールを念頭に置いている。

　後者は、ときに大だい胆たんで義に厚いサイファカールを念頭に置いている。

　どちらが正しくどちらが間違っているというものではない。

　どちらもサイファカールなのだ。

　サイファカールらしかろうと、らしくなかろうと、この決断がとてつもなく重く大きなものだったのは間違いない。

　ここまで何度も重大な決断を下してきたサイファカールだが、この決断の重みは、それまでのものよりも遥はるかに重い。

　極論すれば、サイファカールに大きな飛躍のきっかけを与あたえたのが、この決断だった。

　サイファカールの戦いにとって、大きな分ぶん岐き点てんになったのがこのときだった。




　時勢を読むのが上う手まいだけで帝てい国こくの主あるじになれただろうか。

　相手の心理を読むのが上手いだけで帝国の主になれただろうか。

　計算高いだけで帝国の主になれただろうか。

　部下を扱あつかうのが上手いだけで帝国の主になれただろうか。

　否いなである。

　英えい雄ゆうとなるためには、賢さかしらな計算を超こえた何かが必要なのだ。

　それが何かは、時代によって、人によって、異なるだろう。

　だからそれが何かは断定できない。

　できないが、そう、敢あえて言えば、頼たよられれば応こたえようとする心意気……とでもなるのだろうか。

　少なくともサイファカールが、英雄に足る心意気を持った人物だったとは言えよう。




　敵味方から犠ぎ牲せいを出さずにロクサスを奪うばった抜ぬけ目のなさでもなく。

　ドゥールドォール将軍を引っ張り出してアル＝アラを守らせるという構想力でもなく。

　己おのれの手足の如ごとく臣下を操あやつったカリスマ性でもなく。

　街の住民たちの命いのち懸がけの訴うつたえに応えようとしたサイファカールの心意気が、彼に飛躍のための足場を与えたということは、以もつて銘めい記きすべきだろう。




　とはいえ、まだ彼は飛躍したわけではない。

　舞台の中央まで進み出たわけではない。

　アル＝アラには異民族の騎馬軍団が迫せまり。

　ロクサスにはロキシーヌ軍団が迫っている。

　サイファカールがその地歩を固めることができたのは、絶体絶命とも言えるこの二つの危機を見事に乗り越えたからである。




　次巻では、サイファカールが如い何かにしてこの窮きゆう地ちを乗り越えたのかを検証すると同時に、他たの群ぐん雄ゆうたちが己おのれの野望の実現のためにどう動いたか、群雄たちの野望を挫くじくために皇太子と宰さい相しようがどう動いたかを見ていくこととしよう。

　この巻では触ふれられなかった皇太子と宰相側の動きが、分けても重要な鍵かぎを握にぎることになる。







　　　あとがき




　札さつ幌ぽろもようやく春になりました。それにしても。気温がプラスになると暖かいと感じ、十度を超こえると春になったなぁと思うなど、東京や埼さい玉たまに住んでいた頃ころには想像もできませんでした。いやぁ、人間の体は寒さには慣れるものですね。この冬は部屋の内窓をペアガラスの窓に替えたおかげもあり、昨シーズンまでより室温の低下も防げ、結けつ露ろも軽減。なかなか快適に過ごせました。

　そうそう、内窓といえば。部屋の窓に外窓と内窓があるのは札幌で初めて経験しました。あと、開放廊ろう下かがないことにも驚おどろきました（開放廊下だと雪が積もって大変なことになるらしい）。真冬に外窓が凍こおって開かなくなるとか、凍った窓を開けようとしてお湯をかけてもすぐ凍るとか、いろいろ北国初体験をしましたが、そんな北国暮らしもこれで四年目。だいぶ慣れましたね。

　なんて書いた途と端たんに……雪が積もりました。一面、真っ白に！　一部では暴風雪警報が出てるらしい。四月なのに。これだから北の大地は油断がならない。

　そういえば。

　本作＝「ロムニア帝てい国こく興こう亡ぼう記き」を立ち上げる前に担当さんが札幌まで来てくれたのを、いま思い出しました。そこでの打ち合わせを経へて本作は誕生したわけで、本作は札幌生まれの札幌育ちってことになるのですが……それがどうしたって話ですけど。

　まぁ何が言いたいかっていうと。

　いつか札幌を舞ぶ台たいにしたラノベとか書いてみたいなぁ、などと思う今日この頃。

　ゲームだと「北へ」なんていう名作がありましたね。な～んて言っても、あれ作ったの、わたしが所属してた会社でしたが。

　ラノベだと「８番目のカフェテリアガール」なんていう快作（怪かい作さく？）がありますね。小説の舞台は東京ですけど、名古屋ネタがぎっしり詰つまった、恐おそろしいまでに名古屋愛に溢あふれた、とても面おも白しろい作品です。かなり笑えますので、名古屋に興味がある人もない人も、味み噌そ（！）が好きな人も嫌きらいな人も、一読をお薦すすめします。

　ちなみに。わたしが生まれ育った浜はま松まつ市（旧）は名古屋の文化に少しばかり侵しん食しよくされてまして、味噌カツの存在は子供の頃から知ってました。というか、中学のクラスメートの家が食堂で、そこのメニューに「味噌カツ」がありましたよ。などと言ってみたものの、わたしは子供の頃、「トンカツにはソース派」だったのですが。

　そうそう、ご当地ものラノベで一つアイディアがあるんです。小お樽たるか函はこ館だての水産高校を舞台にした「すいさん」というネタを考えたんですが……ダメですか？　どこか書かせてくれる編集部はないですかね？

　それはさておき。

　本作もこれで三巻目。次巻（四巻）のスケジュールも決まりましたし、最初のハードル（三巻で打ち切り）はなんとか乗り越こえられました。この先どこまで続けられるかは未定ですが、とりあえず「目指せ二桁けた！」の心意気でやっていこうと思っております。ただ、そのためには読者の皆みなさんの応おう援えんが不可欠でして、できれば友人・知人等にお薦め（押しつけ）いただけるとありがたいです。




　では恒こう例れいの今後の予定など。

　六月にはワールドカップブラジル大会が開幕します（違ちが！）。

　六月末に「夜よる姫ひめと亡国の六姫き士し」（富士見ファンタジア文庫）の四巻が出る予定です。

　七月には「ものぐさ寝ね猫ねこの怠たい惰だな探たん偵てい帖ちよう」（富士見ファンタジア文庫）の二巻が。

　九月には「落ちてきた龍王ナーガと滅ほろびゆく魔ま女じよの国」（ＭＦ文庫Ｊ）の六巻が。

　そして「ロムニア帝国興亡記IV」は……十一月かなぁ？

　そんな感じで今年後半の予定も埋うまってます。

　あくまで予定です。何かアクシデントがあれば変へん更こうになります。ワールドカップのＴＶ中ちゆう継けいの見過ぎで原げん稿こうが進まなかったとか（違！）

　どこかのタイミングで新作を仕込みたいんですが、その暇ひまがなかなか取れなくて困っています。「すいさん」どうですかね？（しつこい）

　では、次は月末に「夜姫と亡国の六姫士IV」でお目にかかりましょう。




　二〇一四年四月吉きち日じつ


舞阪＠ワールドカップを見る時間が取れるのか心配洸こう　拝
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